









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金銀出入改覚帳（後欠）神戸孫右衛門 享保19年正月 横長半・4葉 い415－8
金出入帳
戌年金銀出入仮調帳　葵園（七代目茂元） （幕末力） 横長半（一ツ綴）・1冊 い460・3
九ノ年分 （明治9年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－1
十年分入之記 （明治10年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－2
十一聴入之記 （明治ll年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－3
当分覚（7・8月の収入と支出） （明治前期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－4
（9月の収入と支出） （明治前期） 横長半（ニッ綴）・1冊 い459・5
諸帳簿
覚（金銀支払覚）　同（神戸）分左衛門→神戸弥左衛門 （元文4年ヵ）未正月 横長半（ニツ綴）・1冊 い415・9
（帳簿断簡；古金等の金額） （元文年間） 横切紙・1葉 い415－6
（米・綿等の名古屋・江戸・大坂相場書上） （近世） 横長半（ニツ綴）・1冊 い415・3
覚（諸入用書上） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い461－4
（米高、名前書上） （近世後期） 横長美・2葉 い462－3
（願書27通宛先書上、宛先は名古屋町人） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－10
噌蘭町神戸家での徽縮行為にまたカミる出 （近世後期） 横長半（一ッ綴）・1冊 い463－11
（貸金覚帳） （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－2
積金穀勘定之記 明治23年12月 横長半（一ツ綴）・1冊 い574
奉公人・雇人
奉公人請状之事（八助請状、寺請証文貼り継ぎ） 享保11年2月 竪継紙・1通 い427
濃州加賀野井村親藤次郎・同所請人吉左衛門→名古屋
元中木町犬山屋分左衛門
証（年来勤切、金子授与につき請取）　児玉金左衛門 明治9年6月5日 竪継紙・1通 い396・7
→神戸分左衛門
証（御傭人の約定につき）　名古屋市桶屋町鈴木庄士 明治23年4月1日 罫紙・1冊 い447－11
郎、愛知郡寛政村親戚保証人岩室直次郎・名古屋市桜
町鬼頭久四郎→神戸分左衛門
証（御傭人の約定につき）　名古屋市吹出町長尾義 明治26年1月15日 「神戸氏蔵」罫紙・1通 い447－10
方・同市吹出町保証人親戚木村卯之助→神戸分左衛門









指引目録（仕切表金銀につき）　河内助作兵衛（内淡 卯11月15日 竪紙・1通 い501。7
路町一丁目）→神戸分左衛門








覚（品代請求につき）　六左衛門→犬山屋勘四郎 （近世）子閏正月 竪継紙・1通 い402・1
（槙代請取覚）　代市助・太兵衛→犬山屋久助 （近世）7月13日 竪継紙・1通 い402－2
（石船代金等書付）藤十郎→車町久助 （近世）子7月13日 竪継紙・1通 い402－3
（鉄品等請取覚）　かちや孫十郎→くるま町久助 （近世）極月□日 竪継紙・1通 い402－4
覚（二代請取につき）　自鳥大工善吉→神戸庄八郎 （近世）閏正月6日 竪紙・1通 い402－5
覚（釘代請取につき）　かちや伝六・受取主大工善吉→ （近世）閏正月6日 竪紙・1通 い402－6
神戸庄八郎
覚（船作料等請取につき）　自学善吉→犬山屋庄八郎 （近世）子3月2日 竪紙・1通 い402－7
覚（代銀覚書）仁右衛門→犬山即日八郎 （近世）4月17日 竪継紙・1通 い402－8
覚（船作料代請取につき）藤十郎→分左衛門代庄八 （近世）子2月19日 横切紙・1通 い403・1
覚（たはこ代署請取につき）　五兵衛→繁左衛門 （近世）子2月19日 横切継紙・1通 い403－2





口上（新田米切手）萱津屋みせ→犬山屋嘉兵衛 （近世）申7月20日 竪切紙・1通 い445－3。25
（差引勘定書付） （近世） 横切紙・1通 い415－13
（なへふた入木代・神戸彦七小豆島高高等覚書） （近世） 横切継紙・1通 い415－14
金預り謹券　三輪喜七→神戸分左衛門 明治9年1月6日 竪紙・1通 い447－5
金預り証書　三輪喜七→神戸分左衛門 明治10年3月21日 罫紙・1通 い447－6








（貸金ならびに）前々より利受取候覚 （享保年間～元文年間） 横切継紙・1通 い417－24
覚（種油などの質取証文）神戸分左衛門→今市屋忠 延享3年8月 竪紙・1通 い484
次郎
覚（去暮払方勘定過上金不足のため拝借金願）喜 安永8年2月 竪紙・1通 い449－22
八（花押）→旦那様






証文二通　　熱田新田高羽茂左衛門様 （文化4年9月） 包紙・1点 い420－0
質流譲り渡シ申田地証文之事　熱田新田弐拾番割田 文化4年9月 竪紙・1通（封紙付） い420－1
地譲り主脚羽茂左衛門・同所親類証人惣四郎・同所庄
屋久田宅左衛門→犬山屋辰治郎





滞家質差入方之事　山屋喜六・山屋八蔵・間瀬伝蔵→ 天保9年3月 竪紙・1通 い507
神戸文左衛門
乍欝圭碧囎囎銀魏騒雫薯1こ金子を （近世） 竪継紙・1通 い527－1
奉學鍔騰～鰭野饗灘簿籠欝 子8月 竪継紙・1通 い527。2
武兵衛・納屋町治右衛門・元材木町分左衛門






覚（信濃屋五兵衛御切米手形の米を渡さない経過 亥12月 竪継紙・1通 い527－5
の説明書）　元材木町分左衛門













覚（楠村・利屋村などへの貸付金の元本・利子書付） 亥11月20日 横折紙・1通 い477・6
臼井忠助→桶屋町
口上（お遣いへ付貸致し呉れ下様に申す義取替申 （近世）2月 小切紙・1通 い547－23
すにつき）吉郎治→山岸
（池田氏息女の借用金子、祠堂金に上げるため受取 12月22日 横切継紙・1通 い477－29・2
り依頼状）河村嘉修→神戸分左衛門
諸用書付 （近世） 袋・1点 い415・0・1
（包紙） （近世） 包紙・1点 い415－0－2
（筆屋町与八郎・長崎町源兵衛書入金利足之覚） （近世） 横切継紙・1通 い415－1
益屋町与八郎殿書入金四拾八両銀拾弐匁利足之覚 （近世） 横切継紙・1通 い415－2
領主金融
成瀬大和守
覚（納米預り金子取替え置くにつき）　神戸分左衛 享保18年12月5日 竪切紙・1通 い442－1
門→長谷川儀左衛門
覚（郷納蔵米・納米代金銀差引払いにつき）　神戸 丑12月5日 竪継紙・1通 い442・2
分左衛門→長谷川儀左衛門
覚（大和形様納米売代金受取につき）　神戸分左衛 丑極月27日 竪切紙・1通 い442－3
門→長谷川儀左衛門




（預かり手形、質物などの相談につき書状）　長谷 12月晦日 横切継紙・1通 い442－6
川儀左衛門→神戸分左衛門
（大宝新田御願一件、江戸表・郡方交渉状況につき 11月7日 横切継紙・1通 い442－7
書状）長谷川儀左衛門→神戸分左衛門
口上（頼母子講加入願） 2月22日 横切継紙・1通 い442－8
（古渡回書入金証文仕替につき書状）　長谷川儀左 竪継紙・1通 い442－9
衛門→神戸分左衛門
（借用金増額願につき書状）丹羽忠左衛門→神戸分 9月17日 竪紙・1通 い442－10
左衛門





成瀬大和守当寅年納米之内二丁払方之覚　長尾佐 卯3月6日 横長半（一ツ綴）・1冊 い442－14
五郎






子盆前　家賃之覚（日付、人名、家賃額書付） （近世）子 横長半（一・ツ綴）・1冊 い548－1
周年御物成花代金之事 戌6月 小切紙・1通 い548－2
古渡御拍屋敷家賃請取覚（家賃額、受取月日書付） （酉） 横切継紙・1通 い548・3
覚（午・未年の値段相立てるにつき）長尾三五郎→ 2月 小切紙・1通 い548・4
神戸分左衛門
（関聯騎妻櫻黙劇む三分盟懸夏 12月8日 横切継紙・1通 い548－5
篠田庄右衛門→神戸文左衛門
上　古渡御屋敷　三二代金請取 包紙・1点 い548－6－0
覚（納米量・代金書付）　米や彦兵衛→七左衛門 酉極月 小切紙・1通 い548－6－1
申年御物成之内三代金事　古渡村庄屋甚左衛門・文 寛保元年5月13日 横切紙・樋 い548－6－2
右衛門→成瀬大和守様御内
覚（錫引留など書付）　松尾内三九郎→神戸 7月23日 横切継紙・1通 い548・7













（螺鱗辮家賃収入不足につき拾五年賦 辰12月 横切継紙・1通 い417－1－1－2
覚（御年賦金等指引見積書） 12月 横切継紙・1通 い417－1。2
覚（金子請取につき） 元文3年12月 横切紙・1通 い417－2
（腰熱論i謙願物として30両当暮迄借金6月13日 横切継紙・1通 い417・3
分左衛門分（上金返金通知）丁代武左衛門・源七 戌（寛保2年ヵ）4月 竪継紙・1通 い417・4
覚（野垣殿金指引書付） 竪継紙・1通 い417・5













（鰯合舗罷魏豪毅鵬覇借用につき書 卯月10日 竪紙・1通 い417・10－7
成瀬修理
（借用金請取書付）　永田宇右衛門→犬山三文左衛門 午11月25日 竪継紙・1通 い417・7







覚（利足支払につき書上）永田宇右衛門→神戸分野 12月29日 横切継紙・1通 い417・22－3
衛門
（米下値知行方下免のため利金御勘弁につき書状） 午7月13日 横切継紙・1通 い417・8
（難あ講騒簸薯翠辮鳴魏鵜 包紙・1点 い417・9－0
門→神戸分左衛門




借用申金子之事（別紙地頭物成取締を以って） 飯 文政元年7月 竪紙・1通 い495－8－1
川三郎左衛門知行所大秋村文左衛門→永田屋幸蔵御
取次
借用申金子之事（知行所物成取締借用金証文） 飯 文政3年9月 竪紙・1通 い495－8－2
川三郎左衛門→元材木町永田屋幸蔵
（借用金返済につき） 寅7月5日 小切紙・1通 い495－8－3





借用申金子之事　窪木藤＋郎・安井新兵衛→文左衛門 享和3年4月 竪紙・1通 い499－13
請糊鰭藻撃裟ll村群羅碧賭無誌姦文化9年12月 竪紙・1通 い514
右衛門→城之越村金主清左衛門
永代二言候田地内輪実意一札之事（実正は無代に 文化11年6月 竪紙・1通 い491て譲請け候儀紛れこれなきにつき）高木八郎左
衛門内小川嘉十郎・岡井嘉平治→犬山屋文左衛門
手形壱通　松山藤右衛門殿かし金　→松山藤右衛 文政7年7月19日 包紙・1点 い549－0
門
借用申金子之事（札金2両）松山藤右衛門→神戸文 文政7年7月 竪紙・1通 い549－1
左衛門
（弩編彗禽鍛にても借用仕りたきにつ 7月12日 横切紙・1通 い477・26
裁判
貸金請求之訴　名古屋治安裁判所→刑事補田嶋 明治17年 封筒・1点 い610－0
















預鷹野指呼蠣騰茎期平撒纂茱 明治17年1月20日 「証券界紙」用箋・1通 い610－6
文一→三輪喜七














借地受作証書草案 （明治年間） 封筒・1点 い587－0
宅地賃借証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1・1
土地賃借証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1－2
地所借用証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1－3
土地賃借契約証書（草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・1－4
（受作証文用紙、「化」＝愛知郡化物新田力） （明治年間） 印刷用紙・1通 い587・1－5
（借地証券用紙） （明治年間） 印刷用紙・1通 い587・1－6
（小作証券の修正に関する書状下書き）→分左衛 （明治年間） 洋紙便箋（鉛筆書き）・1 い587－1－7
門 通
（宅地賃借証券用紙、紀左衛門新田） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－2
（受作証文用紙、喜左衛門新田） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587・3
（二十三年度「十人郭者へ当ル分」の米16石余を正（明治24年ヵ）1月 小切紙・1通 い587・4・1
月27日までに着船指示、混入文書）
地所借用証券（草案、神戸新田田畑共普通） （明治年間） 「神戸蔵書」罫紙・1冊 い587・4－2
神戸銀之亮様　小作証書草稿入　神戸直蔵→神戸 （明治年間） 封筒・1点 い587－4・3－0
銀之亮
（至急返事要請につき書状）直彦→銀之亮 （明治年間）8月2日 横切紙（朱書）・1通 い587－4－3－1
（組合規約の儀につき書状）直彦→銀之亮 （明治年間）2月20日 横切継紙・1通 い587－4－3－2











（土地賃借契約証の草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－5
（宅地賃借契約証の草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・6－1
（宅地賃借契約用紙） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－6・2
（耕地受作証下書） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－7－1
（耕地受血契約用紙） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－7・2
（山林借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－1
（宅地借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－2
一27一
神戸家・勘定場／地主経営全体／書類草案
（田畑借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－3
（田畑賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・9
（山林及葭生ノ分の土地賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－10
借地受作証券（不用の草案） 明治24年1月1日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－11
（土地賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1通 い587－12
新田不明
覚（田四二の三納米勘定書写）柳橋友蔵→龍山屋源 文化5年12月 横切紙・1通 い499－16
蔵
（新田払方明細書き上げ） 文化10年 竪継紙・1通 い596－1
御作徳米借用証文之事　米借主勘三郎・同借主文蔵・ 文政6年12月 竪継紙（封紙つき）・1通 い400
請合2名、同借主要助・請合4名、同借主平蔵・請合4名→
御庄屋
覚（籾代金覚書） （近世）丑5月 竪紙・1通 い449－16
覚（新田米切手）　こえつや忠七→犬山屋嘉兵衛 （近世）卯霜月晦日 竪切紙・1通 い445・1・30
覚鱈郡●棘郡の硝’家数．人数’割当金顯 横切継紙・1通 い541－3－1
（神戸新田の割当金銀額書付） （近世）辰 竪切紙・1通 い541－3・2
覚（新田諸入用差引勘定書付） （近世）未2月6日 横切紙・1通 い417－22－6
覚（差引帳面金請取につき領収書）与市→分左衛 （近世）未2月6日 横切継紙・1通 い417－22－7
門
（断簡） （近世力） 断簡・1点 い417・22・8
当量年御年貢之事（後欠） （近世）酉 横切紙・1通 い503・2・1
覚（内外葭山代・川運上など差引勘定につき） 戌正月15日 竪継紙・1通 い503－2－11
地離覧鑑騨婆舞総鍵耀羅病　定） （近世）戌7月20日 竪継紙・1通 い429
当戌年分 （近世）戌11月 横切紙・1通 い503－2・2
覚（十ヶ年分入用元金・納米等覚書） （近世）亥3月14日 竪継紙・1通 い430
4月9日 横切紙・1通 い608・7－6
覚（新田分1ヶ年の献金など受取につき） 11月29日 横切紙・1通 い608・7・4
覚（蔵米2石受取につき）　かにへ本町惣右衛門→水 （近世）12月 竪紙・1通 い445－1－6
鳥ませんへや弥十郎
（神戸新田周辺村落名と銭高の書付） （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い412－20
九月十八日迄丁丁（三小屋へ渡シ金等支払覚） （近世） 竪継紙・1通 い431
覚（新田開発損益見積書） （近世） 竪継紙・1通 い428
酉丁年下畑見立帳 （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い458
（小作人ごとの面積と米高の書上） （近世） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462－4
一28一
神戸家・勘定場／地主経営全体／新田不明
検見中指出し（米高を「村方」と「他村」に区分して （近世） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462・5
集計）
覚（御見取所検見入用書付） （近世） 横折紙・1通 い463－8
（入用金払方書上） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464・8







割合之記 （明治） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463・1
公儀との関係
触書等
（小玉銀通用、新金銀引替などにつき御触書4本写） （正徳5年4月22日） 横切継紙・1通 い482－1
金銀御吹替御触留（正徳4年御触書と請書の写） （正徳4年） 横切継紙・1通 い482・2
（新欝金通用につき触書写） 竪継紙・1通 い417－11
（銀吹替え、帝銀古血割合につき山城国中触書写） 辰8月 横切紙・1通 い417－12
筑波
覚（新金銀通用につき為替之者共等覚書） 辰5月12日 横切継紙・1通 い417－13
覚（新金引替割合無差別通用につき、後欠） 横切継紙・1通 い417－14－1
覚（門門小判目等覚書） 断簡・1点 い417・14－2
（新旧金引替増歩停止につきお知せ） 8月23日 横切継紙・1通 い417－15
連絡
大宝前新田之儀につき林氏ヨリ宮原氏へ返報（包 （宝暦3年10月） 包紙・1点 い547－12・0
紙使用前は10月14日付書状）　→愛知郡海西郡宝
地村大字神戸新田神戸分左衛門
（犬山神戸弥左衛門よんどころなき御頼みの儀につき、願出候はば出精し取り扱う旨）林又左衛 宝暦3年10月13日 横切継紙・1通 い547－12－1
門→宮原善兵衛
口上之覚（風邪のため元日の御奉行所御礼お断り 巳12月 竪紙・1通 い608－2
につき）　犬山屋文左衛門→真野鉄蔵
（役所へ他所より客来あるため品々借用願）永田 4月18日 竪切継紙・1通 い547・5
宇右衛門・後藤増右衛門・鈴木元右衛門→犬山屋文左
衛門
（御道具を遣わした者に渡し下さるべき旨）鈴木 4月20日 横切継紙・1通 い547－1
元右衛門・後藤増右衛門・永田宇右衛門→犬山屋文左
衛門




覚（中央・花生など借用品々書付） 4月 竪継紙・1通 い547－22
（大宝前新田成立時の証文など所持の照会）　斉藤 8月9日 竪切継紙・1通 い547－19歳蔵・樋口茂兵衛→犬山三文左衛門





覚（三幅対掛物・硯箱・屏風など借用品々書付） 10月5日 竪継紙・1通 い547・20
（屏風拝借願につき）　鈴木元右衛門・後藤増左衛門・ 10月6日 竪継紙・1通 い547－13永田宇右衛門→犬山文左衛門





分左衛門分（上金返金通知）丁代武左衛門・源七 戌（寛保2年ヵ）4月 竪継紙・1通 い417－4
（米買先納金につき留帳）（明和8～安永5） （明和8～安永5年） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462－1
御用金請取拾壱通 安永7年8月11日 包紙・1点 い496－0
覚（御借上金割付につき）塩町→元材木町宇六 （安永7年） 竪切継紙・1通 い496－1
覚（借上金請取につき）正面寺町丁代喜兵衛→下材 （安永7年）戌8月11日竪切紙・1通 い496・2
木町宇六
（元材木解熱春野分子上金書付） （安永7年）戌8月 竪切紙・1通 い496－3





















町内御新開御払切手受取 享和3年3月22日 包紙・1点 い499－4・0
覚（御切手請取につき）　又右衛門→文左衛門 正月2日 横切継紙・1通 い499－4－1
「（割印）一、金八両　　文左衛門」（全文） 札・1通 い499・4。2
請文 （文化2年11月） 包紙・1点 い425－0
六義鋸艶製響鮮醤撫～刷子巽 文化2年ll月 竪紙・1通（封紙付） い425－1
郎・永田伝兵衛→犬山屋文左衛門
預り金之覚 （文化9年） 横切紙・1通 い499－22
胡弓 （天保8年3月16日） 包紙・1点 い495－7－0
覚（貧民為施金請取につき）御救所掛り諏訪助四郎 天保8年3月16日 竪紙・1通 い495－7・1
→神戸文左衛門
町御奉行所町役銀引当御手形 （嘉永元年12月） 包紙・1点 い495・4－0
覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永元年12月 竪切紙・1通 い495－4－1




覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永3年12月 竪切紙・1通 い495。2－1
町御奉行所調達御手形 （嘉永5年正月） 包紙・1点 い495－3－0
覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永5年正月 竪切紙・1通 い495－3－1





御軍用至誠預金御請取通 （慶応4年）辰2月 包紙・1点 い495－5・0
御軍用につき至誠差上金請取通　地方御勘定所→ 慶応4年2月 横折紙・1通 い495－5－1
神戸文左衛門
御借上金受取 包紙・1点 い422－0
（二六控地3ヶ所、文左衛門宅2ヶ所、同控地4ヶ所分上納金請求書）義左衛門・喜市 5月 竪紙・1通 い422・2
覚（金子請求書、受取文言追記）　丁代平左衛門（名 丑5月25日 竪切紙・1通 い422・3
古屋塩町）→元材木町宇島
五条町御寺上金（文左衛門控地分町彫上金書付） 札・1通 い422・4











（上納金請求書、受取文言画筆）　治郎九・市郎左衛 5月12日 竪切紙・1通 い422－10
門→宇六
（上納金請求書、受取文言一筆）　治郎九・市郎左衛 5月12日 竪切紙・1通 い422－11
門→宇六
（犬山屋分左衛門分上納金未進につき上申書） 亥5月20日 横切継紙・1通 い424




覚（御払御切手代金請取につき）　上七山町佐兵衛 戌12月9日 小切紙・1通 い499－5－1
→犬山平文左衛門






覚（調達金受取につき）　川方屋善右衛門→神戸文左 巳11月23日 竪切継紙・1通 い499－9
衛門









覚（米切手金調印につき）検断役→犬山屋辰次郎 7月25日 竪紙・1通 い499・19・1







覚（町割出金受取につき）家守庄助→神戸 亥5月晦日 小切紙・1通 い499－24
覚（町割金受取につき）下材木町庄助→神戸 亥8月晦日 小切紙・1通 い499－25
覚（御新田御手形米代請取につき）又右衛門（元材 戌12月8日 小切紙・1通 い499・26
木町福島屋）→文左衛門





海嶋銀行書類　神戸 明治26年12月7日 封筒・1点 い601－0









（海島銀行第二期定式総会および役員改選挙への 明治28年1月10日 株式会社海島銀行便 い601－7－1
出席要請につき）　尾張国海島町株式会社海島銀行 箋・1通
→神戸分左衛門

























委任状（代理人を立てるにつき）神戸分左衛門 明治29年4月15日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601・9・1
委讐鯉解騰離白しに際し代理人を立 明治29年4月 罫紙・1通 い601－9・2





















蟹江銀行設立用書類、其他同行二二ル書類　神戸 明治27年4月 封筒・1点 い590－0
（創業総会開催通知）　蟹江銀行創立委員 （明治）27年4月5日 印刷用紙・1通 い590－6－9－1
神戸分左衛門殿　蟹江銀行創立委員→神戸分左衛門 封筒・1点 い590・6・5・0
（一株につき一円ずつ添えて申込書差出通知）　蟹 3月29日 印刷用紙・1通 い590・6・5－1
江銀行発起人二代蟹江次郎以下7名→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　蟹江銀行創立委員→神戸分左衛門 明治27年4月5日 封筒・1点 い590－6－9－0
（号数・年月日・印鑑欄のある未記入の印刷用紙） 印刷用紙・1通 い590・6・10・1
株式会社蟹江銀行営業広告　蟹江銀行 明治27年5月 印刷物・2通 い590－6－10－2




（本日の創業総会での監査役に当選通知）蟹江銀 （明治27年）4月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－74
行創立委員→神戸分左衛門
（当行上半期利益配当の協議のため順行通知）　蟹 明治28年7月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－7－7
江銀行→監査役神戸分左衛門
当割書（監査役当選通知）　蟹江銀行頭取蟹江次郎→ 明治29年1月20日 蟹江銀行用箋・1通 い590－6－1
神戸分左衛門
（増資本の件につき協議のため当行へ来参通知） 明治29年2月5日 蟹江銀行用箋・1通 い590－6・2
蟹江銀行→神戸分左衛門















（株主定式総会開催通知）　蟹江銀行→神戸分左衛門 7月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－7－5
営業報告書
第一期営業報告表　蟹江銀行 明治27年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590－9－2
第三期 明治28年上半期営業報告書 株式会社 明治28年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590・8
蟹江銀行
第三期 明治28年上半期営業報告書 株式会社 明治28年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590・9・3
蟹江銀行




（当行株金第二回払い込み延期通知）　蟹江銀行→ 明治27年8月23日 横切紙・1通 い590－6－7－1
神戸分左衛門
（当銀行設立諒可につき株式第一回払い込み通知） 明治27年5月6日 葉書に印刷・1通 い590－7・1
蟹江銀行→神戸分左衛門
（引き受け株券第二回払い込み通知）　蟹江銀行→ 明治28年3月9日 葉書サイズに印刷・1通 い590－7－2
神戸高雄
（引き受け株券第二回払い込み通知）　蟹江銀行→ 明治28年3月9日 葉書サイズに印刷・1通 い590－7－3
神戸分左衛門
株券名義付替






株券名義付替依頼書　売渡人神戸二丁・買受人神戸知 明治29年3月26日 「神戸三蔵」用箋・1通 い590－2－5
水→株式会社蟹江銀行株式課御中
委任状（下書、株券名義書き換えにつき）　神戸知 明治29年5月1日 罫紙・1通 い590－2－9
水
























証（神戸仲雄への貸付残り金の返済を年賦とする 明治31年8月31日 「株式会社蟹江銀行」用 い590－4－2－1－1
につき）　株式会社蟹江銀行常務取締吉田甚平・取締 箋・1通
役頭取蟹江次郎→神戸仲雄





















神戸十二亭亭高高証書　蟹江 （明治年間） 包紙・1点 い590－1・O
一36一
神戸家・勘定場／企業出資／蟹江銀行／その他








尾西鉄道株式会社創立用書類　神戸 明治27年3月 封筒・1点 い583・0
契約証（尾西鉄道株式会社設立の儀につき）神 明治27年2月8日 小切紙・1通 い583－1





委任状（尾西鉄道株式会社設立認可出願書へ調印 （明治27年目） 印刷用紙・1通 い583・36－1
之件）
委任状（創業費等承認の件など） （明治27年ヵ） 印刷用紙・1通 ‘い583－36－2
（本会社設立事件につき発起人総会開会致したき 明治27年3月17日 罫紙・1通 い583－3
旨）　尾西鉄道株式会社創立事務所→神戸分左衛門
加署罷鵜欝欝野鷲難論霧響 明治27年3月19日 罫紙・1冊 い583－2
郡宝地村大字神戸新田三八番戸神戸分左衛門→尾西
鉄道布設発起人御中
（青柳・岡本の運動の方針などの詳細ご報告申し上 明治27年4月16日 葉書・1通 い583－31
げたきにつき）　尾西鉄道株式会社創立事務所→名
古屋市木挽町神戸分左衛門





御離纏縫聴講解讐認幽幽箆 明治29年1月21日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い583・37・2
逓信大臣白根平一
木挽町神戸分左衛門様　冨津町木野方水野長一→木 （明治29年）1月28日 封筒・1点 い583－37－0
挽町神戸分左衛門
（別紙命令書に対する請書に調印のうえ使いの者 （明治29年）1月28日 横切紙・1通 い583－37・1
へお渡し下されたきにつき書状）水野長一→神
子分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会 （明治29年1月30日） 封筒・1点 い583・35－0
社発起人惣代→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（緊選㍊翻遡贈ぎ雛鋪町回 明治29年1月30日 罫紙・1通 い583－35－1
鉄道株式会社発起人惣代水野長一→神戸分左衛門
（囎耀鵠櫨慰謝艦齢叢論の通 明治29年5月 会社の印刷用紙・1通 い583－16




名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会 （明治29年力） 封筒・1点 い583・42－O
社創立事務所→神戸分左衛門
（株主の会合へ実印携帯にての出席要請）　尾西鉄 明治29年6月4日 尾西鉄道株式会社用 い583－36・3
道株式会社創立事務所→神戸分左衛門 箋・1通
神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会社創立事務所→神 （明治29年6月） 封筒・1点 い583・41・0
寺分左衛門




明治27年1月ヨリ同29年5月迄ノ創業費 （明治29年6月） 印刷物・1通 い583－41・3





尾西鉄道株式会社仮定款 （明治29年6月11日） 印刷物・1通 い583－43－1




神戸分左衛門様御中　栄琴楼井東→神戸分左衛門 （21日） 封筒・1点 い583－40。0
（委任状送付につき調印願い）栄議題井東→神戸 21日 横切紙・1通 い583－40・1















尾西鉄道株式会社申合規則 （明治年間） 尾西鉄道株式会社用箋 い583－17
・1冊
報告書




海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　→海 （明治30年6月ヵ） 帯（未開封）・1点 い583－49－0
西郡宝地前大字神戸新田
尾尾西鉄道株式会社第二回報告書 明治30年（6月） 印刷物・1冊 い583－49－1
海西郡神戸新田神戸銀之助殿　→海西郡神戸新田神 （明治30年12月） 帯・1点 い583－48－0
戸銀之助
尾西鉄道株式会社第三回報告書 明治30年12月5日 印刷物・1冊 い583－48－1
総会
名古屋市木挽町弐丁目神戸分左衛門殿　愛知県海 （明治30年1月4日） 封筒・1点 い583－38－0
東郡津島町尾西鉄道株式会社→神戸分左衛門
（塑糊腿1欝難鰹麟輪欝欝明治30年1月4日 印刷用紙・1通 い583・38－1
委任状（通常会・臨時会提議）　愛知四海西郡宝地村 明治30年1月 印刷用紙・1通 い583－38－2
大字神戸新田28番戸神戸銀之助
（墾糠懇欝欝難聴輪謬難　門 明治30年1月4日 印刷用紙・1通 い583－38－3
（通常臨時総会議決の報告）　尾西鉄道株式会社→神 明治30年1月25日 印刷用紙・1通 い583－34
戸分左衛門
委任状（通常会・臨時会提議）愛知県海西郡宝地村 明治30年1月 印刷用紙・1通 い583・38－4
大字神戸新田28番戸神戸分左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田神戸銀之助様　尾西鉄 明治30年6月24日 封筒・1点 い583・10－0
道株式会社→神戸銀之助
委任状（総会委任状、未記入用紙） （明治30年ヵ） 印刷用紙・1通 い583－10－1





















払込書（未使用用紙）　→銀行御中 （明治30年10月） 印刷用紙・1通 い583－39－1





（尾西株式会社株式第3回払い込みの通知）　尾西 明治30年8月25日 葉書・1通 い583・6
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸銀之助
（尾西株式会社株式第3回払い込みの通知）　尾西 明治30年8月25日 葉書・1通 い583－7
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸分左衛門













（尾西鉄道株式会社第4回払い込みの通知）　尾西 明治30年12月8日 葉書・1通 い583－8
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸銀之助
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　愛知県海東郡津 （明治30年力） 封筒・1点 い583－44－0
島町尾西鉄道株式会社創立事務所→名古屋市木挽回
神戸分左衛門
払込書（未使用用紙）　→銀行御中 （明治年間） 印刷用紙・1通 い583・44－1
（尾西鉄道株式会社株式第4回払込要請）　尾西鉄 明治30年10月28日印刷物・1通 い583。44－2
道株式会社
（株式公売中に払い込みあったにつき）愛知県海 明治31年3月28日 葉書・1通 い583・32
東郡津島町尾西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神
戸新田廿八番戸神戸銀之助
（尾西鉄道株式会社株式第5回払い込みの通知） 明治31年5月23日 葉書・1通 い583－25
尾西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神戸新田神戸
銀之助




















































（半田町高等小学校にて丸三麦酒株式会社の創業 明治29年8月29日 印刷用紙・1通 い615－19－1
総会を開くにつき出席要請）　丸三麦酒株式会社
創立委員長盛田善平→神戸分左衛門













第三回事業年度報告書　丸三麦酒株式会社 明治32年2月 印刷物・1冊 い615－2－1










（丸三麦酒株式会社の第一回通常総会ならびに臨 明治30年2月17日 印刷物・1通 い615－18・1
　総会を半田町光照院にて開くにつき出席要刀j丸三麦酒株式会社取締役社長中埜半左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田二十八瀬戸神戸分左衛 明治30年9月27日 封筒・1点 い615－27・0
門殿　愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（半田町光照院にて臨時総会開くにつき出席要請） 明治30年9月25日 印刷用紙・1通 い615－27－1
丸三麦酒株式会社取締役社長中歯半髪衛門→神戸分
左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田二十八番戸神戸銀之助 明治30年9月27日 封筒・1点 い615－29－0
殿　愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸銀之助


















（丸三麦酒株式会社株式第一回払い込み願）　丸三 明治29年9月 印刷物・1通 い615・16－1
麦酒株式会社→株主各位
（丸三麦酒株式会社株式第一回払い込み願）　丸三 明治29年9月 印刷物・1通 い615－16－2
麦酒株式会社→株主各位
























（丸三麦酒株式会社株式第4回払い込みの日限の通知）丸三麦酒株式会社 明治31年1月10日 印刷物・1通 い615－21・1

































記（家賃差引勘定書上、勇助勘定金） （明治7～14年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－3
証文類
元材木町
証文（元材木町町内屋敷地借用証文）　兼山屋亀吉 明和6年2月 竪紙・1通（包紙付） い426
→犬山屋孫右衛門
売券状　羽柴屋源七殿 文化10年9月29日 包紙・1点 い539・2－0
覚（売券分一金など受納につき）　元材木町丁代両 竪美切紙・1通 い539・2－1
人





















回上申証文之事（借家証文）　右地所借り主塩丁二丁 明治6年6月 愛知県無印紙証書用 い449－21
目所五番指物師勇斉→神戸分左衛門 紙・1通
木鐸羅羅遠郷欝i全灘鷹明治24年4月18日 封筒・1点 い611－0

































記（2円50銭請取につき）　中野れい→天野 3月 横切紙・1通 い593・12・3
天野佐兵衛名義ニテ近藤市太郎ヨリ宅地買受につ 明治25年4月1日 封筒・1点 い593・12・4
き天野約定証







和泉町滝松五郎二係ル貸家賃請求ならびに家屋明 明治30年4月 包紙・1点 い624・0
ケ渡シ訴訟ノ要書外二訴訟費用書付類共　神戸
キ（仮差押印紙料など書上げ）角渕→神戸 7月3日 横切継紙・1通 い624－1
供託書（仮差押さえ保障のため）　右神戸分左衛門 明治30年4月29日 罫紙・1通 い624－2
→名古屋本金庫
記（滝松五郎仮差押さえに係る経費の金額書付） 罫紙・1通 い624・3
記（供託書2通など受取につき）角渕→神戸 4月29日 横切継紙・1通 い624－4
神戸分左衛門様御店中　角渕宣→神戸分左衛門 封筒・1点 い624－5－0
（供託書に調印のうえ手前まで差し出し下された 4月28日 横切紙・1通 い624・5・1
きにつき）　出始宣→神戸分左衛門様執事御中
訴酵雛鞭編鐘潔魏閣響厘贈 明治30年6月9日 「名古屋区裁判所」用箋・1冊 い624－6－1
屋下裁判所判事野田捨蔵、名古屋区裁判所書記小池宣
枝
原告訴訟費用計算書　原告代理人角渕宣→名古屋区 明治30年6月9日 罫紙・1冊 い624－6・2
裁判所民事部御中
判決書　名古屋民事書→判事野田捨蔵 明治30年5月7日 「名古屋区裁判所判決 い624－7－1
用紙」・1冊
（前記の正本神戸分左衛門に付与するにつき）名 明治30年6月9日 「名古屋区裁判所」用 い624－7－2
古屋区裁判所書記小池三枝 箋・1通















名盤騎懸想羅綾鬼謡講翻四 明治13年3月15日 封筒・1点 い593・9－1
証（売渡地の手付金など受取につき） 保証人氷室 明治13年3月2日 罫紙・1冊 い593－9・2
長峯、右舷渡人安達久八→神戸分左衛門
（地方証印税として金46銭3厘受取につき） 名古 明治13年3月16日 印刷用紙・1通 い593－9－3
屋区租税係→神戸分左衛門
（地方証印税として金3銭7厘受取につき） 名古屋 明治13年3月16日 印刷用紙・1通 い593－9－4
区租税係→神戸分左衛門






家画師融融輪郭竪瑠賃糧 明治13年3月15日 竪紙・1通 い593－9。8
人1丁目神戸分左衛門




地拳曝露繍翻欝証鵜喪麗門下 明治18年9月 竪美継紙・1通 い593・8・2
右売渡人 野崎惣兵衛他保証人1名→神戸分左衛門





（名古屋区白川町2丁目12番地の建物の図面） 名 明治18年9月29日 竪紙・1通 い593－8－5
古屋区伝馬町野崎惣兵衛→神戸分左衛門
江川端町・台所町
名古屋市江川端町ほか宅地二ヶ所売買書類入れ 明治24年 袋・1点 い581－0
天野・神戸
証（名古屋市江川端町宅地売渡代金受取）名古屋 明治24年10月5日 罫紙・1通 い581・1・1
市木挽町善口定次郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門




































































番号わい〇三三八八　駅逓局預金渡通帳　神戸分 明治18年7月23日 封筒・1点 い625－0
左衛門


























貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年6月 印刷用紙・1通 い625－2－3－5
丁目23番戸神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋市木挽 明治23年8月 印刷用紙・1通 い625－2・3・1
町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年9月 印刷用紙・1通 い625－2－3－2
丁目23番地神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年10月 印刷用紙・1通 い625－2・3・3
丁目23番戸神戸分左衛門





貯金通帳調査面通達書　逓信省為替貯金局→名古屋 明治21年11月6日 印刷用紙・1通 い625－2－6－2
区木挽町2丁目23番神戸分左衛門
貯金通帳調査済通達書　逓信省為替貯金局→名古屋 明治22年8月21日 印刷用紙・1通 い625・2－6・3
木挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金通帳調査面通達書　逓信省為替貯金局→名古屋　木挽町2丁目23番地神戸分左衛門 明治24年2月10日 印刷用紙・1通 い625－2－6－4
登記済通知書
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市材木 明治24年2月 印刷用紙・1通 い625。2－2・7
町2丁目33番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年3月 印刷用紙・1通 い625・2・2－5
町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年6月 印刷用紙・1通 い625－2－2－6
町2丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2・2・2
丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2－2－3
町2丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2－2－4
町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年8月 印刷用紙・1通 い625・2・2・1
丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年8月 印刷用紙・1通 い625－2－2－8
丁目23二戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年9月 印刷用紙・1通 い625－2－2－9
挽回2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年10月 印刷用紙・1通 い625－2・2－10
挽町2丁目23番地神二分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年12月 印刷用紙・1通 い625－2－2－11
挽町2丁目33番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋区 明治25年1月 印刷用紙・1通 い625－2－2－12
木挽町2丁目33番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年5月 印刷用紙・1通 い625－2－1－2
挽町51番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年5月 印刷用紙・1通 い625－2－1－3
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年6月 印刷用紙・1通 い625－2・1－1
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年6月 印刷用紙・1通 い625－2・1－4
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年7月 印刷用紙・1通 い625－2－1－7
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年8月 印刷用紙・1通 い625。2－1－5
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門




貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年9月 印刷用紙・1通 い62脇1マ6
挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年10月 印刷用紙・1通 い625－2－1－8
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年10月 印刷用紙・1通 い625・2－1－12
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年ll月 印刷用紙・1通 い625－2－1・13
挽町2丁目23番地神戸三左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年12月 印刷用紙・1通 い625－2・1－11
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年1月 印刷用紙・1通 い625－2－1－10
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年1月 印刷用紙・1通 い625－2－1・14
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年3月 印刷用紙・1通 い625－1・8
挽町2丁目23番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年4月 印刷用紙・1通 い625－1－7
挽町23番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年6月 印刷用紙・1通 い625－1－6
挽町23番戸神戸文左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年7月 印刷用紙・1通 い625－1－5
木挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年8月 印刷用紙・1通 い625・1－4
木挽町3丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年9月 印刷用紙・1通 い6251をゴ
木挽町33番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年9月 印刷用紙・1通 い625－1－3
木挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年11月 印刷用紙・1通 い625－1－1
木挽町33番戸神戸文左衛門




貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治27年1月13日 印刷用紙・1通 い625－2－8
挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治27年1月25日 印刷用紙・1通 い625・2－9
木挽町23番戸神戸文左衛門
三井銀行
へ号 切符（三井銀行当座預り金小切手帳） 三井 （明治12年）1月 小切手帳（印刷）・1冊 い579－3－1
銀行→神戸分左衛門
（三井銀行当座預金小切手帳）十三年六月十九日立 （明治12年） 小切手帳（印刷）・1冊 い579－3－2
戸宝印皆済　三井銀行→神戸分左衛門





第百三拾四国立銀行当座頂金振出シ小切手帳　神 明治28年8月 袋・1点 い579－1－0
戸
第壱号　当座預金引出小切手帳　第百三十四国立 明治27年1月1砧 小切手帳（印刷）・1冊 い579－1－2
銀行
第百五拾四号　当座預金通帳　第百三＋四国立銀行 明治27年1月 横美半（印刷）・1冊 い579－1－3
（名古屋市部柳町）→神戸分左衛門
当座預金引出小切手帳　第百三十四国立銀行 明治27年11月30日小切手帳（印刷）・．1冊 い579－1－1
第百三拾四国立銀行　当座預金引出シ之覚　神戸 明治29年 横半半・1冊 い579－1・4
貸越
第百三拾四国立銀行　廿八年六月迄利子受取証な 明治28年 包紙・1点 い607・0
らびに来状入
























































































































記（当座貸越利子受取）　第百三＋四国立銀行→神戸 明治29年1月31日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－12
分左衛門 ・1通












記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年4月30日 百三十四国立銀行用紙 い579－4・18
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年5月30日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－6
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年6月29日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－5
分左衛門 ・1通
















（株式会社移行につき小切手宛名訂正依頼）　第百 明治30年3月25日 竪紙（こんにゃく版）・1 い579・2－6－2
三十四国利銀行預金係→神戸分左衛門 通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治30年3月26日 百三十四国立銀行用 い579－4・2
分左衛門 紙・1通
（当座預金貸越約定期日切れにつき返金催促状） 明治30年4月8日 株式会社百三十四銀行 い579－2－7
株式会社百三十四銀行→神戸分左衛門 用箋・1通
証（当座貸越利子受取）　株式会社百三十四銀行→神 明治30年4月9日 百三十四銀行受取証用 い579・4－1・1
戸分左衛門 紙・1通
（利子計算明細書） 百三十四銀行用箋・1通 い579－4・1・2
（当座預金貸越利息通知）　第百三十四国立銀行預金 10月13日 竪切紙（こんにゃく版、 い579・4－21
掛→神戸分左衛門 封筒付き）・1通




































































（当座貸越金利曲金の入金願い）　株式会社枇杷島 明治31年6月25日 印刷用紙（こんにゃく い606・3－8－1
銀行→神戸分左衛門 版）・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 明治33年 封筒・1点 い606－3－9－0
戸分左衛門












（当座日歩引き下げにつき）　枇杷島銀行→神戸分左 8月7日 横切継紙・1通 い606－3－12・1
衛門

































































明治銀行当座預金通帳　神戸 明治31年3月 袋・1点 い584－0
当座預金通帳株式会社明治銀行→神戸分左衛門 明治26年1月6日 預金通帳・1冊 い584・7
当座預金通帳　株式会社明治銀行→神戸分左衛門 明治31年2月 横半半折（一部印刷）・1 い584－11
冊
明治銀行当座預金覚　神戸 明治31年3月18日 横半半（一ツ綴）・1冊 い584・1
当座預金引出小切手帳　株式会社明治銀行→神戸分 明治34年 小切手帳・1冊 い584－10
左衛門
通知・規則など
明治銀行当預金契約二関スル書類　神戸 明治31年3月 封筒・1点 い584・4・0
証（当座貸越金利息受取につき）　株式会社明治銀 明治29年5月17日 印刷用紙・1通 い584－4－1
行→神戸分左衛門
木挽町神戸分左衛門殿　名古屋市伝馬町株式会社明 明治25年2月16日 封筒・1点 い584－2－3・0
治銀行→神戸分左衛門
（今般当座勘定利息改正につき）　株式会社明治銀 明治35年2月 印刷用紙・1通 い584－2－3－1
行→神戸分左衛門
木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市伝馬町株式会 明治35年3月16日 封筒・1点 い584－2－4・0
社明治銀行→神戸分左衛門
（貸越金・繰越金利息など差引相立てるにつき） 明治35年3月16日 印刷用紙・1通 い584－2－4－1
株式会社明治銀行→神戸分左衛門




（今般当地組合銀行決議内容通知につき）　株式会 明治36年3月29日 印刷用紙・1通 い584－2・2
社明治銀行→木挽町神戸分左衛門
神戸分左衛門様　名古屋市伝馬高高式会社明治銀行 （明治38年ヵ） 封筒・1点 い584・4・2－0
永田理三郎→神戸分左衛門
（金送付につき改めのうえ入手くだされたき旨） 明治38年3月13日 株式会社明治銀行罫 い584－4－2。1
名古屋株式会社明治銀行→神戸分左衛門 紙・1通
（当座貸越利息改正につき）　株式会社明治銀行→木 明治37年7月10日 印刷用紙・1通 い584－3－1
挽町27神戸分左衛門
（当座貸越金利息引き下げにつき）　株式会社明治 （明治年間） 印刷用紙・1通 い584－3－2
銀行→神戸分左衛門
（当座貸越金利息改正につき）株式会社明治銀行→ 明治38年5月5日 印刷用紙・1通 い584－3・3
木挽町神戸分左衛門
（当座貸越金利息改正につき）　株式会社明治銀行→ 明治38年6月25日 印刷用紙・1通 い584－3－4
木挽町27番戸神戸分左衛門
（当座預金及貸越金利息改正につき）　株式会社明 明治38年8月13日 印刷用紙・1通 い584－3－5
治銀行→木挽町27番戸神戸分左衛門




（印税法抜粋、郵便条例改正摘要）株式会社明治銀 （明治年間） 印刷物・1通 い584－8
行
津島紡績株券担保差入
担保品差入証（津島紡績株式会社株券壱百五拾株） （明治年間） 印刷用紙・1通 い584－5
海西郡宝地村大字神戸新田五百弐番地神戸分左衛門
→株式会社明治銀行御中
差入証書（明治銀行との取引に関わる取り決め承 明治31年3月17日 印刷用紙・1通 い584－6。1
諾につき）　尾張海西郡宝地村大字神戸新田神戸分
左衛門→株式会社明治銀行御中














静岡県興津町水口屋五号別荘神戸分左衛門殿　名 （昭和2年ヵ） 封筒・1点 い619－3－1
古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古
屋支店→神戸分左衛門






質権設定通知書　神戸分左衛門、堀田やゑ→株式会社 大正15年6月 罫紙（印刷用紙）・1通 い619－3－5－2
伊藤銀行御中
質権設定承諾書用紙　→株式会社第一銀行御中 （大正15年6月） 印刷用紙・1通 い619・3・5－3
（貸越金願い、見本）　神戸分左衛門→株式会社第一銀 大正14年12月26日印刷用紙・1通 い619・3・5－4
行御中
（貸越金願い、下書き）　神戸分左衛門→株式会社第 大正13年12月 印刷用紙・1通 い619－3－5。5
一銀行御中




証（定期預金の担保差入証下書き）　神戸分左衛門、 大正13年12月 印刷用紙・1通 い619－3・5－7
堀田やゑ→株式会社第一銀行御中
（やゑ、けい定期金額書上げ） 大正11年9月8日 竪切紙・1通 い619・3－5－8










（纏醗黛辮跡継馨櫻難 大正13年6月15日 印刷用紙・1通 い619・2・2－1
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（響醗騰僻観鰻醒蝉縫禦 大正13年6月13日 印刷用紙・1通 い619－2－2－2
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門




















































計算書（元金、利息金差引き計算）→吉安 昭和2年2月4日 印刷用紙・1通 い619－2・14－3





（伊藤銀行定期証書の元金、利息差引き勘定書付） 昭和2年3月20日 メモ用紙・1通 い619－2・14－1
（饗鵜灘無題麟幾 昭和2年3月25日 印刷用紙・1通 い619－2・14－2
るにつき）　第一銀行名古屋支店藤井義雄→神戸分
左衛門
静岡県興津町水口屋五号別荘神戸分左衛門殿　名 昭和2年3月 封筒・1点 い619・2。14・0
古屋市西区伝馬町3丁目13番地煙式会社第一銀行名古
屋支店→神戸分左衛門
岐阜県養老郡養老村神戸別荘御内神戸土左衛門殿 昭和2年6月2日 封筒・1点 い619・2－16－0
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名
古屋支店→神戸分左衛門














































西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区下 昭和3年12月17日 封筒・1点 い619－7－0
園町4丁目8番地株式会社第一銀行名古屋支店→西区
木挽町27神戸分左衛門
（本日当座勘定へ記帳したことの通知）株式会社 昭和3年12月17日 印刷用紙・1通 い619－7－1
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町廿七神戸分左衛門殿　名古屋市西区下 （昭和3年9月15日） 封筒・1点 い619－8－0
園町4丁目8番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門




（神戸分左衛門様　神谷万徳→神戸分左衛門 （6月）18日 封筒・1点 い619・9－0
（当座決算承認状落手および担保の証文をお届け 6月18日 横切継紙・1通 い619－9・1
下されたので更に一ヵ年の定期預金とするにつ
き）　神谷万徳→神戸分左衛門









日本赤十字社書類ならびに海員抜済会書類　神戸 （明治年間） 封筒・1点 い585－0
分左衛門
海西郡宝地村神戸分左衛門殿　日本赤＋字社名古屋 （明治年間） 封筒・1点 い585・1－O
支部→神戸分左衛門
締盟状　→神戸分左衛門 （明治27年ヵ） 封筒・1点 い585・1－1－0
（神戸分左衛門を赤十字社の正社員とするにつき） 明治27年10月30日 日本赤十字社締盟状・1 い585－1・1－1
日本赤十字社総裁大勲位彰仁親王他1名→神戸分左衛 通
日本赤十字社社則 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－1・2
日本赤十字社名古屋支部細則 明治22年2月27日 印刷物・1冊 い585－1－4
日本赤十字社地方委員及支部規則、日本赤十字社 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－1－3
年野牛納付手帳
海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　海西 （明治年間） 封筒・1点 い585－3－0
郡委員部→神戸分左衛門
（讐薦灘襲爾籠噛●調顯撮員齢霜 明治27年11月5日 「愛知県海西郡役所」用ｳ・1通 い585－3－1
戸分左衛門
日本赤十字社有功章社員章条例、日本赤十字社有 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－3－2
功章社員章侃用者心得書
海西郡宝地二神二分左衛門殿　愛知県名古屋市小市 （明治年間） 封筒・1点 い585－4－0
場町4丁目203番戸日本赤十字社名古屋支部→神戸分
左衛門









神戸分左衛門殿　愛知県海西郡宝地村役場→神戸分 明治30年 封筒・1点 い586－4－0
左衛門
（本郡部委員部より通牒あるにつき通達）　宝地村 （明治年間） 「愛知県海西郡宝地村 い586・4・1－1
役場→日本抜済会員神戸分左衛門 役場」用箋・1通
（襲議珊瑚鯉轡船轟譜臆今季 明治34年9月6日 「愛知県海西郡宝地村?黶v用箋・1通 い586－4－1－2
知支部海西郡委員部→宝地村役場御中
宝地前大字神戸新田神戸分左衛門殿　海西郡委員 （明治年間） 封筒・1点 い586・12－0
部→神戸分左衛門
（赤十字社社員章・有功章の説明）　日本赤＋字社愛 （明治年間） こんにゃく版・1通 い586・12－1
知県海西郡委員部→神戸分左衛門
（日本赤十字社終身社員の資格を認定するにつき） 明治35年2月12日 印刷用紙・1通 い586－18－1
日本赤十字社長伯爵佐野常民→正社員神戸分左衛門







証（日本赤十字社醸金3円受領）　日本赤＋字社名古 明治28年2月1日 印刷用紙・1通 い586－6
屋支部→神戸分左衛門
証（日本赤十字華年響胴3円受領）　日本赤十字社名 明治29年3月30日 印刷用紙・1通 い586・11
古屋支部→神戸分左衛門
証（日本赤十字社二二金3円受領）　日本赤＋字社名 明治30年7月7日 印刷用紙・1通 い586－5
古屋支部会計主任幹事山本豊平→神戸分左衛門
領収証（日本赤十字社年醸金3円）　日本赤＋字社名 明治31年4月26日 印刷用紙・1通 い586・15
古屋支部幹事脇屋義純→神戸分左衛門
赤十字年醸金納付通知書　海西郡委員長寺内悠磨→ 明治32年5月20日 印刷用紙・1通 い586－13
神戸分左衛門




日本赤十字社海西郡社員発達比較表 明治32年 印刷物・1通 い586・2・2
領収証（金3円日本赤十字社年醸金として）　日本 明治33年1月29日 印刷用紙・1通 い586－3
赤十字社名古屋支部幹事脇屋義純→神戸分左衛門
（年醸金残額・一時出金額の回答下書）　日本赤＋字 明治33年5月12日 罫紙・1通 い586－1
社名古屋支部→海西郡委員部名古屋支部
海員抜済会（33年度年醸金額書上）　　　　　　　　　　　　　　　P （明治33年） 罫紙・1通 い586－9
証（日本赤十字社醸金3円受領）　日本赤十字社名古 明治34年2月1日 印刷用紙・1通 い586・7
屋支部→神戸分左衛門
























































拝借金抵当地所目録神戸分左衛門 明治15年3月16日 「神戸氏蔵」罫紙・1冊 い742・7
不明
潭月殿　宝珠院一札・京家主一札・越勝寺月供料受 寛延3年12月 包紙・1点 い542－O
取一通




一札（潭月と申す代々当寺旦那に紛れ無きにつき） 寛延3年12月 竪美紙・1通 い542－3
南寺町浄土宗宝珠院→犬山屋文左衛門








































乍恐奉願上候御事（本人及び体陣屋御出入願写） （天保9年ヵ）2月 竪紙・1通 い441－2犬山屋文左衛門
御目見仰渡し書付　同五月四日御代替り御目見済 文化8年4月晦日 包紙・1点 い575・0
（犬山掌文左衛門・油屋治平、年頭継目・御代替り御礼御目見えおおせ付け） 4月 横切紙・1通 い575－1
乍恐奉願上候御事（本人及び俸陣屋御出入願写） 戌2月 竪紙・1通 い441・1犬山屋文左衛門→笹岡文五右衛門
二二二二上候御事（茶入献上願）犬山屋文左衛門 10月 竪紙・1通 い448・11－1
一69一
家／一件綴など／御目見・身分引立て三
口上之覚（御目見御断りにつき）　犬山屋文左衛門 正月14日 断簡・1点 い449・14－1
→本間茂右衛門・杉山兵助・間野敬次郎・八木銀次郎
（断簡・茶入れの由緒書） 断簡・1点 い449・14－2
乍恐奉願上候御事（秘蔵の平手肩附茶入献上願） 9月 竪紙・1通 い449－15
犬山屋文左衛門
乍打上上候御事（身分引立につき）神戸文左衛門 申閏3月 竪半（ニツ綴）・1冊（封 い495・9
→地方御勘定所 紙付）
＊（御目見御状等受取につき書状）葵園 10月17日 横切紙・1通 い418・1－9
＊御勘定所御元〆役衆（名前書付） 横切紙・1通 い418－1－8




（神戸新田神戸文左衛門家内書上）神戸文左衛門 安政7年3月 竪半（ニッ綴）・1冊 い449－13
→地方御勘定所
＊（旦那様御引移等につき書状）新田久蔵・嘉四郎 2月7日 横切紙・1通 い419。10・1
→松岡三蔵
＊（神戸文左衛門神戸新田へ引越し住居許可書写） 8月 横切紙・1通 い418・1・3
＊（在郷気に入り申すにつき留守中の藩御用依頼 10月7日 横切継紙・1通 い418－10
状）葵園→橘蔵老輩
＊御きもの覚　たけ→御奥様 10月8日 横切紙・1通 い418－12
＊（書状、未開封につき内容摘記略）　たけ→お奥屋 10月8日 横切紙・1通 い418－13
＊（紅葉等尊上、風呂等積み下げ依頼につき書状） 10月10日 横切継紙・1通 い418－25
新田ニテ小七妬勘定場吉蔵
＊（井戸掘り等につき書状）新田→勘定場衆中 10月10日 横切紙・1通 い418－26
＊（留守中よろしく、今日は下る割毛見につき書 神無月10日 横切継紙・1通 い418－29
状）芸農（7代目茂元か）→橘蔵
＊覚（手付汁なべ等受取につき）新田より→吉蔵 10月 横切紙・1通 い418－18
老人





＊江戸神戸再興願一件・槙田氏贈言書翰 亥12月 包紙・1点 い465－0
＊騙劇職籍糖編興騰私儀も近来遜 横切継紙・1通 い465－1
＊（名代三富正七郎参上せずにつき書状）　（槙田） 正月 横切継紙・1通 い465－2
栄之丞→文左衛門








雪辱離離融欝蝉脱町への移住につ 明治9年8月 愛知県第七大剛用箋・1 い396－3





































































覚（神戸浄仙よりの祝儀金、書入金などの書上） （享保年間） 横切継紙・1通 い417－16－1















茶道具売渡証券　名古屋区国名町2丁目古道具商右売 明治19年4月30日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い593・14－2
渡人片野徳兵衛→神戸分左衛門
茶道具売渡シ証券　名古屋区幸名町2丁目古道具商片 明治19年4月30日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い59344－3
野徳兵衛→神戸分左衛門
証（人形など売渡代金受取につき）　名古屋区幸名 明治22年1月26日 罫紙・1通 い593・14－4
町2丁目古道具商片野徳兵衛→神戸分左衛門
明治22年2月15日 竪紙・1通 い593－14－8
〔書状〕（売渡証印紙を別用するにつき）　徳兵衛 （明治年間）5月31日 横切継紙・1通 い593－14－5
→神有年
〔書状〕（熊川様日限に運び申す儀につき） （明治年間） 横切紙・1通 い593・14－6
〔書状〕（真秋に金を渡して下さるべきにつき） （明治年間） 横切紙・1通 い593－14－7
徳兵衛→神戸











東遊雑費誌神戸吟秋 明治27年5月 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－4
京都遊歴入用記　吟秋 明治28年5月14日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－9
伊勢参宮入用帳　二水銀之助 明治29年4月5日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－1
伊勢・吉野・京都巡遊費用之記　憾寝 明治30年4月12日 横半半（ニツ綴）・1冊 い466－6
母君同道西遊費用塩出　吟秋 明治31年4月16日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－8
西遊費用之記　銀之助 明治31年5月6日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466・2
記（新家分京都遊覧費用） （明治年間） 横長半（一ツ綴）・1冊 い466－3
記（御茶料拝受につき）　伊勢山田外宮前神風館 （明治年間）4月5日 印刷用紙・1通 い466－7－3
記（御宿料領収につき）伊勢山田外宮前神風館 （明治年間）4月5日 印刷用紙・1通 い466－7－4
記（御茶料拝受につき）　伊勢二見浦清出血 （明治年間）4月6日 印刷用紙・1通 い466－7－1
記（御宿費ほか領収につき）　伊勢二見浦海水浴場 （明治年間）4月7日 印刷用紙・1通 い466－7・2
清渚亭
証（御茶料拝受につき）　伊勢古市油屋清栄門支店 （明治年間）4月7日 印刷用紙・1通 い466－7－5
記（宿泊費その他請取につき）京都三条小橋萬屋甚　兵衛→神戸 （明治年間）5月19日 横折紙・1通 い466・10－2
一73一
家／道中入用・旅行費用
覚（菓子代金受取）　郎直→神戸 （明治年間）5月20日 小切紙・1通 い466－10－4
（値札）　東山円山町平野屋 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10－1・1
（値札）美濃吉 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10・1・2
覚（領収書）相模灘 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10－3









一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届控） 文化2年3月 竪紙・1通 い444。2－18
犬山屋文右衛門→太田小左衛門・田崎吉左衛門・鈴木
多門治・村瀬八郎右衛門






















（家内名前書上）　犬山屋文左衛門 （天保4）巳年3月 横切継紙・1通 い444－2－2
一札（文左衛門ならびに妻懸り人寺請証文下書） 天保4年3月 横切継紙・1通 い444・2－3
正万寺町浄土真宗長徳寺→吟味役連名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届書下 天保4年3月 横切継紙・1通 い444・2－4
書）　犬山屋文左衛門→鈴木多門治・村瀬伊右衛門・
服部栄蔵・野村清次郎ほか5名














安政四巳年三月島（家内名前書上控）　犬山屋文左 （安政4）巳年3月 竪紙・1通 い444・2－5
衛門
一札（文左衛門ならびに母妻子寺請証文下書）正 安政4年3月 竪紙・1通 い444－2・12
万寺町浄土真宗長徳寺→佐藤六四郎・各務弥三右衛
門・碓氷重次郎・野々村平八郎・林勘之右衛門ほか4名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届下書） 安政4年3月 竪紙・1通 い444－2・13
犬山屋文左衛門→各務弥三右衛門・碓氷重次郎・野々
村平八郎・林勘之右衛門ほか4名








覚（頼母子返金分覚書） 巳5月16日 横切紙・1通 い417・22－5
文化活動
和歌
重層　神戸行政 天保6年長月 横長半（一ツ綴）・1冊 Y19
詠艸　茂元 庚子晩秋 横長半（一ツ綴）・1冊 Y18
釣玄斎雑記（詠草） 巳初冬 横長半（一ツ綴）・1冊 Y20
























覚（唐石橋二冊納品書）　藤屋伝兵衛→神戸文左衛門 2月23日 横切紙・1通 い417・18
覚（春暁帖・還家など代金等受取）　風月孫助→犬山 2月23日 横切紙・1通 い417・19
や文左衛門
＊（植春先生へ菊差上等につき書状）　芸顔農→橘 神無月10日 横切継紙・1通 い418－27
造老賢・真総三主





御手本九本　七間町まさ 寛保4年3月吉日 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z20
御手本六本　上溝間町まさ 延享2年10月7日 面諭（四ツ目綴）・1冊 Z19
御手本九本　上七間町まさ 延享2年10月吉日 竪美（四ツ目綴）・1冊 Z17
手本神戸銀之亮 明治9年4月30日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z16
手本　神戸銀之亮 明治10年7月9日 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z23
明治十年丁丑十月十六日斤暇名伊呂波　愛知県第 明治10年 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z7
六区尾張加温西郡神戸新田神戸銀之亮
御手本神戸銀之亮 明治10年 憎憎（かぶせ綴じ）・1冊 Z14
県下区名御手本　神戸銀之亮持主 明治11年5月15日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z12
千字文御手本　神戸銀之亮 明治11年9月吉日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z15
明治十一年寅十二月廿一日千字文　木挽町二丁目 明治11年 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z8
神戸銀之亮持主























退校願　五級生神世銀之亮→愛知県尋常中学校長杉岡 明治19年10月 竪紙・1通 い508－1
政久
生命保険
神戸直彦名義真宗生命保険株式会社用書類　神戸 明治28年6月 封筒・1点 い588・0
分左衛門
直彦子証書 （明治年間）5月4日 罫紙包紙・1点 い588一り一〇
証嚇醐綴暦聞分薩雛に雇用されたに 明治28年5月4日 竪紙・1通 い588－1－1
神戸直彦名義真宗生命保険会社株券記事　神戸分 明治28年4月4日 横半半（一ツ綴）・1冊 い588－2
左衛門
当市南久屋町三丁目四十九番寄留神戸直彦殿　名 （明治28年） 封筒・1点 い588－3・0
古屋市橘町真宗生命保険株式会社→神戸直彦
（真宗生命保険株式会社臨時総会への出席要請） 明治28年6月15日 印刷用紙・1通 い588－3－1
真宗生命保険株式会社→神戸直彦
（懸押鯛糞馨押脚戸蜷鶴藩罐脂 明治28年6月15日 印刷用紙・1通 い588。3－2
二百二十六番戸真宗生命保険株式会社→神部直彦
神戸分左衛門様　神戸直彦→神戸分左衛門 （明治年間） 封筒・1点 い588・4・0





（宝暦14年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 語素主膳 宝暦13年 折本（版本）・1冊 い627
（明和2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和元年 折本（版本）・1冊 い626
（明和3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和2年 折本（版本）・1冊 い628
（明和4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和3年 折本（版本）・1冊 い629
（明和5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和4年 折本（版本）・1冊 い630
（明和6年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和5年 折本（版本）・1冊 い631
（明和7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和6年 折本（版本）・1冊 い632
（明和8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和7年 折本（版本）・1冊 い633
（明和9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和8年 折本（版本）・1冊 い634
（明和10年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和9年 折本（版本）・1冊 い635
（安永3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永2年 折本（版本）・1冊 い636
（安永4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永3年 折本（版本）・1冊 い637
（安永5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永4年 折本（版本）・1冊 い638
（安永6年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永5年 折本（版本）・1冊 い639
（安永7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永6年 折本（版本）・ユ冊 い640
（安永8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永7年 折本（版本）・1冊 い641
（安永9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永8年 折本（版本）・1冊 い642
（安永9年伊勢暦） 伊勢内宮佐藤伊織 安永8年 折本（版本）・1冊 い643
（安永10年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永9年 折本（版本）・1冊 い644
（天明2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 村松左京 天明元年 折本（版本）・1冊 い645
（天明3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明2年 折本（版本）・1冊 い646
（天明4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明3年 折本（版本）・1冊 い647
（天明5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明4年 折本（版本）・1冊 い648
（天明7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明6年 折本（版本）・1冊 い649
（天明8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明7年 折本（版本）・1冊 い650
（天明9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明8年 折本（版本）・1冊 い651
（寛政2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 寛政元年 折本（版本）・1冊 い652
（寛政3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 寛政2年 折本（版本）・1冊 い653
（享和4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 享和3年 折本（版本）・1冊 い654
（文化2年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化元年 折本（版本）・1冊 い655
（文化3年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化2年 折本（版本）・1冊 い656
（文化5年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化4年 折本（版本）・1冊 い657
一78一
家／版本／伊勢暦
（文化6年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化5年 折本（版本）・1冊 い658
（文化7年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化6年 折本（版本）・1冊 い659
（文化10年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化9年 折本（版本）・1冊 い660
（文化11年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化10年 折本（版本）・1冊 い661
（文化12年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化11年 折本（版本）・1冊 い662
（文化13年伊勢暦）伊勢内宮佐藤伊織 文化12年 折本（版本）・1冊 い663
（文化14年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化13年 折本（版本）・1冊 い664
（文化14年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化13年 折本（版本）・1冊 い665
（文化15年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化14年 折本（版本）・1冊 い666
（文化15年伊勢子）伊勢内宮佐藤伊織 文化14年 折本（版本）・1冊 い667
（文政2年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政元年 折本（版本）・1冊 い668
（文政3年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政2年 折本（版本）・1冊 い669
（文政4年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政3年 折本（版本）・1冊 い671
（文政5年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政4年 折本（版本）・1冊 い670
（文政6年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政5年 折本（版本）・1冊 い672
（文政7年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政6年 折本（版本）・1冊 い673
（文政8年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政7年 折本（版本）・1冊 い674
（文政9年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政8年 折本（版本）・1冊 い675
（文政10年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政9年 折本（版本）・1冊 い676
（文政12年伊勢暦）　伊勢内宮佐藤伊織 文政11年 折本（版本）・1冊 い677
（文政13年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政12年 折本（版本）・1冊 い678
（文政13年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文政12年 折本（版本）・1冊 い679
（文政14年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文政13年 折本（版本）・1冊 い680
武鑑
享保武鑑 参 日本橋南1町目江戸書林須原茂兵衛蔵享保8年 竪半半（版本）・1冊 い685
板
享保武鑑 参 日本橋南1町目　江府書林　須原屋茂享保18年 竪半半（版本）・1冊 い692
兵衛蔵板
享保武鑑 騨 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い686
享保武鑑 壱 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い687
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い688
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い689
享保武鑑 壱 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い690
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い691
享保武鑑 騨 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い693
一79一
家／版本／武鑑
泰平万代　大成武鑑　御役人衆心之三　江戸日本 宝暦11年 竪半半（版本）・1冊 い703
碧南1町目御書物師出雲寺和泉操版
新改　安永武鑑　御役人衆巻之三　日本橋南1町目 安永2年 竪半半（版本）・1冊 い697
江府書林須原屋茂兵衛蔵板
新改　安永武鑑　御役人細巻之三　日本橋南1町目 安永6年 竪半半（版本）・1冊 い696
江府書林須原屋茂兵衛蔵板
新改　安永武鑑　御大名衆巻之一 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い694
新改　安永武鑑　御大名衆巻之二 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い695
画面　安永武鑑　御大名衆論之二 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い698
新改　安永武鑑　西御丸高湿之四 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い699
新改　安永武鑑　西御丸指巻之四 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い701
泰平万代　大成武鑑　御役人毛巻之三　江戸日本 天明2年 竪半半（版本）・1冊 い707
橋通1町目御書物師出雲寺和泉橡麺
泰平万代　大成武鑑　御役人衆巻之三　江戸日本 天明4年 竪半半（版本）・1冊 い710
橋通1町目御書物師出雲寺和泉橡版
新板改正　天明武鑑　御役人響町之三　日本橋通1 天明6年 竪半半（版本）・1冊 い716
亜目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 天明7年 竪半半（版本）・1冊 い720
丁目江府書林千二丁須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 天明8年 竪半半（版本）・1冊 い723
町目釘府書林千暖房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御大名幽幽之一 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い713
新板改正　天明武鑑　西御丸附衆巻之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い714
新板改正　天明武鑑　御大名速耳之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い715
新板改正　天明武鑑　西御丸附巻之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い717
新板改正　天明武鑑　御大名衆巻之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い718
新板改正　天明武鑑　御大名衆巻之一 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い719
新板改正　天明武鑑　御大名衆評之一　日本橋通1 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い721
町目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　西御丸贈爵之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い722
新板改正　天明武鑑　御大名衆論之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い724
新刊増補　出世雲上名鑑　坤　出雲寺和泉操 寛政3年 竪半半（版本）・1冊 い681
新板改正　寛政武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 寛政3年 竪半半（版本）・1冊 い728
町目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵板
新板改正　寛政武鑑　御大名衆巻之一 （寛政） 竪半半（版本）・1冊 い725
新板改正　寛政武鑑　西御丸附巻之四 （寛政） 竪半半（版本）・1冊 い726






泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻之四 竪半半（版本）・1冊 い704
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之一　　　　「 竪半半（版本）・1冊 い705
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之二 竪半半（版本）・1冊 い706
泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻四四 竪半半（版本）・1冊 い708
泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻之四 竪半半（版本）・1冊 い709
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之二 竪半半（版本）・1冊 い711
泰平万代 大成武鑑 御大名鞘巻之一 竪半半（版本）・1冊 い712
その他




借用申金子重事（商仕入金に入用につき）神戸分 享保8年7月11日 竪紙・1通 い497－4
七→神戸分左衛門
預り申金子之事　神戸分左衛門→永田清三郎 享保20年正月 竪切紙・1通 い497－3




神戸善友死去之節小島弥五右衛門より来状弐通、 （近世） 包紙・1点 い497・1－0
娘おその書付壱通
覚削壁罐嬬習錘諮潔鯉購 （近世）未7月 竪紙・1通（封紙付） い497。1・1
清入子その→古渡り利兵衛
（善友煩の由宗故への通知につき書状）小嶋弥五 （近世）6月14日 横折紙・1通 い497－1・2
右衛門→神戸文七
（善友死去通知の礼状）小嶋弥五右衛門→神戸文左 （近世）6月29日 横折紙・1通 い497－1・3
衛門・文七
（急用出来につき書状、末尾部分） （近世）2月15日 断簡・1点 い477－20




＊鰺悪澄により殿方様へお伺いご免願レ’等 （近世）10月29日 横切継紙・1通 い418－1－15
（神戸家所蔵品整理につき） （近世） 断簡・1通 い417－23－1
（箱寸法書） （近世） 断簡・1点 い417－23・2
普海 （近世） 付札・3点 い417。23－3




（旅先よりの便りに対し、こちらは変わることなき （近世） 横折紙・1通 い477・7
旨の返書）　めうさん→神戸分左衛門
（預方音物につき） （近世） 断簡・1点 い477。21
（返答事認めにつき書状） （近世） 横切継紙・1通 い477・23

























乍恐奉症候（近年病身につき退役願い）神戸新田 寅5月 竪紙・1通 い541・9
唯助→旦那様
乍咳唾奢監難癖謝の籍横断蠣 辰5月 竪紙・1通 い608－7－9
地主様御勘定場
乍魏魏聚鰻／唯難論欝欝齪審 亥3月 竪紙・1通 い541－15
門御陣屋
















































橿灘轟蕪隅棚観二難雛辮禦　角屋平兵衛→野方御奉行所 宝永4年2月10日 竪継紙・1通 い468・11
資材購入
請取申金子旧事（大宝御新田高木代金につき）　鵜 宝永4年4月18日 竪継紙・1通 い486・9
沼村久兵衛・同忠右衛門→神戸分左衛門



















覚（土表代受取につき）　弥次兵衛→久助 （宝永5年）2月16日 竪切紙・1通 い486－7
請取申金子之事（松葉代金3両受取につき）　吉田 宝永5年3月12日 竪切紙・1通 い486・17
村川合藤十郎→中嶋武助
売上ヶ申栗石早事　吉田村川合藤十郎→堤久助 宝永5年6月3日 竪継紙・1通 い486－1
















請取申栗石代金之事　美濃安江村伊藤利左衛門→神 宝永7年10月27日 竪紙・1通 い409－6
戸分左衛門
覚（土表代金6両受取につき）　早川弥次兵衛→堤久 2月3日 竪切紙・1通 い486－19
助











回護藤壷黙聴講壽1蒲纏縫養鞍　写）　濃州米野村源太夫、二丁野村善右衛門・与八郎 宝永5年正月19日 竪美継紙・1通 い518－2
→犬山屋分左衛門
覚（濃州日用頭共分左衛門訴の書付下書）犬山屋 （宝永5年ヵ）子12月 竪継紙・1通 い521・1
分左衛門・井筒屋平兵衛





























乍繕繋難論灘騨醗 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い511
屋分左衛門→御奉行所
縢縫聾跨難髄鞘鞭羅鞍袋 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い512
米野村源太夫ほか3名）　尾州名古屋材木町犬山屋
分左衛門→御奉行所
乍讐欝諸藩騒繕翻鞭驚罐餓書 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い521－4
分左衛門→御奉行
縢醗韓論難璽編嚢羅鑛袋 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い524
米野村源太夫ほか3名）　尾州名護屋材木町犬山屋
分左衛門→御奉行所
覚（野々垣源兵衛・源太夫・甚左衛門の来歴につき） 宝永7年2月 横切紙・1通 い525－5
尾州名護屋材木町犬山屋分左衛門
覚（野々垣源兵衛・源太夫・甚右衛門の来歴につき） （宝永7年）2月 横切紙・1通 い525－4
尾州名護屋材木町犬山屋分左衛門












宝永年写 （宝永7年置 束の付札・1点 い409－0
覚（文左衛門新田鳥運上請取）　川奉行代鈴木喜兵 宝永7年11月 横切紙・1通 い409・1
衛・横江源助→鳥屋源七
請取申井直感盃事　子宝新田平左衛門→大宝前新田 宝永7年12月17日 竪紙・1通 い409。4
只助











乍恐奉願御事（大宝前新田風難・地震のため検見願 （享保7年）寅7月 竪紙・1通 い523
い）　犬山引分左衛門→野方御奉行所

































































（名寄帳、坪ごとの面積表示のみ） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－1
（勘三郎はじめ14人名前書上） 8月26日 小切紙・1通 い464・1・1
覚（掟米増減勘定） （近世後期） 横折紙・1通 い464－5
覚（申年坪ごとの掟米書上） （近世後期） 横折紙・1通 い464－6
覚（未二二ごとの増高書上） （近世後期） 横折紙・1通 い464・7
＊覚（納米差引勘定書付） 横切継紙・1通 い418－1－38
掟米運搬
覚（大宝前新田米送り状）右（大宝前）新田唯助→犬 宝暦6年12月5日 竪切紙・1通 い445－2－16
山屋嘉兵衛
覚（大宝前新田米積送につき）右（大宝前）新田唯助 宝暦6年12月18日 竪紙・1通 い445－2－11
→犬山屋嘉兵衛







送り状之事（亀ヶ地御徳米積送りにつき）大宝前 子11月晦日 竪切紙・1通 い445・3・32
新田奥田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送高書上）　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 子12月2日 竪切紙・1通 い445－2・25
覚（米送り状）大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 子12月5日 竪切紙・1通 い445－2。17
覚（大宝前新田納米積送につき）　奥田重右衛門→ 子12月7日 竪紙・1通 い445－2－30
川合嘉兵衛
覚（大宝前新田米積送につき）　右（大宝前）新田唯助 子12月14日 竪切紙・1通 い445－2－18
→犬山屋嘉兵衛
覚（米積送りにつき）　三助→犬山屋嘉兵衛 子12月14日 竪切紙・1通 い445－2・21
覚（米積送につき）唯助→犬山屋加兵衛 子12月18日 竪切紙・1通 い445－2－10
覚（大宝前新田納米・亀ヶ地御徳米積送りにつき） 子12月26日 竪紙・1通 い445－3－28
奥田重右衛門→川合嘉兵衛




覚（大宝前新田納米・亀ヶ地御徳米積送りにつき） 丑12月20日 竪紙・1通 い445－3－26
奥田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送高書上）　神戸平吉→川合嘉兵衛 寅10月17日 竪切紙・1通 い445－1・12
覚（亀ヶ地面蔵船にて米積送につき）新田平吉→ 寅11月25日 竪切紙・1通 い445－1。11
犬山屋嘉兵衛
覚（米積送につき）　重右衛門→犬山屋嘉兵衛 寅12月6日 竪切紙・1通 い445－1－44
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 寅12月16日 竪切紙・1通 い445－1－57
衛
覚（大宝前新田納米積送につき）　奥田重右衛門→ 寅12月 竪紙・1通 い445－3－2
川合嘉兵衛
送り申米之事　奥田重右衛門→川合加兵衛 卯11月12日 竪切紙・1通 い445－1－21
送り申米之事　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月20日 竪切紙・1通 い445－1－22
覚（米積送りにつき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉 卯11月26日 竪切紙・1通 い445－3－38
兵衛
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月29日 竪切紙・1通 い445－1－24
覚（米積み送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月30日 竪切紙・1通 い445・1－31
送画面固事（餅米）奥田重：右衛門→川合嘉兵衛 卯11月 竪切紙・1通 い445・1－23
送り書之事（米積送りにつき）神戸新田庄屋綱蔵・ 卯12月10日 竪紙・1通 い448－19－2
忠兵衛→御地主様御勘定場
覚（宮市左衛門切手持参、米積送りにつき）　神戸 卯12月16日 竪紙・1通 い448－19－5
新田庄屋山鹿→御地面様御勘定場
（米積送りにつき書状）　神戸新田庄屋綱蔵・同組頭　忠兵衛→御地二様御勘定場 卯12月 竪紙・1通 い448・19－1
一91一
大宝前（神戸）新田／掟米徴収／掟米運搬
送り書之事（納米など積送りにつき）　神戸新田庄 卯12月 竪紙・1通 い448－19・4
屋綱蔵→御地主様御勘定場
送り書之事（納米）　新田庄屋忠兵衛→御地主様御勘 辰正月17日 竪紙・1通 い449－4－1
丁場
送り書小事（米積送りにつき）神戸新田庄屋忠兵衛 辰正月 竪紙・1通 い448－19－3
→御地主様御三立場





覚（大宝前新田米積送につき）　奥田重右衛門→川合 辰12月12日 竪切紙・1通 い445・3・1
嘉兵衛
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳正月13日 竪切紙・1通 い445－1－47
覚（小麦積送につき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳5月25日 竪紙・1通 い445－2・2
覚（米等積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳10月13日 竪紙・1通 い445－1－39
覚（米積送りにつき）　重右衛門→川合嘉兵衛 巳11月15日 竪切紙・1通 い445－1－40
覚（納米積送につき）　奥田重右衛門→川合加兵衛 巳12月26日 竪切紙・1通 い445－1－37
覚（鮫ヶ地勘助米積送につき）重右衛門→川合加兵 巳12月26日 竪切紙・1通 い445－1・38
衛
覚（米積送につき）　奥田重右衛門→犬山屋嘉兵衛 巳12月 竪切紙・1通 い445－1－32
覚（大宝前新田米積送につき）奥田重右衛門→川合 午正月19日 竪切紙・1通 い445・1－10
嘉兵衛
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 午11月晦日 竪紙・1通 い445－1－8
衛
覚（大宝前新田亀ヶ地船にて米積送分書上）奥田 午12月13日 竪紙・1通 い445－1－2
重右衛門→川合嘉兵衛
送り状之事（米積送につき）大宝前新田平吉→川合 未2月朔日 竪切紙・1通 い445－1－34
嘉兵衛
送り副乳之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 未9月23日 竪切紙・1通 い445・3－35
送り申納米之事　大宝下新田唯助→犬山屋嘉兵衛 未11月6日 竪切紙・1通 い445－3・36
米送り状之事　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 未11月14日 竪切紙・1通 い445・3－34
覚（御蔵米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵 未11月24日 竪紙・1通 い445－3－27
衛
吉凶納米幹事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月7日 竪切紙・1通 い445・3・6
回申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月14日 竪切紙・1通 い445・3・7
送申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月16日 竪切紙・1通 い445－3。9
泣言納米当事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申11月14日 竪切紙・1通 い445・3。10
回申納米之事　大宝前新田三助→犬山屋嘉兵衛 申11月15日 竪切紙・1通 い445・3－8
送申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申11月21日 竪切紙・1通 い445・3・12
一92一
大宝前（神戸）新田／掟米徴収／掟米運搬
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月4日 竪切紙・1通 い445－1－50
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月14日 竪切紙・1通 い445・1・42
送り申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申12月15日 竪切紙・1通 い445－3－14
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月20日 竪紙・1通 い445・1・25
覚（竹田平蔵加地子米・新田米積送りにつき）　奥 申閏12月2日 竪切紙・1通 い445－1－41
田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 酉10月23日 竪紙・1通 い445－2・22
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合喜兵衛 酉11月19日 竪紙・1通 い445－2－20
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 酉11月29日 竪切紙・1通 い445・2－4
覚（米送り状）重右衛門→川合嘉兵衛 酉12月1日 竪紙・1通 い445・2・23
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 酉12月14日 竪紙・1通 い445－2－13
衛
覚（大宝前世田島積送につき）奥田重右衛門→河合 酉12月21日 竪紙・1通 い445・2・12
嘉兵衛
送り申納米之事　大宝前新田庄屋白上→犬山屋嘉兵 戌12月25日 竪切紙・1通 い445－3－22
衛
送り申納米之事（鍋蓋新田二合にて）　大宝前新田 戌12月26日 竪切紙・1通 い445－3－21
唯助→犬山屋嘉兵衛
送り申納米之事　大宝前新田庄屋丁丁→犬山屋嘉兵 戌12月26日 竪切紙・1通 い445。3・23
衛
覚（麦積送分書上）重右衛門→川合嘉兵衛 7月3日 竪紙・1通 い445・1－1
覚（さやぬか積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉 9月13日 竪紙・1通 い445－3－30
兵衛
（米積送りにつき書状）小川唯助→川合嘉兵衛 12月2日 竪紙・1通 い445－2－15
＊（作徳米積送嵐にて船不着につき書状）　新田綱 12月9日 横切継紙・1通 い418・1・40
蔵→御苗吉蔵
覚（米積送につき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 12月19日 竪紙・1通 い445・1・28
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合喜兵衛 12月23日 竪切紙・1通 い445－2－19
＊送状即事（納米差送状）新田ニテ久蔵→神戸勘定 横切紙・1通 い419－5－3
場衆中
＊覚（納米請取につき）　神戸支配方→庄や衆中 12月1日 横切紙・1通 い419－44・7
経営費用
入用金授受
覚（古金銀・文金元利勘定書付） （元文年間） 横切継紙・1通 い415－11
覚（元金・利金・返納分・借用残額など算用書上） 安政2年12月 横切継紙・1通 い608－7－3
新田忠右衛門→御地主持御回開場
万年分渡金（中堤町薄網代・川運上など）　只助→ 午12月 横切紙・1通 い739－1
源蔵





（十一月分入用内金書上）新田忠右衛門→御地主 子11月4日 横切紙・1通 い412－8
様御勘定場
（堤銀上納引当内金・十二月分引当内金等書上） 子11月27日 横切継紙・1通 い412－10
新田庄屋忠右衛門→御地主様御勘定場
（伝馬銀上納引当・六月分入用引当内金書上） 寅6月 横切紙・1通 い412－3
新田忠右衛門→御地主様勘定場
（夏勘定引当・七月分入用等書上）新田忠右衛門 寅7月 横切紙・1通 い412・5
→御地主様勘定場
覚（七月分入用引当内金書付）　新田忠右衛門→ 申8月23日 横切継紙・1通 い419・36
地頭所勘定場




神戸新田下用月々帳面入、井書付類不残入ル 安政6年3月 袋1点 い418－O
覚（世代・作料等受取）竹田大工清吉→神戸新田庄 4月29日 横切紙・1通 い418－1－1
屋
覚（運上受取）知多屋与七→神戸 申2月29日 横切紙・1通 い418－1－2






＊（御目見御状等受取につき書状）葵園 10月17日 横切紙・1通 い418。1－9
（井戸屋二人帰るにつき瓢一つ継ぎ遣わし等につ 10月6日 横切紙・1通 い418－1－10
き書状）新田ニテ嘉一郎→神戸勘定二二蔵
＊（加紋散引札写）　売払取次所、常盤橋内添地掛川屋 （近世） 竪紙・1通 い418－1－11
伝五郎・西丸下越前屋三右衛門
覚（古釜等覚書） 横折紙・1通 い418－1・12












口上（かくり之義につき）　京右衛門→吉蔵 （近世）神無月19日 横切継紙・1通 い418－1・18
覚（金銭覚書）　→神戸 2月29日 横切紙・1通 い418－1－19













覚（杉代等書上）杉屋忠左衛門→神戸新田小川三助 10月7日 横切継紙・1通 い418・1－29
覚（杉二等領収書）　杉屋忠左衛門→神戸新田小川只 9月晦日 横切継紙・1通 い418－1－30
助
（松村様・御隠居様などへ進上品等につき書状） 9月28日 横切継紙・1通 い418－1－31
新田より半助→松岡橘蔵
（檜・杉材木注文状） 9月28日 横切継紙・1通 い418・1・32











覚（捨石代金受取覚） 4月12日 横折切紙・1通 い418－1－40
＊（作徳米積送嵐にて船不着につき書状）　新田綱 12月9日 横切継紙・1通 い418・1・41
蔵→御壷吉蔵
（封筒）　新田→勘定場吉蔵 封筒・1点 い418－1－42
覚（陣屋蝋燭代請取覚）　宮崎十兵衛→神戸新田御庄 未3月26日 横折紙・1通 い嗣8。1－43
屋衆中
覚（中堤入用等引当金覚） 横切紙・1通 い418－1－44




覚（ろうそく代等領収書）　八百屋常七→神戸新田御 10月26日 横切継紙・1通 い418－2
庄屋
覚（銀子受取覚）徳十郎・喜太郎→神戸新田会所 未7月 横切紙・1通 い418－3・1
覚（銀子受取覚）　佐藤庄兵衛→かんど之かい正（会 未11月 横切継紙・1通 い418－3－2
所）
覚（代金受取覚）鍛冶屋卯助→神戸会所 3月19日 横切継紙・1通 い418－3・3
覚（家作手間賃受取覚）　□□大工庄七→神戸新田会 3月29日 横切紙・1通 い418－3・4
所
（金銭受取状）平嶋庄右衛門・治郎平→神戸新田如正 亥9月4日 横切紙・1通 い418－3－5
覚（面向書上）平野屋七兵衛→神戸 10月2日 横切継紙・1通 い418－4－1
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→小川只助 9月11日 横切継紙・1通 い418－4－2
覚（材木代受取）　忠左衛門→小川只助 10月16日 横切継紙・1通 い418－4－3
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→神戸新田小川只助 10月7日 横切継紙・1通 い418－4－4
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→神戸新田御会所 10月6日 横切継紙・1通 い418－4－5
覚（杉代置書上）徳十郎→神戸新田御会所 10月21日 横切継紙・1通 い418－4－6
覚（人足給金書上）　大工庄七→神戸新田御会所 竪切紙・1通 い418－4・7
回目杉代等書上）杉屋忠左衛門→上 9月□日 横切紙・1通 い418・4・8
覚（材木代等書上）　羽柴屋源七→神戸様御新田御入 10月27日 横切継紙・1通 い418－4・9
用
覚（油代勘定書付）　子宝甚七→神戸会所 10月26日 横切継紙・1通 い418－5
覚（油代覚書）竹助 9月27日 横切紙・1通 い418・6
（断簡） こより・1点 い418－7
おぼへ（木綿取寄せ等につき頼状）新田より→吉 10月7日 横切継紙11通 い418－8
蔵老人
＊（在郷気に入り申すにつき留守中の藩御用依頼 10月7日 横切継紙・1通 い418－9
状）葵園→橘蔵老輩
＊（封筒）　新田→勘定場吉蔵 封筒・1点 い418－10
＊暖きもの覚　たけ→御奥様 10月8日 横切紙・1通 い418－11
＊（書状、未開封につき内容摘記略）　たけ→お奥屋 10月8日 横切紙・1通 い418－12
覚（中貫等差上につき）　徳十郎→神戸新田庄屋衆中 10月8日 横切紙・1通 い418－13・1
覚（人足代差引勘定につき）　庄屋→神戸忠右衛門 10月29日 横切紙・1通 い418－13・2
覚（代金請取覚）　茶や甚四郎→神戸会所中 10月5日 横切紙・1通 い418－13－3
おぼへ（つち代等書上） 横切紙・1通 い418－13－4
覚（かふら代等書上） 横切紙・1通 い418－13・5
覚（代金受取覚）　湊屋利蔵→神戸御会所 10月16日 横切紙・1通 い418－13・6
覚（津出賃勘定につき）　さし利→上 10月16日 横切紙・1通 い418－13－7
一96一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用帳結付け書付袋
覚（新酒代勘定済みにつき）　酒屋孫七→上 10月17日 横切紙・1通 い418・13－8
覚（新酒代勘定済みにつき）　酒屋孫七→上 10月15日 横切紙・1通 い418－13－9
おぼへ（す・しお代受取覚）みおや兵七→神戸文左 9月27日 横切紙・1通 い418－13－10
衛門
覚（品代請取覚）濃屋兵七→かん戸新田御会所 9月27日 横切紙・1通 い418・13。11
覚（代金請取覚）湊屋利吉→神戸会所 10月7日 横切紙・1通 い418・13－12
覚（すみ代受取覚）　忠二郎→神戸御漏文左衛門 10月7日 横切紙・1通 い418・13－13
覚（代金受取覚）　笹屋利吉→上 9月晦日 横切紙・1通 い418－13－14
覚（代金受取覚）か右衛門円助→上 未9月晦日 横切紙・1通 い418・13・15
おほへ（やき塩代等受取覚）笹り→上 9月27日 横切紙・1通 い418－13。16
覚（人足代等覚書）　たくみや増蔵→忠右衛門 10月20日 横切紙・1通 い418・13－17
覚（家作手間賃請取）大工庄七→神戸御会所 横切紙・1通 い418－13－18
覚（とひん門下覚書）甚四郎→上 横切紙・1通 い418－13・19
覚（酒代受取につき）　カメ川口屋→神戸新田御会所 未10月20日 横切継紙・1通 い418－13－20
覚（品代覚書）正木長左衛門→会所 未 横切紙・1通 い418－13－21
覚（米代請取覚）　米屋藤四郎→会所 未10月 横切紙・1通 い418－13－22
覚（板代等受取につき）三杉回状助→御会所庄屋衆 10月21日 横切紙・1通 い418－13－23




＊覚（手付汁なべ等受取につき）新田より→吉蔵 10月 横切紙・1通 い418－17
老人
覚（町代受取覚）材忠→神戸新田綱蔵 11月13日 横切紙・1通 い418－18
おぼへ（小検見の節上酒代書付）小川屋泰治→神 霜月11日 横切紙・1通 い418・19
戸御庄屋
（歴代覚書）鵜飼 横切紙・1通 い418・20
覚（歴代受取覚）　湊屋理吉→神戸御会所 11月10日 横切紙・1通 い418－21
覚（酒代受取覚）　湊屋利へえ→神戸庄屋 横切紙・1通 い418－22
覚（代金請取覚）　ふしゃ栄助→神戸新田庄屋衆中 未2月14日 横切紙・1通 い418－23
＊（紅葉画虎上、風呂等積み下げ依頼につき書状） 10月10日 横切継紙・1通 い418－24
新田ニテ小七→勘定場吉蔵
＊（井戸掘り等につき書状）新田→勘定場衆中 10月10日 横切紙・1通 い418・25
＊（植春先生へ菊差上等につき書状）　芸嘉島→橘 神無月10日 横切継紙・1通 い418－26
造老賢・真死軒割
おぼへ（三嶋とつくり等受取覚書）新田→吉蔵老 10月10日 横切継紙・1通 い418・27
人




＊覚（貫穿受取覚書）　うおや弥九郎 12月 横切紙・1通 い418－29
（神戸新田での生活ぶり等につき書状）　京（7代目 神無月10日 横切紙・1通 い418－30
屈睦夫人）→吉蔵老人
新田下用月々帳面入　神戸支配方 万延元年3月 袋・1点 い419－0
覚（村方頭分借用米書付） 横切紙・1通 い419－1
覚（用向金子請取）桧忠→神戸 正月6日 横切紙・1通 い419－2
覚（大半紙・はん茶など注文書） 横切紙・1通 い419・3
（人名覚書） 横切紙・1通 い419－4








新田行覚（古目板・のし等吉五郎船に積み送る） 6月21日 横切紙・1通 い4霊9－8
覚（材木書上）神戸支配方 申2月 横切継紙・1通 い419－9
＊（旦那様御引移等につき書状）　新田久蔵・嘉四郎 2月7日 横切紙・1通 い419－10－1
→松岡橘蔵
覚（男憎平田輸送願）　新田久蔵→勘定衆中 2月7日 横切紙・1通 い419－10－2
覚（ねりやふかん輸送願） 横切継紙・1通 い419－10－3
覚（神酒つぼ輸送願）　本宅 2月6日 横切継紙・1通 い419－10－4
覚（酒代など覚書）　かめ要吉→神戸新田御会所 竪切紙・1通 い419－11
（神戸新田立枯竹代受取につき）佐屋陣屋 申11月 小切紙・1通 い419－12
（年貢金受取覚）　佐屋陣屋 申12月 小切紙・1通 い419。13
覚（金銭覚書）　川尻→神　忠右衛門 申3月16日 横切紙・1通 い419－14
覚（飯櫃代金請取）　□めしや勝蔵→神戸春五郎 申極月 横切紙・1通 い419－15
（立合用水入用銀請求につき書状）　宮崎＋郎治→ 26日 横切継紙・1通 い419－16
早川忠右衛門
覚（酒代請取覚）　京関屋新四郎→上 酉ll月 横切継紙・1通 い419－17
覚（金子勘定書）　長尾屋又左衛門→彦吉 （近世）申年12月 横切継紙・1通 い419・18
井組割覚 竪紙・1通 い419－19
覚（代金書上）　古や庄治郎（名古屋野守寺町）→上 正月5日 横切紙・1通 い419・20
覚（酒代受取覚）佐屋山田屋重兵衛→上 酉正月7日 竪切紙1通 い419・21




物（札木代請取覚）　笹屋利吉→上 12月21日 横切紙・1通 い419．23’
（神戸新田高割り負担金書付） 竪切紙・1通 い419・24
「石盛両方」 こより・1点 い419－25




（積み送り品物請取などにつき書状）新田　久蔵 5月26日 横切継紙・1通 い419－30
→名古屋　橘蔵
覚（旦那様単物等差送り品々書付）　→神戸勘定；場 6月25日 横切継紙・1通 い419・31
御支配衆中
＊（旦那様御帰り、飛島海用留などの儀につき書 6月25日 横切継紙・1通 い419－32
状）新田町テ久蔵→勘定場吉蔵
覚（渋紙・風呂敷等送り状）新田ニテ久蔵→神戸勘 正月6日 横切継紙・1通 い419・33
定場衆中
覚（井筒等代金書付）桶屋庄七→神戸 6月9日 横切紙・1通 い419－34
覚（南座敷入ロ門倒れにつき檜送付依頼書）　新田 6月10日 横切紙・1通 い419－35
→名古屋勘定場






覚（味噌など輸送依頼）新田ニテ久蔵→神戸勘定場 6月10日 横切継紙・1通 い419－39
衆中
覚（雨戸など注文依頼）　新田会所より→御地主様御 6月14日 竪紙・1通 い419－40
勘定場
覚（平之郷用水入用引当内金などの書付）新田忠 申12月 横切継紙・1通 い419－41
左衛門→御地己様御勘定場
覚（平島用水入用引当金請取につき）新田忠蔵→ 申12月 横切紙・1通 い419－42
御地立様御勘定場
覚矧購群鵯裂講三主繍騒大風雨 申12月 横切紙・1通 い419－43
（米半俵遣わす件などにつき書状）　新田ニテ久蔵 霜月11日 横切継紙・1通 い419－44－1
→松岡野馬
（田面深溜りなどの件につき書状）　新田庄屋忠右 6月5日 横切継紙・1通 い419・44・2
衛門→御勘定場御月面蔵
口演（品代覚書）　山下屋甚九朗→神戸新田行 6月11日 横切継紙・1通 い419－44－3
（年貢積送り残り分取入れまで借用願いつき書状） 5月22日 竪紙・1通 い419－44・4
新田忠右衛門→御勘定場御苗橘蔵
覚（駕籠代等覚書）　河内屋利助→神戸 6月3日 横切継紙・1通 い419－44・5
一99一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用帳結付け書付袋
（貸与帳面返却、堤普請の義などにつき書状）　忠 8月16日 横切継紙・1通 い419・44－6
右衛門→御苗橘蔵
＊覚（納米請取につき）　神戸支配方→庄や衆中 12月1日 横切紙・1通 い419－44－7




＊覚（代金請取覚）　山下屋甚九郎→神戸様新田請 （近世）閏3月1日 横切紙・1通 い419－44－11
取
（旦那様家族への挨拶、御年貢1石門十月まで借用 5月17日 横切継紙・1通 い419－44。12
願につき書状）新田忠右衛門→御勘定場御苗橘蔵
口演（諸色頂戴催促につき追啓） 横切紙・1通 い419－44－13
送り書面事（蔵の瓦など送状）新田忠右衛門→御地 4月3日 竪紙・1通 い419・44－14
主当主勘定場
（北堤帳面吟味につき書状）新田久蔵→勘定場橘蔵 正月9日 横切継紙・1通 い419－44－15
覚（借用金等差引勘定書付）新田金七→勘定場吉蔵 申12月25日 横切紙・1通 い419・44－16
覚（人足代書付） 横切紙・1通 い419－44－17
覚（せんまい代等差引勘定書付） 横切継紙・1通 い419－44－18
覚（見積書）　かにへ三木甚→神戸金兵衛 正月6日 横切紙・1通 い419－44－19
覚（入用金書付）　新田忠右衛門→御地主様御勘定場 7月1日 横切紙・1通 い419－44－20
覚（時計箱など送り状）新田ニテ久蔵→神戸御勘定 8月24日 横切紙・1通 い419－44－21
場衆中
諸入用書付袋











覚（大宝前新田米高書上）　久左衛門 11月20日 竪切紙・1通 い398・1－7
指出シ申一札之事（奉公人又助来申年分給金請取 正徳5年11月6日 竪切紙・1通 い398－1－8
につき）　ふく村請人勘右衛門
覚（代金請取につき）吉助 横切紙・1通 い398－1－9




覚（品物書上）　吉助→大宝前新田小河唯助 9月17日 竪切紙・1通 い398・1・12




覚（あふら代等請取につき） 9月 横切紙・1通 い398－1－15
覚（代金請取につき）大のや権兵衛→忠八郎 9月9日 横切紙・1通 い398・1・16
覚（麦代請取につき）喜兵衛→義右衛門 7月20日 竪切紙・1通 い398・1－17
覚（金子請取につき）　庄兵衛→半右衛門 7月12日 竪切紙・1通 い398－1・18
覚（麦代請取につき）　喜右衛門→義血衛門 （正徳5年）未6月29日横切紙・1通 い398・1－19
覚（儀右衛門茶代等支払につき） 8月18日 横切紙・1通 い398－1－20
覚（魚油代請取につき）　油や利兵衛→忠八 （正徳5年）未8月7日 横切継紙・1通 い398－1。21
覚（檜ふき板代請取につき）　犬山屋小市→大宝前新 （正徳5年）未8月7日 竪紙・1通 い398・1－22
田唯助
覚（耕作物請取につき）犬山屋小市→大宝前新田唯 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398－1－23
助
覚（代金請取につき）　山形屋庄兵衛→小川唯助 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398。1－24
覚（竹野請取につき）　しほや弥兵衛→桑町方庄兵衛 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398・1－25
覚（塩二等請取につき）　山形や庄兵衛→小川唯助 （正徳5年）未8月7日 竪紙・1通 い398－1－26
覚（うなき代請取につき）舟入又三郎→忠八郎 （正徳5年）未8月10日横切紙・1通 い398－1－27
覚（酒代請取につき）　鳥ヶ地茂右衛門 7月13日 竪切紙・1通 い398－1－28
覚（麦代金請取につき）　金兵衛→大たから儀右衛門 6月29日 横切紙・1通 い398－1・29
覚（船賃等受取につき）舟方才兵衛→小川唯助 （正徳5年）未6月12日竪紙・1通 い398－1－30
覚（米代受取につき）　吉左衛門→又助 6月26日 横切紙・1通 い398－1－31
覚（金子受取につき）　才木や吉助→唯助 6月26日 竪切紙・1通 い398－1－32
覚（まき大束受取につき）　舟方才兵衛→かめかち村 未6月13日 横切紙・1通 い398－1・33
徳左衛門
覚（品物請取につき）　かちや兵左衛門→自助 未6月11日 竪切紙・1通 い398－1－34
覚（きぬいと代等受取につき）　山形や庄兵衛→小川 6月ll日 横切紙・1通 い398－1－35
唯助
覚（品代受取につき）　小市→庄兵衛 5月12日 竪紙・1通 い398・1－36
覚（庄兵衛へ品物相渡の依頼）よした大左衛門→唯 未5月12日 横切紙・1通 い398－1－37
助
覚（代金請取覚）　吉左衛門→神戸新田藤助 未5月14日 横切紙・1通 い398－1－38
覚（代金請取覚）　と田町町歩→伊八郎 5月17日 横切紙・1通 い398－1－39
送り覚（虫送り覚）　犬山や半右衛門→小川亮助 5月27日 竪紙・1通 い398－1－40
（受取覚）伊右衛門→忠八 5月ll日 （前幅）・1通 い398・1－41
覚（二代覚書）庄兵へ→忠八 5月27日 横切紙1通 い398－1・42
一101一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用書付袋
覚（金銭覚書）庄兵へ→半右衛門 5月27日 横切紙・1通 い398－1－43
覚（塩受渡覚）　しほや弥兵へ 5月7日 横切紙・1通 い398－1－44
覚（上油代請取覚）　油屋理兵衛→久八郎 未5月7日 横切紙・1通 い398－1－45
覚（生飯代請取覚）新八→久八郎 5月3日 竪紙・1通 い398・1－46
覚（釘代請取覚）金＋郎→細面 4月27日 竪切紙・1通 い398－1－47
覚（代金請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 未4月18日 竪継紙・1通 い398－1－48
覚（重代覚書）　三河や長左衛門→山崎や庄兵衛 4月18日 横切紙・1通 い398・1－49
覚（金子請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 4月18日 竪紙・1通 い398－1－50
覚（わり木代・船賃等請求覚）　舟方才兵衛→小川唯 未4月14日 竪紙・1通 い398・1・51
助
覚（生飯代請取覚）大のや権兵衛→円助 4月18日 竪切紙・1通 い398・1－52
覚（魚代金受取につき）　舟入又三郎→神戸新田只助 未4月11日 竪紙・1通 い398・1－53
覚（品代書上）　才木や吉助→小川唯助 4月ll日 横切紙・1通 い398－1－54
覚（金子請取覚）　才木や吉助→前新田小河唯助 未4月7日 横切紙・1通 い398・1・55
覚（金子書上）　才木や吉助→前新田小河唯助 未4月6日 横切紙・1通 い398－1－56
覚（金子請取覚）　津嶋塩方義右衛門→大高村儀右衛 横切紙・1通 い398－1－57
門
覚（三等代金請取につき）　かち久四郎→儀右衛門 未3月24日 竪紙・1通 い398－1－58
覚（まきなわ三等請取覚）　才木や吉助→前新田小川 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－59
唯助
覚（金子書上）　吉助→小川唯助 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－60
覚（代金請取覚）　吉左衛門→又助 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－61
覚（金銭丁丁）　舟入忠助→唯助 3月12日 竪切紙・1通 い398－1・62
覚（金子借用につき）　かにへ孫七→唯助 3月12日 横切紙・1通 い398。1・63
覚（金子相済につき）　吉助→小河唯助 未3月10日 横切継紙・1通 い398。1。64
覚（諸事代金覚書）　金＋郎→本西文助 3月10日 横切継紙・1通 い398－1－65
覚（金子相済につき）　吉助→小河唯助 3月6日 横切紙・1通 い398－1－66
覚（釘代受取覚）　才木や吉助→利助 3月4日 横切継紙・1通 い398－1－67
覚（品代覚）　吉助→儀右衛門 3月2日 横切継紙・1通 い398－1－68
覚（代金受取覚）才木や吉助→唯助 2月6日 横切紙・1通 い398・1・69
覚（代金受取覚）　吉助→小河唯助 2月24日 横切紙・1通 い398・1－70
覚（酒代受取覚）　舟入丁ミそや庄次郎→久八 2月28日 横切紙・1通 い398・1－71
覚（品代受取覚）　吉助→小河唯助 2月24日 横切紙・1通 い398・1－72
覚（灯油代受取覚）　名古屋舟入町村瀬長左衛門→忠 2月28日 横切継紙・1通 い398・1・73
八
覚（金銭請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 未正月29日 竪継紙・1通 い398。1・74
一102一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用書付袋
送り状（大豆等受取依頼）　中島半右衛門→大宝前新 正月29日 横切継紙・1通 い398・1。75
田小川三助
覚（金銭覚書）庄兵衛 29日 横切紙・1通 い398－1・76
覚（金銭支払覚）　半右衛門→唯助 正月29日 横切紙・1通 い398－1－77
覚綴認雅裂鑛翻亀聴納雛織響 未正月29日 横切紙・1通 い398－1－78
問屋衆中
覚（かしわり木の船賃支払い依頼）　加戸才兵衛→ 未正月29日 竪紙・1通 い398・1・79
小川唯助
覚（銭両替計算書）吉助→唯助 未正月29日 横切紙・1通 い398・1・80
覚（銭両替計算書）　吉左衛門→又助 未3月27日 横切紙・1通 い398－1－81
一台長岱磁歪難治請醒鋤井面米諏一 袋・1点 い578－0










覚（うなぎなど代金請取につき）　舟入又三郎→宝 正月6日 竪切紙・1通 い578・3・1
新田
覚（代金請取につき）　打物問勘兵衛 申正月24日 小切紙・1通 い578－3－2
覚（釘代請取につき）　萱津や伊右衛門→山形屋庄兵 2月11日 竪継紙・1通 い578・3－3
衛











覚（生坂など代銭相渡につき）　彦兵衛→唯識 卯月11日 竪切紙・1通 い578－3－9
覚（もみの幽幽・重量書付）　小間物屋一郎兵衛→半 5月24日 小切紙・1通 い578－3－10
右衛門
覚（浅黄半巾三尺など代金請取につき）庄三→半 5月3日 横切継紙・1通 い578－3－11
右衛門
覚（生坂代金請取につき）みのや七蔵→忠八郎 5月24日 小切紙・1通 い578－3－12
一103一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用書付袋
覚（うなぎ代金書付）　舟入といや又三郎→かんと新 5月25日 竪切紙・1通 い578－3－13
田沼助
覚（麦代金書付）　問屋角重郎→半右衛門 6月2日 竪継紙・1通 い578・3－14






覚（酒代遣わさるべきにつき）大こく屋善蔵→亦助 7月朔日 小切紙・1通 い578－3－18
覚（ちやうちん代など相即につき）□□義右衛門 7月1日 小切紙・1通 い578・3・19
覚（代金請取につき）亀屋庄兵衛→弥助 申7月9日 横切継紙・1通 い578・3・20
覚（銭請取下さるべきにつき）山形や庄兵衛→唯助 8月4日 竪切紙・1通 い578・3・21
覚（茶袋・小とをしなど代金書付） 8月4日 横切紙・1通 い578－3・22
覚（大ほこなど代金書付）　諸町木部屋茂左衛門 8月22日 小切紙・1通 い578－3－23
覚（魚油代金請取につき）　あふらや利兵衛→犬山や 申9月13日 小切紙・1通 い578－3－24
久八郎
覚（生坂代金請取につき）　みのや七蔵→犬山屋久八 9月13日 小切紙・1通 い578－3・25
郎
覚（金1両代々書付）　中野や新八→忠八郎 9月14日 小切紙・1通 い578・3－26
覚（こうち代金書付）弥次兵衛→妙之請 9月18日 竪切紙・1通 い578－3－27
覚（塩・魚油・ひしゃくなど代金書付）小市→唯助 9月14日 竪継紙・1通 い578・3・28
覚（上油代金書付）油や理兵衛→分左衛門 申10月朔日 小切紙・1通 い578・3－29
送状之事（茶などお請取なさるべきにつき）本山 10月27日 竪紙・1通 い578・3－30
や庄八→小川唯助
覚（大宝前新田の米代金書付）　久左衛門 11月13日 竪切紙・1通 い578－3－31
覚（子宝一六殿分米高より井野米など差引勘定書 横切紙・1通 い578－3－32
付）




覚（油代請取につき）　油や理兵衛→神戸文左衛門 申12月13日 小切紙・1通 い578－3－35
覚（24本請取につき）　みその町金左衛門→茄や平兵10月24日 小切紙・1通 い578－3－36
衛
覚（表8枚など代金書付）表屋左兵衛→庄兵衛 10月23日 小切紙・1通 い578－3－37
（釘など代金書付）　山形や庄兵衛→唯助 10月25日 横切継紙・1通 い578－3－38
覚（畳代金書付）　畳屋小右衛門→孫左衛門 10月27日 竪継紙・1通 い578・3・39．
覚（代金書付）　かじゃ庄六（名古屋伝馬町四丁目）→ 申10月22日 竪継紙・1通 い578－3－40
うら町孫左衛門




覚（金銭受取につき）　→孫左衛門 申11月8日 竪継紙・1通 い578－3－42
覚（たひ代金請取につき）丸や与兵衛→半右衛門 11月22日 横切紙・1通 い578－3－43
（銭554文請取につき）　惣兵衛→唯助 11月11日 小切紙・1通 い578・3・44
覚（生坂代金請取につき）勘助→かん戸新田忠八郎 ll月11日 竪紙・1通 い578－3－45
覚（なも丁3本など代金請取につき）　舟入間や又三 極月14日 竪継紙・1通 い578－3・46
郎→神戸只介
覚（墨代金請取につき）浅右衛門→唯助 申極月 小切紙・1通 い578－3－47
覚（鮭など代金書付）舟入八左衛門→神戸御新田唯 申極月 竪継紙・1通 い578－3－48
助
覚（板代金書付）勘四郎→小河唯助 申12月23日 横切継紙・1通 い578－3・49
覚（炭・塩など代金書付）　山形や庄兵衛→小川唯助 申12月25日 竪継紙・1通 い578－3・50
覚（上もとゆい代金など書付）　清左衛門 12月27日 横切紙・1通 い578－3・51
覚（田作・えひなど代金請取につき）久田や平四郎 12月27日 竪継紙・1通 い578－3・52
覚（諸白など渡すにつき）　萱津や清七→犬山二半右 申12月25日 竪切紙・1通 い578・3・53
衛門
請取申井領二二　子宝新田平左衛門→大宝前新田唯 享保元年11月13日 竪切紙・1通 い578－4・1
助
覚（大宝新田小作6人分御年貢お請取なさるべきに 申12月25日 横切継紙・1通 い578－4・2
つき）　大宝新田孫八郎→前新田三助
申之年井領野之覚　大宝新田庄屋→犬山屋文左衛門 申12月 横切継紙・1通 い578－4－3
覚（井領米請取につき）　鳥ヶ地村才兵衛→大宝三新 申12月14日 竪継紙・1通 い578－4－4
田只助
請取申野方御年貢米之事　佐次兵衛、平蔵→分左衛 申12月 横切継紙・1通 い578－5－1
門
覚（大宝前新田入用など請取につき）平蔵→唯助 申12月 小切紙・1通 い578－5・2
覚（御蔵入米代金半右衛門へ払うにつき） 申12月 小切紙・1通 い578－5－3
御蔵入米諸入用（水上ヶ賃・かますなど代金書付） 申11月 横切紙・1通 い578－5－4
儀右衛門
覚（野方御年貢米御蔵入手形壱通請取申につき） 申12月8日 小切紙・1通 い578－5・5
平蔵→唯助
覚感謝霧）射映惚面欝照旦 申12月 横切継紙・1通 い578－5・6
分左衛門
新杁之覚（杁の長さ・釘かすがい代書付）　大工分 正月18日 竪紙・1通 い578・6－1
六
覚（南北杁の手間賃など受取につき）　大工分六→ 申5月24日 竪継紙・1通 い578－6・2
唯助
木挽覚（木挽の代金・名前書付） 申3月 竪切紙・1通 い578－6－3
覚（釘など代金受取につき）　かちや兵左衛門→小川 申9月27日 竪継紙・1通 い578－6・4
唯助
覚（釘代金受取につき）　金十郎→唯助 6月2日 横切継紙・1通 い578・6－5
一105一
大宝前（神戸）新田／経営費用／諸入用書付袋
土俵ならびに帳代（部数・縄代金・人名書付） 申3月 竪継紙・1通 い578・6－6
名古屋小買物（こうしみそ・杁大工道具・水こんに 申3月 竪継紙・1通 い578－6－7
やく・しいたけなど代金書付）
覚（れんこん・しいたけなど代金の受取額と残額書 閏2月3日 竪紙・1通 い578－6－8
付）　八百屋彦兵衛→庄八
覚（から竹・わた実たねなど御請取りなさるべきに 2月25日 竪継紙・1通 い578－6・9
つき）　犬山屋半右衛門→大宝前新田制帽
覚（くい木など数量書付）　犬山屋庄八→大宝前新田 3月3日 竪継紙・1通 い578・6－10
唯助　　　　　　　　　　　・
覚（支払い銭額書付）　かにへ孫七→又助 2月13日 小切紙・1通 い578－6・11
覚（たわら・なわ数量書付）　竹田村伝七→徳左衛門 2月21日 竪切紙・1通 い578－6－12
覚（すみ代受取）忠助 2月 竪切紙・1通 い578－6・13
覚（たはこ代書付）　西福田村彦兵衛→新田唯助 申2月20日 竪切紙・1通 い578・6－14
覚（大金1枚相済ますにつき）孫七→善七 3月22日 小切紙・1通 い578－6－15
覚（ふな代金書付）　忠助→唯助 3月13日 小切紙・1通 い578－6・16
覚（銭1貫570文受取下されたきにつき）　舟入又三申3月12日 竪切紙・1通 い578－6－17
郎→神戸只介、御夫義右衛門
覚（大和竹代金渡すにつき）三助→神戸新田小河唯 3月13日 小切紙・1通 い578・6－18
助
覚（銭受取下さるべきにつき）舟入又三郎→神戸新 2月20日 竪切紙・1通 い578－6－19
田只介
巳年大宝前新田諸事請取目録 （享保10年） 袋・1点 い467・0
御蔵入用 巳11月8日 横切紙・1通 い467・1・1
覚（御蔵米12石の七合物米8升4合代銀書上）　平蔵巳11月24日 横切紙・1通 い467－1－2
→凸助
覚（桿入など代銀受取指引書）　平蔵→三助 巳12月20日 横切紙・1通 い467－1－3
覚（二二入用銀など書上）　平蔵→只助 巳12月13日 横切継紙・1通 い467・1・4
覚（大宝前新田野方御年貢米金銀受取書）佐次兵 享保10年極月 横切継紙・1通 い467－1－5
衛・平蔵→唯助
覚（納米・作徳米運賃勘定） 巳12月11日 横切紙・1通 い467－2
覚（受取金勘定残金など差引勘定目録）　唯助 午正月8日 竪継紙・1通 い467－3
覚（井領米受取）　鳥ヶ池村庄屋才兵衛→分左衛門新 享保10年極月 竪継紙・1通 い467・4
田只助
覚（積賃・材木代など受取書）下材木町勘四郎・半右 巳7月9日 竪継紙・1通 い467－5
衛門→小川唯助
覚（代金渡しにつき）　勘四郎→半右衛門 巳正月16日 竪継紙・1通 い467・6・1
覚（金銭受取書）　鳥ヶ地新田勘二郎→神戸新田又七 巳正月29日 小切紙・1通 い467－6－2
覚（塩三霊代銀受取書）　庄助→権六 巳2月5日 小切紙・1通 い467－6・3
覚（まきなわ代金受取書）　まきなわや伊兵衛→権六 2月4日 小切紙・1通 い467－6－4






覚（石二代受取書）　かちや庄助→かんと甚助 5月25日 小切紙・1通 い467－6－7
覚（新三川代金受取書）　茶や権兵衛（名古屋堀江町） 7月9日 小切紙・1通 い467・6－8
→犬山屋文左衛門
覚（釘代金書上）　かにへ村孫七→神戸新田甚助 8月8日 小切紙・1通 い467－6・9
覚（代金書上）　名護屋船入町井桁町長左衛門→犬山 9月15日 竪切紙・1通 い467－6－10
二分左衛門
覚（油・たまり・そば等送り状）　中島半右衛門→唯助 9月15日 竪継紙・1通 い467－6－11
覚（みそ一夕代金書上）　白木屋庄左衛門→をくはき 10月28日 小切紙・1通 い467・6・12
山烏
（大宝前新田米高書上）　久次郎 11月10日 竪切紙・1通 い467－6・13
（損米高書上）　　11月10日　船入町市兵衛 10月10日 竪切紙・1通 い467－6・14
覚（大宝前新田ひれはへ直し賃書上）久治郎 巳11月10日 竪切紙・1通 い467・6－15
覚（はね代金書上）　ミのや七左衛門 巳12月27日 小切紙・1通 い467－6・16
覚（上みつ代金書上）　ミ河や六右衛門→勘助 12月27日 小切紙・1通 い467－6・17
覚（釘代金書上）勘助口入かにへ村孫七→神戸只助 巳12月 小切紙・1通 い467・6・18
覚（酒代金受取）　白木屋庄左衛門 極月27日 小切紙・1通 い467－6・19
覚（諸品差引勘定受取書）　かがや庄助→神戸新田小 竪切紙・1通 い467－6－20
川只助
覚（釘など島台差引勘定受取書）　かがや庄助→神 巳7月 竪継紙・1通 い467－6・21
戸新田甚助
普請入用
喜入繕人足ならびに買物諸入用 延享2年2月20日 横長半（一ツ綴）・1冊 い406
以御伏替入用 こより附け札・1点 い397・1・0
覚（水風呂桶田面覚書） 横切紙・1通 い397・1－1
万之通杁之分　笹屋久左衛門→小川只助 寛延4年6月 横半半（一ツ綴）・1冊 い397－1－2
おほへ（金子請取につき）　さや久左衛門→只助 未6月25日 横切紙・1通 い397－1・3
覚（金子相同済につき）　かにへ宅右衛門→神戸ふに 閏6月28日 横切紙・1通 い397－1－4
八










覚（杁仕替宇戸四本手伝銀請取につき）以御作事 7月24日 竪紙・1通 い397－2－2
方→大宝前新田庄屋
覚（ちやうちん代受取）　傘屋忠蔵→只助・庄八郎 8月5日 竪切紙・1通 い397－2－3
覚（かんひやう郎等請取）　名古屋魚自由偲→八百屋 3月10日 横切継紙・1通 い397－2－4
伝九郎
おほへ（品代請取）　さや久左衛門→御人 未4月10日 横切紙・1通 い397・2・5
覚（杉原代受取）　ゑま力屋佐右衛門→善七郎 4月3日 横切紙・1通 い397－2－6
覚（たまご代等受取）　かにへ村甚吉→三助 5月14日 竪紙・1通 い397－2－7
覚（品代受取）　甚吉→小川定助 竪紙・1通 い397・2－8
おほへ（杉はし代等請取）　さや久左衛門 5月19日 横切紙・1通 い397・2－9
覚（金子請取）勘九郎→円七 6月4日 横切紙・1通 い397－2－10
覚（出代書上）　鳥地善吉→庄八 未2月18日 横切紙・1通 い397－2・11
覚（代金書上）　舟入丹右衛門→伊兵衛 6月14日 横切紙・1通 い397・2・12
おほへ（半紙代歯請取代）　さや久左衛門→只助 閏6月23日 横切紙・1通 い397・2・13
覚（品代書上）　近江甚六→小川定助 未5月24日 竪紙・1通 い397－2・14
覚（大かわらけ出域請取）　さや久左衛門（尾州蟹江 5月18日 横切紙・1通 い397・2・15
町）
覚（水上ヶ蔵入入用等書上）嘉兵衛 未12月 横切紙・1通 い397・3
覚（大うと平等書上）八百三新左衛門→三助 4月7日 横切紙・1通 い397・4－1
覚（かんひやう代田書上） 4月7日 横切紙・1通 い397・4・2
覚（ひわん酒5合代請取）若松屋 4月7日 横切紙 い397－4－3
覚（山止書上）　かにへ宅右衛門 4月7日 横切紙・1通 い397－4－4
覚（品評書上）　かにへ左四郎 4月7日 横切紙・1通 い397－4－5
覚（歴代請取）　かにへ村甚吉→かんと各六 未4月7日 竪紙・1通 い397・4－6
覚（出代請取）かにへ村甚吉→小川定助 未4月 竪紙・1通 い397・4－7
覚（火なわ代官書上） 4月12日 横切紙・1通 い397・4－8
覚（品代書上）　かにへ村甚吉→唯助 8月11日 竪紙・1通 い397・4・9
覚（品代書上）　直左衛門→彦七 4月10日 横切紙・1通 い397－4－10
大宝前取替（諸入用書上につき書状）　川合嘉兵衛 7月24日 横切継紙・1通 い397－5
→小川配電
覚（魚鳥代等請取） 横切継紙・1通 い397－6
甥御伏替人足ならびに諸入用 延享2年3月20日 横長半・1冊 い408－1
杁之分万通　直方　笹屋久左衛門→小川只助 延享2年2月 竪半半（下げ綴）・1冊 い407・2
（一ツ綴）
覚（杁繕古木川上ヶ日用代受取）杁御作事方→大 丑年2月28日 横切紙・1通 い407－3－1
宝前新田杁守




覚（金子覚書）御ゆや新左衛門 2月23日 横切紙・1通 い407・3・3
覚（諸白・酒請取）　蜆林平→神戸新田繁右衛門 2月28日 横切紙・1通 い407－3・4










（出津軽留中置内取遣米等締方御改につき触書写） 亥3月29日 竪紙・1通 い411－1
吉　助次郎→（新田表）
覚（水橋蔵入入用米書上） 横切継紙・1通 い411－2
送り状之事（納米積送につき）庄屋忠右衛門→御地 戌12月20日 竪紙・1通 い411－3
母様御勘定場
送り書之事（納米積送につき）庄屋綱蔵→御地主様 酉12月14日 竪紙・1通 い411－4
御勘定場
覚（納米・餅米積送につき）　新田庄屋綱蔵→後藤粂 4月29日 竪切紙・1通 い411－5
助
送り状山事（米積送につき）神戸新田辰右衛門→御 酉12月16日 竪紙・1通 い411・6
地主様勘定場




送り状之事（納米積送につき）　新田庄屋綱蔵・忠右 戌正月 竪紙・1通 い411－9
衛門→御地二様勘定場
送り状之事（納米積送につき）神戸新田庄屋→御地 亥3月 竪紙・1通 い411－10
主二二勘定場
送り状之事（納米積送につき）新田庄屋忠右衛門→ 亥2月 竪紙・1通 い411・11
御地主様御勘定場









覚（御初穂めでたく神納につき）　津嶋明神真野門 極月17日 竪紙・1通 い739－11
之太夫内鈴木弾蔵→大宝前新田小川控目






覚（名古屋佐屋寒見舞引当請取覚）　新田庄屋弓蔵 亥正月4日 横切紙・1通 い412－7
→御地主様御勘定場
その他の入用
覚（川一一条入用請取につき）　庄屋綱蔵・同忠右衛門 子年11月21日 横切紙・1通 い412－9
→御地主様御勘定場
大宝新田葭山代金請取覚　庄兵衛 子12月21日 竪継紙・1通 い502
覚（極上すみなど代銀受取につき）　永舟や彦九郎 巳10月1日 横切紙・1通 い608－1・1
覚（産直差引勘定につき）　油新→上 9月1日 横切紙・1通 い608・1－2
覚（わさひ・赤みそ・吉野くずなど代銭受取につき） 10月晦日 横切継紙・1通 い608－1－3
笹屋利吉→御苗只助
覚（上赤みそ・白みそ・たばこ・わりばしなど代銭受 9月2日 横切継紙・1通 い608－1－4
取につき）　さや利吉→上へ








（新田経営業務書上） （近世） 横長半（一ツ綴）1冊 し、464－10
村方騒動






御敵醤購鱗純犠謄篶議馳 文政8年正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い401
庄屋重右衛門・組頭只二
乍軍書攣羅毒（御館驕翻論難轄 （文政9年ヵ）戌2月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－8
一110一
大宝前（神戸）新田／経営記録／村方騒動
乍恐寺請対面差上撚目（西ノ森へ獅子面屋形を持 天保13年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－9
ち参詣、去る亥年徒党頭取の件につき請状ほ
か）
（牌勢門轍獅獅子居屋形を持ち参詣の 天保13年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－10
（陣屋趣意を破り西之森へ獅子屋形を持ち参詣、 （天保13年ヵ）4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448。6
響町徒党蜘をした勘三良噺楠P『らへ
聯蠣1蓄鰻鶏鉾灘鞭嘉永3年2月 竪半（一ツ綴）・1冊 い608－4－3
（鳩轟隷脇慧簾藷糞盤謹ぞ （嘉永3年）2月19日 横切継紙・1通 い608－4－2
戻しにつき）　佐屋陣屋→神戸新田庄屋
（大宝新田御歎訴一件の先日までの経緯の報告に （嘉永3年）3月8日 横切継紙・1通 い608－4・1
つき書状）三助→神戸





（村方徒党ヶ間敷儀により役儀引揚ぐべき所今般 子7月 横切継紙・1通 い489－2－2
ハ其侭二差置候につき申渡）　→半左衛門
（村方徒党ヶ三下儀により役儀引揚ぐべき所今般 子7月 横切継紙・1通 い489－2－3
ハ其侭二差置候につき申渡）→彦三郎
（御用之儀被申丁丁間明日御出可成候欺につき書 （子）5月7日 横切継紙・1通 い489－2・1
状）神戸勘定場喜助→重右衛門綱蔵・忠兵衛
（庄屋退役申付）→神戸新田庄屋重右衛門 （子）5月 横切継紙・1通 い489・2・4
（名前書上げ） （子） 断簡・1点 い489－2－5
乍恐奉願候（近年病身につき組頭・以守退役願い） 寅5月 竪紙・1通 い541－2
神戸新田平吉→旦那様
（組頭・三三を唯治に申付るにつき）→唯治 寅8月 竪紙・1通 い541－11
乍恐御請書奉差上候（今後小前の者が直接年寄に 酉3月 竪樋（ニツ綴）・1冊 い448－18
願立をしない旨請状）　神戸新田彦助ほか32名→
矢野藤九郎様御陣屋
乍擁毎時鞭禦羅贈畷鱗響糊 酉9月 竪半（ニツ綴）・1冊 い448－23
那様
乍恐奉願上灘御事（新田締り役自助解任・俸綱山雨 亥正月 叢論（ニツ綴）・1冊 い414－1
門役任命差留願）　惣百姓中→御地主様




乍獄門鑛醜罐禦魏蟹繊へ庄屋 亥4月 竪半（ニツ綴）・1冊 い414－2
別殿垂垂綴鶏鯖て格別頭取原産者御吟 亥5月 竪紙・1通 い414・6
一111一
大宝前（神戸）新田／経営記録／村方騒動
魔縫繭犀轡鰭躍讐轡鵯顯役 亥8月 竪紙・2枚 い414－3
下県口上（願書宜敷御聞き済み願）　神戸新田百姓 （亥）2月8日 竪紙・1通 い41牛9
中→神戸様御店吉蔵




法（村法遵守誓約書下書） （亥） 竪紙・1通 い414－4
別段御請奉申上例御事（西蔵庄屋役任命差留一件 （亥） 竪紙・1通 い414・5
謝罪につき）惣百姓之内
覚（臨画者13名の作前当分引揚げ反別書上拍） 亥9月 竪半（一ツ綴）・1冊 い449－19
（辰右衛門はじめ頭分の料簡筋違いにつき書状） 4月26日 横切継紙・1通（封紙付） い489－1
（唯助）→（旦那様）
（只治・十右衛門年中無理非道計にて百姓中難義に 12月 横切紙（封紙つき、前 い399
つき御盛熱願）百姓中→神戸 欠）・1通
新田一元材木町間連絡
乍恐口上之覚（秋葉大権現への提燈奉献願）役義 （天保2年）卯6月 竪半（ニツ綴）・1冊 い541－7
中身判庄屋忠右衛門→旦那様




（遠見帳拝借、杁橋木差送り等につき願書）　新田 辰2月25日 竪紙・2枚 い449・4・4
庄屋→地主勘定場粂助
覚（檜・縦など材木、古田検地帳写し受取につき） 辰2月28日 竪紙・1通 い449・4・6
新田庄屋両人→御地己様御勘定場粂助
三組御達申上馬（副司減水し立毛見直し宜敷旨） 亥7月 竪紙・1通 い448－17
御新田庄屋只助→旦那様
御達申臨画御事（田方植付終了届書）　新田庄屋忠 5月 竪紙・1通 い449・1
右衛門→御地主出御勘定場
＊（旦那様御帰り、飛島海用留などの儀につき書 6月25日 横切継紙・1通 い419－31
状）新田ニテ久蔵→勘定出爪蔵
覚（半紙御渡願）　庄屋忠右衛門→御地主様御勘定場 12月20日 横切紙・1通 い412－19






（上直紙・岩国上大半紙など依頼状） （近世） 竪紙・1通 い449－4－5
（文書目録） （近世） 横切紙・1通 い608－8－5
（川運上銀の事など綱開の報告事項書付力） （近世） 横切継紙・1通 い608－9－3














肴斗出　かにへ村魚屋甚六→神戸新田唯助 延享2年2月20日 竪半半（下げ一ツ目綴） い407－1
・1冊
覚（諸白代請取）亀かし平蔵→大宝前新田吉兵衛 3月28日 竪紙・1通 い408－2・1
覚（二二粉・上鰹など代金請取）　長右衛門 3月26日 横切紙・1通 い408－2。2
覚（酒代等請取覚）　みその丁半右衛門→新田馬手衛 丑3月18日 横切紙・1通 い408－2・3
門
覚（諸白など代金請取覚）　さや久右衛門→御代吉右 丑3月23日 横切紙・1通 い408・2－4
衛門？
万売帳かにへ善九郎 延享2年3月20日 竪半半（一ツ綴）・1綴 い408－2－5
郷蔵
乍恐御達奉申上弓御事（郷倉元の場所に建替え願） 子3月 竪子（ニツ綴）・1冊 い449－2
右（神戸）新田庄屋綱蔵→山田貫一郎様御陣屋
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－9
兵衛
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－10
兵衛
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－11
兵衛

















神聖纏騒艘翻欝欝開戸幅雰 （近世）辰正月 竪継紙・1通 い503－2－12
左衛門→神戸弥左衛門
















土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－5
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田児玉露太郎→土地売主神戸分左衛門








































「三十五年拾月一日　登記書類　神戸新田」 明治35年10月1日 封筒・1点 い593－2－1







不繕蕪灘照臨謬携諏無縫　神戸新田7番戸竹田周太郎→海西郡宝地村大字神戸新 明治35年6月12日 罫紙・1冊 い593－2－7
田28番戸神戸分左衛門
不雛細蟹膿轟轟村藷纒翻朧　戸新田17番戸児玉伊三郎→海西郡宝地村大字神戸新 明治35年6月12日 罫紙・1冊 い593－2－8
田弐拾八番戸神戸分左衛門























東之二三御伏替配府二通 安政5年3月 袋・1点 い413－1－0
（神戸新田東之方杁御伏替配府写） 横長半（一ツ綴）・1冊 い413・1。1
（神戸新田東之方杁御伏替配府）織大作→右（神戸 安政5年3月 横長半（かぶせ綴）・1冊 い413－1・2
新田）村庄屋
乍恐御願奉申上候御事（虫喰多につき杁伏替願） 巳6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い413・2－1
右（神戸）新田庄屋綱蔵・同断忠右衛門→山田貫一郎様
御陣屋
乍恐再願奉申上候御事（杁伏替願につき）右（神 午正月 幽幽（ニツ綴）・1冊 い413・2－2
戸）新田庄屋綱蔵・同断忠右衛門→杁方御役所
乍恐再願奉申上地御事（杁伏替願につき）　右（神 午正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い413－2－3
戸）新田庄屋三蔵→山田貫一郎様御陣屋
（断簡） 竪切紙・1枚 い413－3
（神戸新田忠兵衛の杁守退役の申付）→神戸新田 9月 横切紙・1通 い608・9・1
地主犬山屋文左衛門え
（神戸新田の血続を金七とする申付）→神戸新田 9月 横切紙・1通 い608・9・2
地主犬山屋文左衛門え
覚（送り状請取）　上押萩村庄屋 3月24日 横切紙・1通 い408・3－1
覚（群馬御用につき御触状受取）　大宝庄や→大宝 3月23日 横切紙・1通 い408・3。2
前新田御庄屋衆中
覚（群馬御用につき御触状受取）　大野新田庄や→ 3月20日 横切紙・1通 い408・3－3
大宝前新田御庄屋衆中
覚（隔心御用につき御触状受取）　大野新田庄や→ 3月21日 横切紙・1通 い408・3・4
大宝前新田御庄屋衆中
覚（人足の御触状受取）亀ヶ地庄屋→大宝前新田庄 3月25日 横切紙・1通 い408－3－5
屋衆中
覚（人足御触状受取）□□村庄や 3月26日 竪紙・1通 い408。3。6
覚（送り状受取覚）上押萩村 3月23日 横切紙・1通 い408－3－7
覚（杁御奉行より善太新田まで送り状受取覚）竹 3月22日 横切紙・1通 い408－3－8
田新田庄や→大宝前新田庄屋衆中















井領米晶晶（請求につき）　鳥ヶ地新田庄屋松吉三四 嘉永4年12月 竪紙・1通 い503・1－1
郎→神戸新田御庄屋衆中
覚（井領米請取につき）　鳥ヶ地新田庄屋→神戸新田 （嘉永4年）亥12月 横切紙・1通 い503－1・2
御庄屋衆中
覚（井領米請取覚）　子宝新田源蔵→大宝前新田庄屋 丑11月 竪切紙・1通 い436・1
衆中
覚（端米請取覚）　平島新田庄屋所→大宝前新田庄屋 丑12月 横切紙・1通 い436－2
衆中
覚（井領米請取覚）　六条新田庄屋→御庄屋衆中 丑12月 横切紙・1通 い436－3
覚（米請取覚）　平島新田庄屋→大宝前新田御庄屋衆 丑12月18日 横切紙・1通 い436・4
中
覚（井領米請取覚）　鳥ヶ地新田庄屋→大宝前新田御 丑極月24日 横切紙・1通 い436－5
庄屋衆中
井斗米之事　鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→大宝前新 丑12月 竪紙・1通 い436－6
田庄屋旨旨
覚（井面米山取込）　子宝新田庄屋源蔵→大宝前新田 寅12月12日 竪切紙・1通 い435－1
庄屋衆中
覚（井領米請取覚）　平島新田庄屋所→大宝前新田庄 寅12月20日 横切紙・1通 い435－2
屋只助
覚（不足代請取覚）六条新田 寅12月19日 小切紙・1通 い435・3
覚（井領米請取覚）　六条新田庄屋→大宝前新田庄屋 12月19日 竪紙・1通 い435・4
衆中
覚（井領米請取覚）　鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→ 寅12月24日 横切紙・1通 い435・5
大宝前新田庄屋衆中
用蕪難色面出の難藩麟出品》 寅12月 横切継紙・1通 い545
名→犬山屋文左衛門
小書付入　午とし分 封筒・1点 い739－0
覚（小杁・よし・むしろ・くいなど代金書上）鳥ヶ 午12月 横切継紙・1通 い739－2
地惣助→小川只助
覚（井領米受取につき）　子宝新田庄屋源蔵→大宝前 午12月15日 竪紙・1通 い739－3
新田御庄屋衆中
覚（用水入用受取につき）松吉三右衛門→小川只助 午12月28日 小切紙・1通 い739－4
覚（井回米受取につき）　服部市兵衛→大宝前新田御 午12月13日 小切紙・1通 い739－5
庄屋中
旧領米目録 包紙・1点 い739・7－0
井領米判事（井領米七石垣斗九升四合差し越しな 午12月 竪紙・1通 い739－7・1
さるべきにつき）鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→
大宝前新田庄屋唯助
覚（乱菊米受取につき）　六条弥左衛門→大宝前新田 午12月 小切紙・1通 い739－8
只助







内蠣界纏綿鰹闘鍮錨醜夫舗 子6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－12
乍馨野上襯事（三稲下開発のため堤丈夫舗 子6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－13










契約証書（神戸新田の池川通船に関わる取り決め、 明治36年 罫紙（一ツ綴）・1冊 い620・1
控）→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門
神戸分左衛門様　佐野新蔵→神戸分左衛門 （近代）6月15日 封筒・1点 い620・2－0
（かねてよりの通船一件に対する御薗考伺い申し （近代）6月15日 竪切紙・1通 い620・2・1
上げるにつき）　佐野新蔵→神戸分左衛門








書抜覚（神戸新田の不納地の高・反別・経緯の書抜 （宝暦7～文政10年） 横切紙・1通 い608・8・3
き）





乍恐御達奉申上候（郷蔵地除地高書上）　右新田庄 子3月 竪紙・1通 い448・2
屋綱蔵→山田貫一郎陣屋








寛延三年前夏より劇場境相願候壱巻絵図共二入 寛保3年 封筒・1点 い468－1－0





































覚（芝場境杭数書付差出につき）　山方野方御奉行 3月26日 竪継紙・1通 い468－10所代→犬山百分左衛門









（海辺男山見分に野遊につき）→椙山様 5月10日 横切継紙・1通 い468－15
覚（鍋蓋新田三ヶ年極免高）　→ 子9月 竪継紙・1通 い468・16
覚（神戸新田平野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化12年ll月 竪継紙・1通 い503・2－5
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田葭野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化13年11月 竪継紙・1通 い503・2・6
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田明野など見取米割付状）　石小兵衛→ 文政元年11月 竪継紙・1通 い503－2－8
画面庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田葭野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化14年11月 竪継紙・1通 い503－2－9
村庄屋・組頭・惣百姓
谷野御見分反別佐屋方御書付 天保7年6月8日 包紙・1点 い554・0
（嬉嬉鴨魏爆瞥『藩騰繍意ざ 天保7年5月 横切継紙・1通 い554－1















（大宝前新田成立よりの諸書類写提出につき書状） 2月8日 横切継紙・1通 い415－5－1
相羽和兵衛・桑原茂助→犬山町分左衛門
播馨繋騒（樵繍庄㍊舞踏議特典 卯8月21日 主面（一ッ綴）・1冊 い448－21
御陣屋
（大宝前新田開発証文持参につき）河野猪左衛門・ 9月3日 横切継紙・1通（封紙付） い547・2
山田杢右衛門→神戸分左衛門
（大宝前町田高・時数の照会につき）　神藤林蔵・樋 8月8日 横切継紙・1通 い547－3
口藤兵衛→犬山白文左衛門
（大宝前新田の内から四郎兵衛へ替地を渡した年 8月17日 竪継紙・1通 い547・6
暦など尋ねたき儀があるにつき役所への出頭要
請）　森村甚左役所→犬山屋文左衛門
















寅年免定（二三二大宝前新田）　大橋新右→右二三 明和7年11月 竪美継紙・1通 い731－1
屋・組頭・惣百姓
酉年免定（海西郡大宝前新田）　中彦三郎→右新田庄 寛政元年11月 竪美継紙・1通 い731・14
屋・組頭・惣百姓
戌ノ年免定（海西郡大宝前新田）　本勘蔵→右新田 寛政2年11月 竪美継紙・1通 い731－15
庄屋・組頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）本勘蔵→二村庄屋・組頭・ 寛政3年11月 竪美継紙・1通 い731・16
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　本勘蔵→三二庄屋・組頭・ 寛政4年11月 竪美継紙・1通 い731－17
惣百姓
二野（海西郡大宝前新田）本勘蔵→右村庄屋・組頭・ 寛政5年11月 竪美継紙・1通 い731－18
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）本勘蔵→二村庄屋組頭・ 寛政6年11月 竪美継紙・1通 い731－19
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）加久右衛門→右回庄屋・ 寛政7年11月 竪美継紙・1通 い731－20
組頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　加久右衛門→右村庄屋・ 寛政8年11月 竪美継紙・1通 い731・2
組頭・惣百姓
巳年強定（海西郡大宝前新田）　木亀三郎→右生垣 寛政9年11月 竪美継紙・1通 い731－3
屋・組頭・惣百姓
累年二二（海西郡大宝前新田）　木亀三郎→山村庄 寛政10年11月 竪美継紙・1通 い731・4
屋・組頭・惣百姓
未年皇臣（海西郡大宝前新田）　木弥次左衛門→右村 寛政11年11月 竪美継紙・1通 い731－5
庄屋・組頭・惣百姓
申年量定（海西郡大宝前新田）木弥次左衛門→右村 寛政12年11月 竪美継紙・1通 い731・6
庄屋・組頭・惣百姓







子年平定（海西郡大宝前新田）　長藤助→右村庄屋・ 文化元年11月 竪美紙（ニツ綴）・1冊 い731－9
組頭・惣百姓
暫定（海西郡大宝前新田）　金市之進→右村庄屋・組 文化2年11月 竪美継紙・1通 い731－10
頭・惣百姓





免定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化5年ll月 優美継紙・1通 い731－13
惣百姓
暫定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右書庄屋・組頭・ 文化7年11月 竪美継紙・1通 い731・21
惣百姓
平定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化12年11月 竪美継紙・1通 い731・22
惣百姓
平定（海西郡神戸新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・惣 文化13年11月 竪美継紙・1通 い731－23
百姓
黄海（海西郡神戸新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・惣 文化14年11月 竪美継紙・1通 い731－24
百姓
古塁（神戸新田）　石小兵衛→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政元年11月 醇美継紙・1通 い729－12
免定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政2年11月 横美継紙・1通 い729－11
下定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政3年11月 竪美継紙・1通 い729－3
下定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政4年11月 竪美継紙・1通 い729－4
下定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政4年11月 竪美継紙・1通 い729－20
平定（海西郡神戸新田）　石小兵衛→右村庄屋・組頭・ 文政5年11月 竪美継紙・1通 い731・25
惣百姓
免定（海西郡神戸新田）　石小兵衛→野村庄屋・組頭・ 文政6年11月 竪美継紙・1通 い731－26
惣百姓
黄蓮（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政7年11月 竪美継紙・1通 い729－5
文政八酉ヨリ天保四巳迄、内丑年壱ヶ年不足 包紙・1点 い729－25－0
酉年測定（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋・組頭・惣 文政8年11月 竪半（ニツ綴）・1冊 い729。25－1－1
百姓
免札（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政9年11月 横美継紙・1通 い729・25・1・2
富札（神戸新田）　三喜右衛門→庄村庄屋・組頭・惣百 文政10年11月 横美継紙・1通 い729・25・1・3
姓
富札（神戸新田）　三喜右衛門→庄村庄屋・組頭・惣百 文政11年11月 横美継紙・1通 い729－25－1・4
姓
免札（神戸新田）織大助→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政13年11月 横美継紙・1通 い729－25－1－5
免札（神戸新田）　織大助→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保2年11月 横美継紙・1通 い729－25－1－6
免札（神戸新田）　織大助→右回庄屋・組頭・惣百姓 天保3年11月 横美継紙・1通 い729・25－1・7
富札（神戸新田）　矢藤九郎→毒虫庄屋・組頭・惣百姓 天保4年11月 横美継紙・1通 い729－25－1・8
天保五年ヨリ同拾四年迄拾ヶ年 包紙・1点 い729。24・0
二二（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保5年11月 竪美継紙・1通 い729・24・1・1
一122一
大宝前（神戸）新田／公儀との関係／年貢／免定
免定（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保6年11月 竪美継紙・1通 い729－24・1－2
免定（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保7年11月 竪美継紙・1通 い729・24・1－3
免定（神戸新田）水篤助→右脚庄屋・組頭・惣百姓 天保8年11月 竪美継紙・1通 い729－24・1－4
免定（神戸新田）水篤助→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保9年11月 竪美継紙・1通 い729－24－1・5
免定（神戸新田）小清次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保10年ll月 醇美継紙・1通 い729－24・1－6
蟻蜂（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保11年11月 竪美継紙・1通 い729－24－1－7
免定（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保12年11月 極刑継紙・1通 い729－24－1－8
免定（神戸新田）　三平六→右翼庄屋・組頭・惣百姓 天保13年11月 醇美継紙・1通 い729－24・1・9
免定（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保14年11月 軍側継紙・1通 い729・24・1－10
天保拾五辰ヨリ嘉永七酒断拾ヶ年分 包紙・1点 い729－22・0
免定（神戸新田）　児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保15年10月 竪美継紙・1通 い729・22－1－1
免定（神戸新田）　児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 弘化2年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1－2
免定（神戸新田）児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 弘化3年11月 竪美継紙・1通 い729・22－1。3
免定（神戸新田）　児貞一郎、吉助次郎→右村庄屋・組 弘化4年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1・4
頭・惣百姓
免定（神戸新田）吉助次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永元年11月 竪美継紙・1通 い729－22－1－5
免定（神戸新田）吉助次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永2年11月 竪美継紙・1通 い729・22－1－6
免定（神戸新田）吉助次郎→二村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永3年12月 二心継紙・1通 い729－22・1－7
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永4年11月 竪美継紙・1通 い729・22・1－8
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永5年11月 竪美継紙・1通 い729－22－1－9
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永6年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1－10
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永7年11月 竪美継紙・1通 い729－23
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政2年ll月 竪美継紙・1通 い729－21
尊崇（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政3年11月 竪美継紙・1通 い729・16
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政5年11月 竪襟継紙・1通 い729－15
（神戸新田よりの上納金額書付） （安政5年）午12月 竪切紙・1通 い729－17
（元金・利金書上げ）　犬山屋文左衛門 （安政5年目） 竪切紙・1通 い729－18
（安政2～4年の高書付） （安政5年目） 竪切紙・1通 い729－19
安政六年未冬御免定 安政6年 包紙・1点 い729－14－0
想定（神戸新田）次重五郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政6年11月 竪蔀継紙・1通 い729－14－1
愚筆御免札　十一月十九日下ル　名代忠蔵 （万延元年）申 包紙・1点 い729・9－0
脚半（神戸新田）　一群左衛門→明野庄屋・組頭・惣百 万延元年11月 竪美継紙・1通 い729－9・1
姓
文久二酉年御免定 文久元年11月 包紙・1点 い729－2－0













免定（神戸新田）　金五郎兵衛→右村庄屋、組頭、惣百 元治元年11月 竪美継紙・1通 い729・8・1
姓
三年御免札　十一月十一日庄屋唯助持参之事 慶応元年11月 包紙・1点 い729－6－0




免定（神戸新田）　岡新吾→二村庄屋・組頭・惣百姓 慶応2年11月 横美継紙・1通 い729・10－3－1
その弟
御年貢上納目録　大宝前新田 享和3年12月 竪半・（一ツ綴）・1冊 い410
（文化7年忌物成のうちお広井御蔵受取通い）　岡 （文化7年） 横折紙・1通 い739・14
勝右衛門手付田辺八十次・三浦吉助ほか1名






乍恐御達奉申上候（宝暦7年入水による定引高書上 天保15年正月 竪紙・1通 い449・4。2
げ）　神戸新田庄屋綱蔵・同断忠兵衛→三村平六陣屋





（藩役人人名覚書） （10月26日） 竪切紙・1通 い449・17・1
（検見日記） （10月26日目晦日） 霜融（一ツ綴）・1冊 い449－17・2
諸役
請聚鍛魏雛醤鼎幽晦蟷’犠 （正徳5年）未12月 横切継紙・1通 い398・2・1
兵衛・平蔵→文左衛門
覚（大宝前新田入用等請取につき）　鳥ヶ地平蔵→ （正徳5年）未極月 横切紙・1通 い398・2－2
分左衛門





覚（柳枯草上納銀受取書）　中川又兵衛・柴田林太夫 享保10年12月 横切継紙・1通 い467－6・22
→海西郡蜆前新田庄屋中
旧約定定納金書入 文化3年正月6日 紙袋・1点 い540・0














覚（傳墨銀金3両受取につき）佐屋陣屋→右村（大宝 （文化3年）寅6月 小切紙・1通 い540・8
前新田）庄屋




御役所御三役上納受取書付入 文化7年1月 封筒・1点 い739・15－1－0
覚（大宝前新田柳枯草代銀受取につき）佐屋陣屋 （文化7年）午12月 小切紙・1通 い739・15－1－1
→右記庄屋
覚（大宝前新田堤銀受取につき）　佐屋陣屋→右村 （文化7年）午12月 小切紙・1通 い739－15－1－2
庄屋
覚（大宝前新田伝馬銀受取につき）　佐屋陣屋→右 （文化7年）午10月 小切紙・1通 い739－15－1・3
村庄屋
覚（大宝前新田御国役銀受取につき）　佐屋陣屋→ （文化7年）午8月 小切紙・1通 い739・15－1－4
右村庄屋
「金三両三分也…」（大宝前新田分金額書付） （午） 竪切紙・1通 い739・15・2
（大宝前新田年貢代銀受取につき）　岡勝右衛門手 午11月11日 竪継紙・1通 い739－15－3
附松山作左衛門、同三浦又四郎→予州庄屋中
（大宝前新田餅米・七合物代など受取につき）　岡 午12月12日 竪切紙・1通 い739－15－4
勝右衛門手附松山作左衛門、同三浦又四郎→右村庄屋













覚（柳枯草堤銀引当控書上）　新田庄屋→御地此様御 戌12月 横切紙・1通 い412－13
勘定場
（柳枯草場図面陣屋へ提出につき書状）新田忠右 8月8日 竪紙・1通 い449－5
衛門→御地主様御勘定場
調達金
鳥暮　調達金御利御書付弐通 （寛政3年）卯 封筒・1点 い526・1－0
（大宝前新田調達金利息につき） （寛政3年ヵ） 小切紙・1通 い526－1－1




調達金之事（御用調達金請取、年貢米を以って差越 弘化3年12月 竪切紙・1通 い495－10・1
しにつき）　佐屋陣屋→神戸新田庄屋
（神戸新田分元利金書上） 横切継紙・1通 い495・10－2




（新田の住居百姓人別帳を一両日中に差し出すべ （文化7年）1月20日 横切継紙・1通 い541－10・1
きにつき）　岡勝右→大宝前新田庄屋
新田百姓引越肇書付入、文化七年人家御改につき 文化7年 包紙・1点 い541－10・0
改之覚
（年号など書付） （文化7年） 横切継紙・1通 い541－10－2
此躍魏継継解騎熱懸竪攣合 文化14年9月16日 包紙・1点 い541－0
御勘定所へ御呼出被仰付御書付也、尤其段御支配 天保14年7月10日 包紙・1点 い551－0
へ御達奉申上候
（雌鶏麟鱗魏瞳賢螺羅歌施し （天保14年）7月 横切紙・1通 い551－1
覚（手形9通、書付類25通預かるにつき書付写）佐辰11月23日 竪切紙・1通 い541－14
屋陣屋→大宝前新田庄屋・組頭
（礒黙黙罷紙撚繍嘆擶纏魏 申4月 竪切継紙・1通 い547・10
衛門
（今般支配所割印、宗門改めにつき廻状）　岡田利 戌3月17日 横切紙・1通 い504・6
左→小宝・大宝・大宝前ほか10ヶ村





（当新田宗門改につき書状）小川氏→奥田 3月21日 小切紙・1通 い504－7
（大宝前新田から村入用帳未だ提出なき旨）　森村 4月7日 竪継紙・1通 い547－7
甚左衛門役所→犬山屋文左衛門









伺鎌難藻灘購議緊 明治12年5月 罫紙・1冊 い604－2
愛知県重安場保和
神戸新田　延納一時上納願書 明治19年2月8日 封筒・1点 い602－0
延搬謹七難1肇9争囎i灘錨謹筒明治19年2月3日 「神戸貸蔵」用箋・1冊 い602－1
新田2番居住神戸分左衛門→愛知県令勝間田稔












開墾鍬下年期願　海西郡神戸新田2番地神戸分左衛門 明治19年5月25日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い614－1－1
→愛知県令勝間田稔
野取実測絵図面帳　海西郡神戸新田地主神戸分左衛 明治19年5月25日 竪半（一ツ綴）・1冊 い614－1－2
門→愛知県令勝間田稔
（新田開墾鍬下年季願い指令を下付するので出頭　を申し渡されたき旨）　収税係→海西郡桿新田外 明治19年6月24日 横切継紙・1通 い61牛2
五ヶ村戸長役場
開墾鍬下年期願　海西郡神戸新田神戸分左衛門→愛 明治18年11月3日 罫紙・1冊 い614－3－1
知県令勝問田稔
























民有地開墾鍬下年季願　尾張国海西郡神戸新田神戸 明治16年2月21日 「神戸二二」用箋・1通 い591。2－1
分左衛門




願（道路改修によって潰地となった場所の回復、も 明治15年9月12日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－4－1
しくは旧道敷地下付願）　海西郡神戸新田二番地
神戸分左衛門→愛知県令国貞廉平





御下渡旧道路敷地価上申　海西郡神戸新田神戸分左 明治16年2月12日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－5
衛門→愛知県令国貞廉平










































諸帳簿引渡目録　旧副戸長早川忠右衛門→第6区戸長 明治9年9月3日 「愛知県海西郡宝地村 い616－6・4
下村八郎 役場用箋」・1通
神戸新田略図 竪紙・1通 い616－6・5








明治廿四年　誤謬御訂正願　海西郡宝地村大字神　戸新田　神戸分左衛門→愛知県知事岩村高俊 明治24年 罫紙・1冊 い582・2
神壽整巖霧鯨夏襯首彗戯曲地図 明治28年10月4日 封筒・1点 い589－0











地図訂正願　宝地村大字神戸新田地主神戸分左衛門代 明治28年9月30日 罫紙・1通 い589－2・2
人井内庄右衛門→愛知県知事時任為基
（字り面割の図面） （明治年間） 竪継紙・1通 い589－2’3



























覚（餅米端弓手合物三口引当金書上）　新田庄屋→ （近世）平年3月5日 横切継紙・1通 い412－12
御地主様御勘定場
（へ・と・ちの割面積覚書） （近世） 小切紙・1通 い412－14
（面積覚書） （近世） 横切紙・1通 い412－15
引場田覚 （近世） 横切紙・1通 い412－16
（大宝前新田ちの割略絵図） （近世） 25×34・1鋪 い412－17
（金銀覚書） （近世） 小切紙・1通 い415－12
（小作人ごとに子から辰年の少量の米高を書上げ （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－9
た帳面）
（割ごとの　石高書付、酉二分） （近世）酉 横切紙・1通 い541－8・1
一130一
大宝前（神戸）新田／不明
（地字・石高書付、申年分） （近世）申 横切紙・1通 い541－8・2
（申年の石高書付断簡） （近世）申 断簡・1点 い541・8－3
（寅・卯年の割ごとの高およびその平均の書付） （近世） 横継紙・1通 い541－16






























御替地拾三町之内拍田地之覚 正徳2年5月 竪紙・1通 い506





覚（御蔵米積送につき）　四郎兵衛新田藤吉→川合嘉 （寅）極月23日 竪切紙・1通 い445－3－3
兵衛
覚（四郎兵衛新田米積送につき）　右新田庄屋徳兵 辰12月15日 竪切紙・1通 い445。1・48
衛→納屋問屋甚助
経営費用
覚（四郎兵衛新田惣堤普請人足人数・賃金勘定） 12月8日 竪継紙・1通 い493－1
覚（人足人数・賃金勘定） 子12月 竪継紙・1通 い493－2





覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取とするに 享保16年11月 壮美継紙・1通 い730・3－54
つき）　河村嘉左衛門→右村庄屋中
定（海西郡四郎兵衛新田定納米相極めるにつき） 享保20年11月 竪美継紙・1通 い730－3－52
尾平門左衛門→右村庄屋中
定（海西郡四郎兵衛新田定納米相極めるにつき） 元文元年11月 竪美継紙・1通 い730－3・51
近松孫兵衛→右村庄屋・組頭・小百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・50
つき）　近松孫兵衛→右目庄屋
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－49
つき）　近松孫兵衛→右村庄屋・組頭・小百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文4年11月 竪瓦継紙・1通 い730－3－48
つき）　近松孫兵衛→特牛庄屋・組頭・小百姓
定（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文5年11月 竪美継紙・1通 い730・3・47
つき）　近松孫兵衛→右下庄屋・組頭・小百姓
定（当酉年水損につき）近松孫兵衛→右村庄屋 寛保元年11月 竪美継紙・1通 い730・3－46
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により内取申し付け 寛保2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－45
るにつき）　天野次郎右→右府庄屋・組頭・百姓中
「寛保三亥年御免定不見候」 竪切紙・1通 い730・3・44
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取出し付け 延享元年11月 竪美継紙・1通 い730・3・43
るにつき）　天野次郎右衛門→二村庄屋・組頭・百姓
中
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により油取申し付け 延享2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－42
るにつき）　天野次郎右衛門→右村庄屋・組頭・百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 延享3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－41
つき）　浅野久治→右村庄屋・百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 延享4年11月 竪美継紙・1通 い730・3。40
つき）　浅野久治→右村庄屋・組頭・百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 寛延2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－38
つき）　森村甚左→早早庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 寛延3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－37
つき）　土岐市右→早旦庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無年貢申し付 宝暦元年11月 竪美継紙・1通 い730・3－36
けるにつき）　土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相究めるにつき） 宝暦2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・35
土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無納につき） 宝暦3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－34
土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓










覚串輝輝頚勇鴨難蕊藤野朱 宝暦8年11月 竪美継紙・1通 い730－3－29
百姓
宝暦九卯ヨリ巳迄御免定不見解 竪切紙・1通 い730・3－28







三品（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和3年11月 竪美継紙・1通 い730－3・24
金市之進→右翼庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無免に申し付 明和4年11月 竪美継紙・1通 い730・3・23
けるにつき）　矢藤助→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無免に申し付 明和5年ll月 竪美継紙・1通 い730－3－22
けるにつき）　矢藤助→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－21
大橋新之右→帰村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和7年11月 竪美継紙・1通 い730－3－20
大橋新之右→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（四郎兵衛新田見取米斯くのごとくにつき）大 明和8年11月 竪美継紙・1通 い730・3－19
新之右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
「安永油壷年御免定不見隠」 竪切紙・1通 い730－3・18
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取申し付け 安永2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・17
るにつき）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米かくのごとくにつ 安永3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－16
き）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取に申し付 安永4年11月 竪美継紙・1通 い730－3－15
けるにつき）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永5年11月 竪美継紙・1通 い730・3－14
酒仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－13
田仙右衛門→隣村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永7年11月 竪美継紙・1通 い730－3－12
田仙右衛門→帯芯庄屋・組頭・惣百姓
亥年出札（海西郡四郎兵衛新田）田仙右衛門→右村 安永8年11月 横美継紙・1通 い730－1－1
庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永8年11月 竪美継紙・1通 い730－3・11
田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永9年11月 竪美継紙・1通 い730－3－10
田仙右衛門→国司庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取所定納米につき）久 天明元年11月 竪美継紙・1通 い730－3－9
岡右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
雪年免札（海西郡四郎兵衛新田）　横比右衛門→右 天明2年11月 溢美継紙・1通 い730・1－2
村庄屋・組頭・惣百姓




弱年免札（海西郡四郎兵衛新田）　蔦丹左衛門→右 天明3年ll月 横島継紙・1通 い730－1－3
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－7
蔦丹左衛門→町村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取年貢極めるにつき） 天明4年11月 乱心継紙・1通 い730。3・6
蔦丹左衛門→押鯛庄屋・組頭・惣百姓
覚謹製巴篇離鴨脚凋めるにつき） 天明5年ll月 乱心継紙・1通 い730・3・5
免札（海西郡四郎兵衛新田）　中彦三郎→右村庄屋・ 天明6年11月 横美継紙・1通 い730－1－4
組頭・惣百姓
孫王（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－4
中彦三郎→右目庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明7年11月 竪美継紙・1通 い730・3・3
中彦三郎→右村庄屋・組頭・惣百姓
（四郎兵衛新田御免定目録）加藤治蔵 天明8年11月 竪切紙・1通 い730・3・1
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明8年11月 竪美継紙・1通 い730－3－2
中彦三郎→右新田庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　中彦三郎→右新田庄 寛政元年11月 横美継紙・1通 い730－1－5
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　本勘蔵→右新田庄 寛政2年11月 横美継紙・1通 い730・1－6
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　本勘蔵→右新田庄 寛政3年11月 横美継紙・1通 い730－1－7
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田）　本勘蔵→右村庄屋・組頭・ 寛政5年11月 横美継紙・1通 い730－1－8
惣百姓
免札（海西郡四郎兵衛新田）　本勘蔵→右村庄屋・組 寛政6年11月 横美継紙・1通 い730－1－9
頭・惣百姓
冷血（海西郡四郎兵衛新田）　加久右衛門→右村庄 寛政7年12月 横美継紙・1通 い730－1－10
屋・組頭・惣百姓
免札（海西郡四郎兵衛新田）　加久右衛門→右村庄 寛政8年ll月 止立継紙・1通 い730・1－11
屋・組頭・惣百姓
巳年藩札（海西郡四郎兵衛新田）　木象三郎→右村 寛政9年11月 横美継紙・1通 い730－1。12
庄屋・組頭・惣百姓
午年免札（海西郡四郎兵衛新田）　木象三郎→出村 寛政10年11月 横美継紙・1通 い730－1－13
庄屋・組頭・惣百姓
未見鑑札（海西郡四郎兵衛新田）　木弥次左衛門→ 寛政11年11月 絶美継紙・1通 い730－1－14
右村庄屋・組頭・惣百姓
申年免札（海西郡四郎兵衛新田）　木村弥次左衛門 寛政12年12月 絶美継紙・1通 い730・1－15
→右村庄屋・組頭・惣百姓
酉年免定（海西郡四郎兵衛新田）　織孫七→右三富 享和元年11月 横美継紙・1通 い730・1・16
屋・組頭・惣百姓
戌年竪縞（海西郡四郎兵衛新田）　織孫七→右村庄 享和2年ll月 横美継紙・1通 い730・1－17
屋・組頭・惣百姓




丑年定免（海西郡四郎兵衛新田）　金市之進→右村 文化2年11月 横美継紙・1通 い730・1・19
庄屋・組頭・惣百姓
寅島山札（海西郡四郎兵衛新田）　金市之進→右回 文化3年11月 横美継紙・1通 い730－1・20
庄屋・組頭・惣百姓
二輪麟鯉郎兵衛細）金市之進判→右村庄 文化4年11月 横美継紙・1通 い730－1・21
辰年策定（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右御判→右 文化5年11月 横美継紙・1通 い730－1－22
村庄屋・組頭・惣百姓
巳年免札（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右御印→右 文化6年11月 横美継紙・1通 い730－1－23
村庄屋・組頭・惣百姓
午年定免（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右→右村庄 文化7年12月 横美継紙・1通 い730・1－24
屋・組頭・惣百姓
免定（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右→右村庄屋・組 文化8年11月 横美継紙・1通 い730－1・25
頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化8年11月 横美継紙・1通 い730－1。26
惣百姓
覚（四郎兵衛新田の口米・御蔵納米・堤銀など書上 （文化8年）未12月 二三継紙・1通 い730－1－27
げ）
古年認定（海西郡四郎兵衛新田）馬九八郎→出村 文政8年11月 横美継紙・1通 い730－2－1
庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田、同所見取の免・定納高書 子9月 横美継紙・1通 い730－2－2
上げ）
その他
覚（御役銀・諸入用等書上）　四郎兵衛新田徳兵衛→ 辰12月18日 横切継紙・1通 い415－4
大宝下新田定助
磯魏蒲麟白総雛聾賛鵯鰻碁 寛延3年ll月 竪紙・1通 い541・13
土岐市右衛門、地方目付田中九郎右衛門、林又左・水伴
脂気山田杢右衛門






















（四郎兵衛新田御高成申付ならびに神戸外新田と 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－1
相唱候につき申渡）　岡勝右→右村庄屋
（神戸外新田御高成引高につき申渡）　岡勝右→右 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－2
村庄屋
（四郎兵衛新田見取所定納米につき申付）　岡勝右 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－3
→右村庄屋
（神戸外新田検地帳面差出候様被毛付につき書状） 4月11日 横切継紙・1通 い500－4
唯助→永田幸蔵
その磯
上　外新二二書下タ　名古屋犬山屋文左衛門 （安政3年ヵ） 包紙・1点 い526・2－O
覚（神戸外新田古証文を吟味次第差上げるにつき） 辰2月 小切紙・1通 い526・2－1
神戸文左衛門→神戸昌吾
乍壷振幽幽繍鵯酵郵譲難屡 安政3年12月 竪紙・1通 い526・2・2
左衛門→山田貫一郎様御陣屋















小雛難論界鰻魏異灘題霧繕墨妻 明治43年9月10日 封筒・1点 い593－2・2
らびに約定書類











































覚（盆前分利息受取書）　ふしゃ太七（名古屋堀江町） 亥7月12日 小切紙・1通 い576－1
→犬山屋小右衛門
覚（当子の盆前の歩銀受取）　ふしゃ太七（名古屋堀 子7月13日 横切継紙・1通 い576－2
江町）・はりまや茂兵衛→神戸文左衛門・御店源蔵
覚（金40両受取）　川名屋久兵衛後家→神戸文左衛門 子7月13日 竪切紙・1通 い576・3
覚（口銭受取）　川名屋久兵衛→犬山屋文左衛門 亥12月大晦日 横切紙・1通 い576－4
覚（二二の暮歩銀受取）　ふしゃ太七（名古屋堀江町） 亥12月29日 横切継紙・1通 い576－5
→神戸文左衛門
覚（分銀催促状）茂平・太七→神戸文左衛門 12月29日 横切紙・1通 い576－6
覚（歩銀受取）　ふしゃ太七→犬山屋小右衛門 戌7月13日 横切紙・1通 い576－7
覚（口銭受取）　川名屋久兵衛→神戸文左衛門 戌7月13日 横切継紙・1通 い576－8
一141一
飛島新田古台分／経営費用／その他
覚（利息受取）　はかすや茂平、取次太七→犬山屋小右 酉12月29日 竪切紙・1通 い576－9
衛門
覚（利息を米切手で受け取り）　川名屋久兵衛→犬山 亥7月13日 竪切紙・1通 い576・10
屋小右衛門











覚（盆前歩銀、銀札にて受取）　ふしゃ太七（名古屋堀 丑7月13日 横切紙・1通 い576－17
江町）・はりまや茂平→神戸文左衛門・源蔵








古台地所一札　→萱津屋伊右衛門 文化3年2月朔日 包紙・1点 い552－0
（取替金子30両請取申上候につき）　（萱津屋）伊右（文化3年）正月23日 横切継紙・1通 い552－1
衛門→文左衛門
一札理事（大宝前新田古台地所の仲間金入りお断 文化3年正月 竪美紙・1通 い552－2
り申上げるにつき）　豊津屋伊右衛門→犬山屋文
左衛門
（大宝前新田地先古台分飛嶋新田へ組込の地代金 寅5月 横切継紙・1通 い498・1
につき申渡）　→犬山屋文左衛門・大宝前新田庄屋
只助
（大宝前新田古台之儀につき三千金調達申渡）　→ 9月25日 横切継紙・1通 い498・2
犬山艶文左衛門
（大宝前新田古台之儀につき三千金調達申渡、い 9月25日 横切継紙・1通 い498－3
498－2と同文か）　→犬山屋文左衛門









海西郡飛島新田元起之郷汐除甲七百拾九番荒蕪地 明治27年7月3日 袋・1点 い573・0
反別弐反蛙飛歩感謝曲筆総計反別血塗九反八畝ｪ謝購糞痴羅熱感瑳査
衛ヨリ受取契約証壱通　神戸




領収証（公正証書手数料）　名古屋区裁判所管内公証 明治32年3月28日 印刷用紙・1通 い573－4
人諸富保義役場




飛嶋古田墨刑書類入 明治26年12月 袋・1点 い570－0
神戸分左衛門様　黒宮保則→神戸分左衛門 5月2日 封筒・1点 い570－1・0




春日井郡新川町天野佐兵衛様　飛島村大字服岡犬飼 9月11日 封筒・1点 い570・3・0
卯輔→天野佐兵衛
（堤塘廃却地の儀をめぐる地主総代とのやりとり　につき書状）犬飼卯輔→天野佐兵衛 9月11日 横切継紙・1通 い570－3－1
本県西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡宝地 明治27年8月19日 封筒・1点 い570－4・0
村大字鳥ヶ地新田黒宮保則→天野佐兵衛
（飛島へ出張し木村と面会、石繰上場所の件などに （明治27年）8月19日 横切継紙・1通 い570－4－1
つき書状）
記（石松・地代金など書付） 竪紙・1通 い570。5
二丁費用覚 明治26年10月 横半半（一ツ綴）・1冊 い570－6
西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡飛島村大 明治27年8月19日 封筒・1点 い570－7－0
字服岡犬飼卯輔→天野佐兵衛












（犬飼よりの申付回答の必要無之につき書状）庄 7月12日 横切継紙・1通 い570－10－1－1
□→木挽町




西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡飛島村木 明治27年7月14日 封筒・1点 い570－10－2・1－0
村肝太郎・佐野芳三郎→天野佐兵衛
（下地を桑畑とするよう当村（飛島村）へ仰せ付け （明治27年）7月14日 横切継紙・1通 い570・10－2－1－1
られるよう祈願につき）　木村二太郎・佐野芳三郎
→天野佐兵衛




（石松入札の儀などにつき書状）天野→神戸 7月7日 竪紙・1通 い570・10・2・1－3
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　海西郡飛島村犬 3月16日 封筒・1点 い570・11－O
飼卯輔→神戸分左衛門
（不用堤の地形実測詳細取り調べの儀につき）　犬 3月16日 「飛島村役場」用箋・2通 い570。11－1
飼卯輔→神戸分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　名古屋市新柳町 4月19日 封筒・1点 い570・12－0
しすやニテ犬飼卯輔→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（不用堤町下場の震賃工事補助金の儀につき書状） 4月19日 横切継紙・1通 い570－12・1
犬卯→神戸分左衛門
（検見、黒宮・島津との面会、県庁の根帳取調べのこ 10月27日 横切継紙・1通 い570。13
となどにつき書状）　天野→神戸






























三橋定渡金六ヶ村割符書写 嘉永3年7月 竪半（ニツ綴）・1冊 い452
上　神戸様　服岡新田　服岡新田→神戸 包紙・1点 い505－0
口糧懸監薦垂（犠賜鶴盆翻勲 申5月 竪紙・1通 い505・1
神戸
掟米徴収
服腰臨盒瓢粥上納米引分ケにつき勘定 文政4年5月29日 竪半（ニツ綴）・1冊 い451




下之郷入用金請取之通　神戸勘定場→下之郷庄屋辰 嘉永3年2月 竪半半・1冊 い416－2
右衛門
嘉永四年辛亥三月六日下之郷小百姓へ貸米割合控 （嘉永4年）3月6日 横切紙・1通 い416・6
二二之覚（亥年分） （嘉永4年）亥 横切継紙・1通 い416－3






服岡新田字下等ノー二四百四拾七番土地台帳名義 （明治26年） 封筒・1点 い571－0
誤謬訂正願書（廿六年九月廿九日附）写、ならび
に右指令（廿六年十月三日附）
土地台帳名称書換願（控）　海西郡宝地村大字神戸新 明治26年9月29日 罫紙・1通 い571・1
田神戸分左衛門、海東郡蟹江村大字蟹江本町吉田甚平
→愛知県知事時任為基




覚（服罪新田下之郷免状）　雑佐太、武甲→右郷地主 嘉永元年ll月 竪美継紙・1通 い733－1
犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷免状）　雑佐太、武蔀→右新田地 嘉永2年11月 竪美継紙・1通 い733－2
主神戸文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、半蔀→右郷地主 嘉永3年11月 竪美継紙・1通 い733－3
犬山屋文左衛門方
覚（服岡新田下之郷免状）　二佐太、武蔀→下郷地主 嘉永4年ll月 竪美継紙・1通 い733－4
犬山重文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、二二→二郷地主 嘉永5年11月 竪美継紙・1通 い733－5
犬山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、武蔀→二郷地主 嘉永6年ll月 竪美継紙・1通 い733－6
犬山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之門下状）雑橋太、高丁丁、丁丁→右 嘉永7年ll月 竪美継紙・1通 い733－7
郷地壁虎山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　高十練、半蔀→下新田地 安政2年ll月 竪美継紙・1通 い733－8
主犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷免状）　森町九、奥喜左→右新田 安政6年11月 竪美継紙・1通 い733－9
地主犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷の取米の定め）　奥喜左→右新 文久元年ll月 竪美継紙・1通 い729－7
田地主犬山屋文左衛門
戌年免割帳入 嘉永3年2月17日 袋・1点 い416－0
三年免割諸入用帳 嘉永3年2月17日 三半（ニツ綴）・1冊 い416－1
（上納・拝借金差引き勘定） （慶応2年11月） 小切紙・1通 い729－10－1










































































乍恐奉願上候御事（三瀬年貢米直上納につき）海 宝暦4年4月 横長半（一ツ綴）・1冊 い504－4
東郡鍋蓋新田庄屋武兵衛
















積送り申楽之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 午12月9日 竪紙・1通 い445－1－3
兵衛→神戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り中米之事（茶屋町分鍋蓋新田納米）　右（鍋 卯11月25日 竪紙・1通 い445－1－4
蓋）新田武兵衛→神戸分左衛門
覚（米送り状）　鍋ふた新田武兵衛→犬山屋嘉兵衛 午12月9日 竪切紙・1通 い445－1。5
積送り誤謬幹事　鍋蓋新田武兵衛→神戸分左衛門・伊 午12月 竪紙・1通 い445－1・7
藤治郎左衛門
覚（二二積分書上）鍋蓋新田武兵衛→川合嘉兵衛 寅11月 横切継紙・1通 い445－1－9
覚（納米積送につき）　鍋蓋新田武兵衛→神戸嘉兵衛 寅11月3日 竪切紙・1通 い445－1・13
積送り申米之事（鍋蓋納米）右（鍋蓋）新田武兵衛→ 寅10月17日 竪紙・1通 い445－1－14
神戸嘉兵衛
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 寅12月2日 竪紙・1通 い445－1－15
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米軍事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 卯正月 竪紙・1通 い445－1－16
兵衛→神戸分左衛門
積送り申米之事　右（鍋蓋）新田武兵衛→伊藤治郎左 卯11月29日 竪切紙・1通 い445－1・18
衛門
積送リ申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 卯11月29日 竪切紙・1通 い445・1－19
→神戸分左衛門
積送リ申米之事（納米）鍋蓋新田武兵衛→神戸嘉兵 寅9月18日 竪切紙・1通 い445－1－20
衛
積送り申米之事（鍋蓋新田米）右（鍋蓋）新田武兵衛 寅12月24日 竪切紙・1通 い445－1－26
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 寅12月4日 竪紙・1通 い445－1－27
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送リ申米旧事（鍋蓋新田納米）　右新田武兵衛→ 卯12月12日 竪切紙・1通 い445－1－29
神戸分左衛門
覚（米積送につき）　右（鍋蓋）新田武兵衛→犬山屋分 巳12月16日 竪紙・1通 い445－1・33
左衛門




積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右新田武兵衛→ 巳12月16日 竪紙・1通 い445－1－36
神戸分左衛門
積送り町彫弔事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 丑12月8日 竪紙・1通 い445－1－43
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
覚（米積送りにつき）　鍋蓋新田庄屋武兵衛→神戸分 丑12月12日 竪紙・1通 い445・1－45
左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り廻米野鴨（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 卯ll月16日 竪継紙・1通 い445・1－46
兵衛→神戸分左衛門
積送り野州之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月 竪紙・1通 い445－1－49
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米下男（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月9日 竪切紙・1通 い445・1－51
兵衛→犬山屋分左衛門・呉服屋治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月 竪切紙・1通 い445－1－52
兵衛→犬山屋分左衛門・伊藤治郎左衛門
送り申米之事（鍋蓋新田米）鍋蓋新田武兵衛→本材 寅12月6日 竪紙・1通 い445－1・55
木町文左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 卯10月26日 竪紙・1通 い445－1－56
→神戸分左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未11月20日 竪切紙・1通 い445－2－1
→神戸文左衛門
積送り申米重事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 子12月1日 竪切紙・1通 い445－2－3
兵衛→神戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り南米緯書（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 子12月18日 竪切紙・1通 い445－2・5
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米重事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 子12月 竪切紙・1通 い445－2－6
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
覚（納米積送高書上）鍋蓋新田武兵衛→永田善治郎 子9月29日 竪切紙・1通 い445・2－7
覚（鍋蓋新田手作米送り状） 竪紙・1通 い4452－14
覚（鍋蓋新田納米送り状）右（鍋蓋）新田武兵衛→神 子12月1日 竪切紙・1通 い445・2－24
戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 閏11月26日 竪切紙・1通 い445－2－26
→伊藤治郎左衛門
積送り焼米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 閏11月26日 竪切紙・1通 い445－2。27
兵衛→神戸文左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未12月3日 竪紙・1通 い445－2－28
→神戸分左衛門
積送り申米国事（鍋蓋新田納米）右村（鍋蓋新田） 未11月5日 竪切紙・1通 い445－3－5
庄屋武兵衛→神戸分左衛門
積送り申米一事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 申11月15日 竪切紙・1通 い445・3・4
→神戸分左衛門
積送申納米之事（鍋蓋新田）右（鍋蓋）新田武兵衛→ 申11月23日 竪切紙・1通 い445・3－11
神戸分左衛門
積送申米之事（鍋蓋新田納米）右（鍋蓋）新田武兵衛　→神戸分左衛門 申12月6日 竪切紙・1通 い445－3－13
一151一
海部郡の新田／鍋蓋新田／掟米運搬
覚（鮫ヶ地納米積送りにつき）　鍋蓋新田武兵衛→犬 申12月22日 竪切紙・1通 い445－3－15
山屋嘉兵衛
積送申納米淫事　右（鍋蓋）新田武兵衛→伊藤次郎左 戌12月26日 竪切紙・1通 い445・3－16
衛門
積送り申納米記事　鍋蓋新田武兵衛→神戸分左衛門 戌12月21日 竪切紙・1通 い445－3－17
積送り申納米旧事（鍋蓋新田）右（鍋蓋）新田武兵衛 戌12月26日 竪切紙・1通 い445・3・18
→神戸文左衛門
積送り北米興醒（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 戌11月20日 竪切紙・1通 い445－3－19
兵衛→神戸文左衛門
積送り野望之事（鮫ヶ地新田納米）鍋蓋新田武兵 未12月16日 竪切紙・1通 い445・3・20
衛→元材木町犬山屋御内嘉兵衛
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未11月4日 竪切紙・1通 い445－3－24
→神戸分左衛門
牛屋新田
為取替証文望事（潤劇烈田南堤外野跡堤根留境杭 （天保10年11月） 「鴎汀書屋」罫紙・1通 い453－6
打ちにつき証文写）　門屋新田庄屋服部周吉→神
戸新田庄屋重右衛門・忠右衛門
覚（潤屋新田堤高さ等普請覚）　右（門屋新田）庄屋周 亥8月 竪紙・1通 い449・12－1
吉→福井倉助
覚（堤高さ等普請覚）　右（民屋新田）庄屋周吉→福井 亥8月 竪紙・1通 い449－12・2
焼判
鳥ヶ地新田
鳥ヶ地新田買受書類入　神戸銀之助→ 明治24年4月 封筒・1点 い559－0









記（金5円受取につき）　檸場新田早川儀平→神戸 （明治24年）4月11日 小切紙・1通 い559－3



































































































化物新田墾開費金之証　神戸分左衛門 明治13年4月25日 封筒・1点 い568－1－0















































明治三拾三年度　化物新田共有地収得決算報告 明治34年3月16日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い567－3
（写）加藤勝壽



































証（愛知郡豊田村所有地売渡代金受取につき）　岡 明治13年4月4日 罫紙・1通 い447－2
田小八郎→神戸分左衛門・瀧兵右衛門・天野佐兵衛
証（愛知郡豊田村所有地売渡代金受取につき）　岡 明治13年4月30日 罫紙・1通 い447－3
田小八郎→神戸分左衛門・瀧兵右衛門・天野佐兵衛
勘定書（金利覚書）　天功→神戸 （明治後期）2月25日 早智・1冊 い447・4
新川天野佐兵衛様　証書類在中　滝兵右衛門→天 9月17日 封筒・1点 い561－0
野佐兵衛
記（豊田村田畑売却に際し頭金受取りにつき）　岡 明治13年5月3日 罫紙・1通 い561－1－1
田小八郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門
証（豊田村田畑売却に際し頭金受取証）　岡田小八 明治13年4月30日 罫紙・1通 い561－1－2
郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門





御艦舖酷織腰糊紀砦鶉臨野唱生 明治13年5月24日 罫紙・1通 い561－3
田新助→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門









証照照糊翻讐腿糊し罰四郷墨 明治17年5月23日 罫紙・1冊 い593・4・2
知郡豊田村九十番地岡田忠左衛門他9名→天野佐兵
衛、神戸分左衛門
預り置地券証（預り地の字、反別など書き上げ） 明治14年8月12日 罫紙・1冊 い593－4－3
憲兵右衛門→神戸分左衛門、天野佐兵衛


































西春日井郡新川町天野佐兵衛殿　名古屋市南久屋 明治33年ll月2日 封筒・1点 い569－3－1－0
町三丁目百七拾番戸千賀金五郎→天野佐兵衛




























豊田村葭生・堤塘交換二関スル書類 （明治17年） い741－1－0の貼札 い741－0








































堤防御払下ケ願（尾張国愛知郡豊田村地内の古堤） 明治17年8月 「神戸西蔵」用箋・1冊 い737－2
愛知郡豊田村94番地花井金之介他13名→愛知県令国
定廉平
委却藷離職澱騨羅甦輪屡窪 明治17年7月29日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い737・3
するにつき）花井金之助他13名
堤敷民有地置網引直シ之儀につき願　名古屋区替 明治15年11月 「愛知郡戸長役場」用 い737・4－1
地町百四番地士族中野重道他4名 箋・1通
譲渡し申地所証文盛事（字長三郎新田、巳新田堤） 明治5年3月 「愛知郡戸長役場」用箋 い737・4・2
譲り主酒井佐兵衛印、他親類1名、地所支配人1名→中 の縦切紙・1通
川直三郎
譲り渡申地所証文之事（字長三郎新田、巳新田堤） 明治5年3月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い737・4－3
譲り主堀井佐兵衛印、親類証判1名、地所支配人1名→
中品甚三郎
永代売渡し申田畑証券（愛知郡長三郎新田地所） 明治6年7月 「愛知郡戸長役場」用 い737－4－4
地所売主内田鋼太郎他親類総代・証人・右地所支配人・ 箋・1通
地中間総代各1名
証（拙者持分の堤を残らず其許へ譲り渡すにつき） 明治4年12月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い737・4－5
貝谷権右衛門→新田支配人仁左衛門




















届（実印が戸籍帳簿と相違するらば訂正相なりた 明治17年4月28日 罫紙・1通 い738・3・4
き旨）　岡田忠七、岡田喜兵衛→愛知郡第二組戸長衆












（堤御払下願の出願につき書状）　むら井→神戸 7月24日 横切継紙・1通 い738・3・13
神戸様　村井　村井→神戸 封筒・1点 い738－3－14
記（金受取証）　名古屋禰宜町嘉兵衛→神戸 申7月25日 小切紙・1通 い738－3－15
記（42銭受取証）河内町西下→神戸文右衛門 申7月 小切紙・1通 い738－3－16
（拝領物頂戴するにつき礼状）　村井高忠→天野、神 7月8日 横切紙・1通 い738－3・17
戸
神戸様　むら井　むら井→神戸 封筒・1点 い738・3－18




記（人足賃金受取につき）小畠随兵衛→神戸、天野 12月 竪切紙・1通 い738－3－22
（花井金之助らの持地・間尺数の書上） 横長半（一ツ綴）・1冊 い738－3・23
























愛知郡星崎村之内八左衛門新田買請証券　天野佐 明治11年5月 封筒・1点 い621・0
兵衛、神戸分左衛門
旧撰灘藷取署治＋一年六月八日新地券名前 明治11年 包紙・1点 い621・1－0
記（八左衛門新田の土地の旧券証受け取りにつき） 明治11年6月8日 罫紙・1通 い621－1・1
星崎貼用掛鶴田茂三郎→神戸分左衛門、天埜佐兵衛
証霧翻離糟算鷺翻黙鶴 明治12年4月1日 罫紙・1通 い621－1・2
郎→神戸分左衛門、天野佐兵衛





小作掟米帳 明治12年4月 横長半（一ツ綴）・1冊 い621・5
委任状（鳴尾村永井隆治郎を拙者の部理代人とい 明治12年4月1日 「証券界紙」用箋・1通 い593－1－1
たすにつき）　尾張国愛知郡鳴尾村45番屋敷永井銀
太郎






尾張国愛知郡星崎村字南割収穫地価帳 明治12年4月 罫紙（ニツ綴）・1冊 い593－1－4











約定証券（星崎村大江川通の新田開墾につき約定） 明治19年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い562－1
名古屋区東万町右約定本人武山勘七他保証人3名→神
戸分左衛門












（新開地の樋の間尺相違云々の義御照会につき） 明治14年7月27日 葉書・1通 い562－4－1－1
愛知郡星崎村立松善兵衛→名古屋区呉服町五丁目千
賀金五郎
（立松善兵衛より別紙回答有るにつき）千賀金五 7月31日 横切紙・1通 い562－4・1－2
郎→神戸分左衛門
（向後開墾に関する件は武山勘七へ御示談くださ 明治15年9月28日 葉書・1通 い562・4・2
るべき旨）　立松善兵衛→神戸文左衛門、天野佐兵
衛
天野佐兵衛様、神戸文左衛門様　親展　立松善兵 明治15年7月28日 封筒・1点 い562－4・3－0
衛



































（大江川筋開発の公議結審まで工事差留願）神戸 明治13年8月17日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5・4－3
分左衛門・天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
大江川通新田開墾之儀につき再願　神戸分左衛門・ 明治15年9月6日 罫紙・1冊 い562－5－5・1
天野佐兵衛・立松善兵衛→愛知県令国貞廉平






約定証券（大江川通新田開発に際し確約いたす 明治13年8月28日 竪紙・1冊 い562－5－5－5
条々写）　愛知郡星崎村三拾七番地立松善兵衛→海
西郡神戸新田神戸分左衛門
大年贈榴贈講辮織総難難吉 明治15年7月17日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562・5・6－1
たき旨）　海西郡神戸新田神戸分左衛門・西春日井郡
土器野村天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平




三論縫論難瑛禰融門田縣郡繍 明治13年8月28日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5・6－4
四拾五番地永井銀太郎他1名→海西郡神戸新田神戸分
左衛門




















添平間即興灘灘轡 明治28年4月8日 罫紙（一ツ綴）・1通 い623・2－2－1
天野佐兵衛
約定証券（堤防修繕費の負担などの取り決め）名 明治19年4月20日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い623－2－2・2
古屋区右約定本人武山勘七、他保証人3名→天野佐兵
衛、神戸分左衛門




委麟蝋あ観藻購審滅門田顯 明治12年7月19日 「証券界紙」用箋・1通 い621－6－2
郡鳴尾村永井銀太郎









笠寺村地所買得覚記（地代金書付）　神戸 明治29年12月 横半半（一ツ綴）・1冊 い563－1
記（共有買入地代金取替金6円51銭3厘受取につき）6月29日 小切紙・1通 い563・2
立松太左衛門→神戸分左衛門
（登記関係書類につき書状）　□秋→鴎汀（八代目成 6月17日 横切紙・1通 い563－3
年）
愛知郡笠寺村字上鳥山共有地　三拾四年出納計算 明治35年 封筒・1通 い560・1
書（菅井氏より受取）




神戸様益井→神戸 27日 封筒・1点 い560－3－0
（笠寺烏山共有地代金割合請取二二戻しなどにつ 4月27日 横切紙・1通 い560－3・1
き書状）益井拝→神戸






笠寺村上鳥山地代金75円菅井氏領収証 明治35年3月18日 封筒・1点 い560－4－0













































（明治33年度共有地精算書、諸税明細表など綴） 明治34年3月12日 罫紙・1冊 い560・9・1
領収証（地価割金2銭領収につき）愛知郡笠寺村長 明治33年3月26日 印刷用紙・1通 い560－9－2
兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門










































































































愛知郡千竈村買得証　外買得二二スル書類 明治13年2月 袋・1点 い558－0
（理路敷の書上）　金原辰寿・水野徳兵衛他2名→海西 明治13年3月4日 罫紙・1冊 い558－1－1
郡神戸新田神戸文左衛門・春日井郡土器野新田天野佐
兵衛
































記（金296円御渡被申軽爆につき）　天野→神戸 明治12年3月6日 罫紙・1通 い558－2－6－1








証（紹介手数料受取につき）　愛知郡千竈村鈴木慶十 明治13年2月24日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い558－2・7－3
郎・熱田籠屋町藤田談太郎→神戸分左衛門・天野佐兵
衛
記（地券証印税6銭受取につき）　（千竈村戸長）役場 明治13年3月10日 小切紙・1通 い558－2－7。4
→神戸分左衛門代理鈴木慶十郎
糠魏譲鈷竈羅騰講雑鰭雛罐 明治18年6月27日 竪美継紙・1通 い558－2－8
天野佐兵衛、保証人1名→海西郡神戸新田弐番地神戸
分左衛門
地所譲渡証券　愛知郡千竈村地所譲主山崎徳左衛門 明治20年1月25日 罫紙・1冊 い447－1
ほか13名→海西郡神戸新田神戸分左衛門ほか4名































申年三定（愛知郡源兵衛新田年貢割付状）鳥二二 宝暦2年ll月 竪継紙・1通 い503－2－10
衛門→右村庄屋・組頭・小百姓
卯年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）　本四七郎→ 宝暦9年11月 竪美継紙・1通 い732－1
右新田庄屋・組頭・百姓
三年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）　本年七郎→ 宝暦10年11月 旧師継紙・1通 い732－2
右新田庄屋・組頭・百姓
巳年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）磯藤七郎→ 宝暦11年11月 竪美継紙・1通 い732－3
右新田庄屋・組頭・百姓
































耕地売買無届　知多郡大高村右地所売渡人山口源兵 明治12年3月18日 罫紙・1冊 い454－5
衛・海西郡神戸新田右地所買受人神戸分左衛門→愛知
郡鳴尾村戸長御中
耕地売渡証　知多郡大高村売主山口源兵衛愛知郡熱 明治12年3月17日 罫紙・1冊 い454－6
田親類保証人鈴木七左衛門・同郡鳴尾村惣代蟹江作左
衛門→神戸分左衛門
約定亭亭（地券名義書換につき）　山口源兵衛→神 明治13年3月15日 罫紙・1通 い454。7
戸分左衛門




























永鯖農離慧舗醗裂手名縣鑛男 明治14年9月30日 竪無血・1通 い557－2
27番地雷地所売渡人永井松右衛門他1名→海西郡神戸
新田弐番地神戸分左衛門













（受端地丈量の件貴意に応ぜず候につき）愛知郡 明治28年1月4日 葉書・1通 い564－2・1・2
鳴尾村下江金三郎→愛知県名古屋市木挽町神戸分立
衛門
（雛騨署聖血／と麟温感幽幽 1月12日 葉書・1通 い564－2－1－3
衛組蟹江作右衛門→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（塩気となった土地に土足しいたすよう申し上げたがこの儀小生の権利にこれなきにつき）久 明治27年9月23日 葉書・1通 い564－2－1－4
野増三郎→名古屋市木挽町神戸分左衛門
名古屋木挽町神戸分左衛門様　久野増三郎→神戸分 明治28年1月14日 封筒・1点 い564－2－1－5－0
左衛門
記（地所買受証文雛形） 横切紙・1通 い564－2－1－5－1





名古屋市木響町神戸分左衛門様御店長尾義方様 明治27年1月28日 封筒・1点 い564－2－1・9・0
愛知郡鳴尾村久野増三郎→長尾義方
（地所の買い上げ条件などにつき書状）　久野増三 （明治27年）1月28日 横切継紙・1通 い564－2－1－9－1
郎→神戸分左衛門様御店長尾義方




（掟米相場などにつき書状）久野増三郎→神戸文左 （明治27年）3月1日 横切継紙・1通 い564・2－1－10－1
衛門
記（金1円55銭相済につき）　惣兵衛→神戸 7月9日 横切紙・1通 い564－2－1・11
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　愛知郡鳴海町朝 明治28年6月12日 封筒・1点 い564－2・1－12－0
岡清右衛門→名古屋市木挽町神戸分左衛門






































地所売渡証券登記済証入 明治35年2月 封筒・1点 い557－3－0
















（事件仮割賦金受取につき）年番下村誠→神戸分左 3月7日 小切紙（罫紙）・1通 い592－1－2
衛門
神戸分左衛門様森谷事務所→神戸文左衛門 明治25年8月9日 封筒・1点 い592－2－0
（初子への記載方について）森谷事務所→神戸文左 8月9日 横切継紙・1通 い592－2－1
衛門
当千名古屋市木挽町二丁目　神戸分左衛門様　大 7月25日 封筒・1点 い592－3・0
高　下村誠拝→神戸分左衛門
（証文雛形のごとく御調製くだされたきにつき） 7月25日 横切継紙・1通 い592－3－1
下村誠→神戸分左衛門、瀧定助




証（金2円受取につき）川下→神戸 6月8日 横切紙・1通 い592－5－1








名古屋市木挽町神戸分左衛門様　愛知郡鳴尾村久 3月5日 封筒・1点 い592・7・0
野久兵衛→神戸分左衛門
（麿魏雛罷鍍論幽趣擬厳律緊 3月5日 横切継紙・1通 い592－7－1
神戸分左衛門
〔こより〕 こより・1点 い592－8・0
響黙黙購難詰藻籍 明治25年6月8日 罫紙・1通 い592－8－1
名






判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月23日 「判決用紙」用箋・1冊 い592－10－1
古屋区裁判所書記代理津島区裁判所書記岩間栄次郎
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月20日 「判決用紙」用箋・1冊 い592・10・2
古屋区裁判所書記代理津島区裁判所書記岩間栄次郎
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月24日 「判決用紙」用箋・1冊 い592－10－3
古屋区裁判所書記中根正雄
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）　名 明治25年5月25日 「判決用紙」用箋・1冊 い592・10・4
古屋区裁判所書記木村重□









（延滞掟米請求につき訴状）　（原告神戸ら）右訴訟代 明治25年3月11日 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－13－3
理人森谷三雄→名古屋区裁判所監督判事西平 冊
証拠物写　原告訴訟代理人森谷三雄→名古屋区裁判所 明治25年5月12日 「森谷三雄丁丁用紙」用 い592－13－4
監督判事西平 箋・1通
証書送付嘱託ノ申立　原告訴訟代理人森谷三雄→名 明治25年5月18日 「森谷三雄詞訟用紙」用 い592－13－5
古屋区裁判所監督判事西平 箋・1通
証拠物写（永代売渡し田地証文など証文類写）　被 明治25年5月 「伊東代言事務所用」用 い592。13－6
告訴訟代理人伊東旭→名古屋区裁判所監督判事西平 箋・1通
口頭弁論調書（掟米請求事件につき）判事西平、書 明治25年5月10日 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－14
記木村重唱 通
源兵衛新田小作米請求事件記録　神戸 明治25年2月 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い592・15
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知多郡の新田／名和前新田／諸事留帳ほか



















警魏轄頚輪夢欝畠勢野饗霰 元禄8年3月 竪美紙・1通 い546－2
左衛門・神戸傳八郎→榎本甚左衛門・宮原善兵衛・松本
清左衛門







請取申子之御年貢米誓事（新田留池敷地年貢米） 元禄9年12月26日 竪美紙・1通 い735
知多郡名和村庄屋庄助→植村次郎左衛門、宮原善兵衛
（蟹難き響轡田懇話擁蟹羅織評欄 天保10年6月 横切継紙・1通（包紙付） い438
（名和前新田不納所埋立許可につき書付）柳原代 天保12年7月 横切継紙・1通 い439
官加藤安左衛門→神戸弥左衛門
新田墨引概願済十三ヶ年御年貢御初横須賀御陣屋 天保12年5月 包紙・1点 い440－0
より被仰渡書付本紙
（名和前新田見取古堤切起などにつき申渡）渡次 天保12年5月 横切継紙・1通 い440－1
郎兵衛→名和前新田地主犬山神戸弥左衛門





覚（知多郡名和前新田納米積送りにつき）　右（名 卯10月17日 竪切紙・1通 い445・5
和前）新田勘右衛門→神戸文左衛門































































































覚（御勝手御繰合筋調達金1万両請取証文写）　田 嘉永3年12月 竪紙・1通 い490
宮弥太郎・成瀬加兵衛・日比野源八→地主惣代伊那次
郎左衛門ほか6名
乍侮言奉歎願候御事（勝手御用達退役願）犬山屋 正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448・11－2
文左衛門
（御勝手御用達申付）→犬山近文左衛門 12月8日 横切継紙・1通 い499－17
（御勝手御用達申付につき直に御用席罷出など許 12月8日 横切継紙・1通 い499－18
可）→犬山屋文左衛門
廿人役
廿人役退役三二二二書付 享和3年11月9日 包紙・1点 い499－2－0






（日光社参のため金子既出命令状） 卯正月11日 横切紙・1通 い448－11・4





乍騨灘器騨溢購撮欝め金子指出 （卯） 横切継紙・1通 い448－11－5
三思奉願上候御事（新田普請のため延米本紙元御 辰4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－5
用退役願）　犬山屋文左衛門
乍恐奉願上姓御事（延米本紙元退役等願書）小西 辰4月 竪紙・1通 い449－6
屋理左衛門
（明六日同心衆御出御申渡有之につき書状）花井 11月5日 横切継紙・1通 い499・28・1
八郎左衛門→元材木町犬山屋文左衛門
（召喚状）町方役所→元材木町犬山屋文左衛門 11月14日 横切継紙・1通 い499－28－2







（御用銀借上の古証文写） （明治4年ヵ） 竪紙・1通 い480・1
（調達金借上証文など古証文写） （明治4年ヵ） 竪紙・1通 い480－2
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領主御用／その他
（古証文差し上げ奉るにつき）神戸文左衛門→海西 （明治4年）辛未12月 竪紙・1通 い480－3
郡御出張所














































覚（貴殿表店河岸の土蔵売渡証文）　蔵主平左衛門・ 元文2年8月 竪切紙・1通 い530・2
証人長兵衛→家主太七
森田建家請取証文一通 寛保2年2月26日 包紙・1点 い528－0








覚（私拍の江戸下船町壱丁目北角より三軒目の屋 （正徳2）辰8月 竪紙・1通 い478・1
敷貸し置くにつき覚書拍）　元材木町分左衛門
覚（江戸払船町壱丁目東側の屋敷私相続し地代に （正徳2）辰8月 竪紙・1通 い478－2
て貸し置くにつき）　陶材木町犬山屋分左衛門
覚（江戸下船町壱丁目東側の屋敷私相続し地代に （正徳2）辰8月 竪継紙・1通 い478－3
て貸し置くにつき覚書拍）　元材木山犬山屋分左
衛門
琴海町ヨリ文左衛門へ屋敷譲り済候節被遣候証文 寛保2年12月 包紙・1点 い529－0
出面へ弐通











（鞭羅雛謙卑轍響 10月9日 横切継紙・1通 い538。1・1
の儀につき）　堤文助→神戸分左衛門










（小舟町証文認め直し、太七祝儀、太七請状などに 11月2日 横切継紙・1通 い538－1・7
つき書状）堤文助→神戸分左衛門
（町弘めを行うため沽券状と御証文を彦七まで御 11月15日 横切継紙・1通 い538－1・8
下し依頼につき書状）　来雨太七→神戸文左衛門
江戸葦舟之家屋敷寸寸之書付共 包紙・1点 い538－2－0
























三聖請状之事（来家太七下船町屋敷守就任請状） 元禄8年5月12日 竪美継紙・1通 い535
西紺屋町壱丁目請人益田次郎兵衛、家守来家太七→神
戸分左衛門





家守請状之事（来家太七身元確かなる者につき拙 宝永5年2月1日 竪美継紙・1通 い533
者請人に罷立つ旨）　西紺屋町壱丁目請人益田次
郎兵衛、家守来家太七→神戸分左衛門
家守太七請状弐通 寛保2年12月 包紙・1点 い532－0
摘録請状塵事（太七身元確かなる者につき）神田 寛保2年12月 竪美継紙・1通 い532－1
永富町請人榎本八右衛門、家守来家太七→神戸文左衛
門






二殿御状弐通入申物 7月 包紙・1点 い477－2




（下船町屋敷や東白屋敷の火災被災状況と処置、深 4月8日 横切継紙・1通 い477－5
川材木場への手代派遣につき書状）神戸彦七郎
→神戸分左衛門
（感温燃騰翻の書状につき鵬大宝新 9月8日 横切継紙・1通 い477－8
（江戸の一件首尾よきにつき、鳥ケ地新田杁の引き 2月24日 横切継紙・1通 い477。10
抜き様子よく出来につき）　同浄仙→神戸分左衛
門










（江戸表首尾よく事済みにつき書状）　伊東庄兵衛 2月24日 横切継紙・1通 い477－18
→神分引
（道中御無事に御着につき書状）　田嶋与次兵衛・与 2月6日 横切継紙・1通 い477・19
次右衛門→丹羽源七
（其元首尾宜しき段につき書状）鎌田忠兵衛（町内 2月6日 横折紙・1通 い477－25
か）→神戸分左衛門
（道中見舞い、近況報告につき書状）　同分七郎→神 2月6日 横切紙・1通 い477－27
戸仁左衛門
（近日江戸にて宜しく事済みにて目出度く名古屋へ御登り遊ばされ様につき書状）　　　　　　　　　　　　　　　　　関屋半兵衛→ 2月9日 横折紙・1通 い477－28
神分左
（江戸よりの状承りたきにつき書状） 4月4日 竪継紙・1通 い477・29－1
江戸神戸再興願一件




（名代三富正七郎参上せずにつき書状）　（槙田）栄 正月 横切継紙・1通 い465－2
之丞→文左衛門
（拙論墾翻て；講懸禦魏論反 5月19日 横切継紙・1通 い465－3
（神戸彦七家再興の儀宜御評決情願候につき書状） 5月19日 横切継紙・1通 い465－5
槙田栄樹→神戸文左衛門
その他





普勝伊兵衛殿へ遣ス書付写 寅8月6日 包紙・1点 い536－0
覚（町役出銀の印鑑請取につき）　尾州名古屋元材 享保7年8月 竪切紙・1通 い536・1
木町神戸分左衛門→普勝伊兵衛











寛保元年酉七月店下勘定ならびに十二月迄勘定 （寛保元年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い470善次郎
寛保弐年戌七月店下勘定 （寛保2年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い471
寛保二年付随勘定 （寛保2年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い472
寛保三歳亥盆前 （寛保3年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い473
子下店有物寄帳 寛保4年正月吉辰 横長半（一ツ綴）・1冊 い474
甲子盆後店有帳　上御園町住　半右衛門 延享元年7月18日 横長半←・ツ綴）・1冊 い475
三春店有物之覚 延享2年正月吉日 横長半（一ッ綴）・1冊 い476
指引目録
差引高高（仕切表金銀残金相済につき）　京□十九 元文5年3月9日 竪継紙（一ツ綴）・1冊 い501。4
一郎→中嶋半右衛門
指引目録（仕切表替金につき）　平野屋太兵衛→中嶋 延享2年10月22日 竪紙・1通 い501・6半右衛門
指引目録（仕切表取替金につき）　平野屋太兵衛→ 延享3年12月12日 竪切継紙・1通 い501・5
中嶋半右衛門
指引目録（仕切表取替金につき）　平野屋太兵衛→ 延享3年12月晦日 乱切継紙・1通 い501－8中嶋半右衛門
指引目録（仕切表取替金差引勘定につき）　平野屋 延享4年12月12日 竪切継紙・1通 い501－3太兵衛→中嶋半右衛門
指引目録（堺桑名屋善右衛門への渡金の差引勘定　につき）　平野屋太兵衛→中嶋半右衛門 延享4年極月29日 竪切継紙・1通 い501・1
指引目録（取替金差引勘定につき）　平野屋太兵衛　→中嶋半右衛門 延享5年7月16日 竪継紙（一ツ綴）・1冊 い501・2
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